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はしがき 

日本と 仲よ しの 國は どこかと 閒 はれたら、 皆さんは 誰でも 滿洲國 とドィ 
ツとイ タリ-- だと 答へ るで せう。 り 本と ドイツと イ タリ— は. 防共 協ち LI 
いふかたい 約 巧を 結んで、 ぷに 力を 合せて 問に 見えない 共產 主義と いふ 恐 
ろしい 恶 魔の 手から 化が を 救は うとして ゐ ます。 

ですから 私たちは •ぜひ この 円本と 仲よ しでを る ドイツ や、 イ タリ I のこ 
とを よく かつて ゐ るければ なりません。 巧さん は .W みのお 友 だち のことは 
よく 知つ てゐる やうに、 り 木の おぶ だち のこと をはつ きり 知つ て おく こと 
は 非 巧に 大切を ことなの 'てす。 

そこで 私は この 本の 中で’ 口 本と 仲よ しの 國め 一つで ある ドイツの こと 
を 巧さん にみ 試しようと 化 ひます。 巧さん の 知りたい こと、 知ら h ゴ なら 


二 

ない ことが すつ かりこの 本の 中に 當 かれて ゐ ます。 た r ドイッの 地 现や腺 
お ピー ナ ではありません 。ヒット ラー をは じめ 偉人の お 話 や傳說 や黃話 その 
化 珍しい 3、 が。 い 話が どつ さり あつて、 それを 謗んで ゐる うちに、 今の 
ド^ ソ のをがは つきリと巧さん のリにうつつ てくる のです。 はる/\^木 
へ訪 3 てきた ヒット ラ I •ユー ゲントとは どんな もの か ドイツの みかみ 
女たち は どんな ことを して ゐ るか、 そして H 木のを さんは どうしなければ 
ならぬ か、 それは この 本が くわしく 物語つ てゐ ます。 

' この 本を 憩んで 下さつ た 巧さん は、 きつと ドイッから いろ''^-^ な ことを 
學ん で- > さるで せう。 そして ドイッの 少 年少 かたちに まけない やうに、 し 
つかりし なければ ならない とちへ るで せう。 . 

昭 •巧 十 ご 一年 其 ヒット ラ I ■ユ ー ゲント 來訪 Q 日 
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權 葉 巧 著. 

一 車中の 出來事 

ミ？^1,ぃ風1のがミた】お辭からが聪に|ミ聽，へかへってがました夕 わ 
客— 部 S か 二 一手 祭、 £ が ど Qi に g つ ミ r る。 人 vf だほえ どを 
クま ドせ ふん ミち 繫 f の トミルを こ 越えて ’ f に 難の わ もさい m から タミ 
お 巧？ わ 客が 雪ました 夕 そのが にわ 城 さを つれられた 囊 111 冀 ：か冀 叢 
の 男の子が ぁ々 ましち ミ最 とわ 賊 さん 義 がすぐ そば C 船り 苦た。 で’ がま 
でさみ し 4 害ら ミつ ち 5 が， S と ミが がに ぎ ミに をリ乏 た。 こを g はが 


々からだが 弱い ので、 温泉に ゐ たので せう、 まだ あを い 顔を して あまり 元氣 のをい 樣 
ドで しち 

やがて まもを く 巧 巧が 高 崎驛に 着く と、 を も 子供 も 思は ず 窓を あけて ホ I ムを見 ま 
した。 とい ふのは、 ホー ムで 盛んに 「萬 歲々々 」 の聲が 聞え たからです。 ほ征を さる 
んだ をと 化 ひながら、 聲の 方を 見ます と， 何十 人 何百 人と いふ 見送 リ 人に， ご あいさ 
つを して ゐ るのは 一人の 應巧 兵です。 

「萬歲 ！」 のどょ めきが 又 一し きリ おりました。 もう 一度 見送 5 人に 頭を 下げた 一人 
の應巧 みは、 も 心ち の乘 つて ゐる がに 入つ て來 て、 あたちの すぐ おくの 窓を あけて 顔 
を 出しました。 巧嚴の 撰が 次から ホへ と 起つ て巧當 やわ あの 驛 質の 薄が すつ かり それ 
に 消されて しま ひました。 雨は まだ 强< 降つ てゐ るので すが、 その 雨が ホ ー ムの 屋根 

なと を ぐら ゐ 

をう つ 音 も ほとんど 氣が つかめ 化です。 

いょ'-^ 發 車し ました。 萬歲の 製は いつまでも 巧 革を あつかけ て 巧ました。 しかし 


雨が 窓から 飛び こむ ので、 み隊 さんは もう 一度 つき出した 頭を 下げてから 窓を しめて 
化の 近くへ 座りました。 すると 今まで 元氣 のを ささう を顏 をして ゐ たさつき の 男の 
すが、 いかにも うれし さう に、 丘 ハ隊 さんの そばに 近づいて、 

「 i 隊 さん、 强爭に 巧く の。」 

とふい に肆 ねて ゐ ました。 お隊 さんは 突然を ので、 一寸 驚いた やうで したが、 見れば 
可愛い 子供です から、 

「さう だ、 戰爭に 行 くんだ ょ。」 

といつ て 笑つ てゐ ました。 

「どつ ちの 方へ 巧く の。」 

「さあ' それは わからな いね。」 . 

ずると 子 化は わかさん のと ころに もどつ て、 何 かしきりと ささやいて ゐ ましたが、 ま 
もな く 小さい わ 煎餅の 罐を掉 つて 义み隊 さんの そばへ まつて 巧き、 


阳 

「路臟 さん、 これ 上げょう。」 

といつ て それを さし 出しました。 

「ぁりがたう、 いた*^ いてい^ のでず か。」 • ‘ 

「え >.、 傲。 ゎ暮に k ? ぃた ミミ だけれ ど、 お隊 さを 上げます。 お隊さ 
ん、 S 齡 にげっ たら ゎ邮 のために しっ 々働ぃて 下 ミ。」 

「ぁりがたう、 がが さんは この わ齡 をた ベて しまっても 、がちゃんの 言葉は 忘れ 
をい。 きつと 惡い 支那 兵を 退治て やります。」 

叛 瞬さん のい せぃの い^？ も 散に、 が 一^の がは うれし さう にかが やいて ゐ ました。 そし 
て わ 巧さん のと ころへ もどつ て， 

「わがさん 、兵隊さん に 上げて ホた ょ。」 

とに こ'-^ しを がら 話して ゐ ました。 

そばで がて ゐ知 がい 侃 だか うれし < をり ました。 巧 も 子供の 様子に 注意して ゐ ると 


がが は、 取 わがさん の そばを は をれ てち よこ，〜 とず 內を 走つ て 巧つ たかと 思ん と、 
艦を かがめて S か 輪っ ミる のです。 ゎ載 でもが ミの かとが ミ ゐるも 羊 供の 拾 
つたのは そこにが てられて ゐた 煙を の 銀紙でした。 

「わ 西さん. 銀紙が をち てゐ ました。」 

モ 供は それを わ 巧さん に 見せてから 自 みの ポケットに 入れました おはかと k ふ、 ム括 
のよ いす 化か' とす ク かり 威、 むして しま ひました 0 
まも ミ S から ゎ 癖を もら ミが 斷 さん ザ ゎ 職さん の そばに 扳づ ぃて？、 
「たで 今、 どうも ありがたう ございま した。」 

とていね いにわ^を いつて ゐ ました。 この 子供とは 反對に いかにも 血を のよ い、 一二 十 
で 六と 化え る わ 巧さん はかし 氣 まり わるさう に、 

「ぃぇ、 どぅもが 5 がが 齡し ましち この おは 幕さん ミが るも赋 っも ミ 
と^を かけない では ゐられ ない のです" 子供で ございま すが、 今 梅の 事 猪が、 どれ 
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ほど 盛 火な ことかょ くわ かつて ゐ ると 化え まして、 みして 無駄 遣 ひは しません し、 
釘 一本 落ちて ゐても 拾つ てあつめ て 置 < と いふ ほどで、 私 どもの モ が化づ かしい お 
でございます。 今 さし 上げた わ 煎餅 も 親類の 方から いたぶ いた もので、 目々 からは 
何一つ 買 ひたいを ど 物申しません。」 

「さう です か、 それは 减 、むです ね、 小父さん も 巧ち ザん に 負けを いやう に、 しつ か 
リ やつて 巧ます。」 

「あの、 巧禮 です が、 わ 名前を 伺 ひたいので すが …… 、あとで 又 この 子が 慰問袋を 
わく 

わ送リ します から 」 

「はい、 あリ がた うご ざいます 〇」 

見 もから め 人からの この 親切に、 兵隊さん はを を淚 にうる ませて， 小さい 紙片に 自か 
の 宛名を 專 いて 子供に 渡して ゐ ました。 あ もさつ きからの 様子を 化て ゐ て、 いつの ま 
にか 目頭が あつくな つて 巧ました 0 


ましたが、 化 も いつのまにか その 仲間に 入つ てゐ たのです。 

うつか 4:^ がは ろの 子供の ぶ も學校 もき いて わきませんで したが、 その子 供の 妻が お 
隊 さんと 一し ょに いつも 目の前に 浮んで 巧ます。 

こんを 巧 車の 中の 小さい 出 巧 事です が、 がは 思 ひ 出す 每に うれしくて たまらを いの 
です。 このみ 除さん の、 むは 化り もを ほさず、 戰 場に 巧て ゐる 日本の み隊 さんみん をの 
でぁるし、 この こ 子 g のがが 飯が の國 巧を 部の、 むです。 戰 線の 桌± の、 むと 銃後の 恥 巧 
の、 心が、 巧 革の がで 目の前に 見た も' は、 何とを く 一そう 殺 もしい 氣 がしました。 

みな わた < 、レで ホ こども みな こ、 ろ こど 6 わな 

皆さん もき つと この あの 田會 つた子 化と 同じ、 むにち が ひありません。 このみ 供と 同 
じ やうに’ 今の 日本の 非常時が どんを に 重大を 時で あるかを ょく かつて ゐ るに ちが ひ 
あリ ません。 そしてめ い-^ わ國 のために 一生 けんめい つくして ゐる こと、 化 ひま 


A 

おがは がつ にはき まつて ゐ ますが、 率變 がいつ まで つづ < かわから をい のです。 な 

こむ & の た をふさつ ひつえ；' 

ドく つくけば つ •、< ほど、 いろ^--^ を 品物が おりを < るります 〇 しかし 戰帶に 必要な 

こく A ふ ム t いっ 

ものは どうしてもと、 へを ければ をり ません から* 國 巧は どこまでも 不自由を しのん 
で' どんなつ らい こと •をし い ことがあ つても かして それに まけを いやうた， 東洋 平 
和を うち 立てる とい ふ 目的に かつて 眞お 進んで 行かねば をリ ません。 

がさん も 知つ てゐる 孤り 木綿 も 羊毛 もを も鐵も その他い ろ'''^ を 品物が もうこれ か 
ら自 がに 賢へ をい ことにを リ ました。 鉛筆を けづ りたい と 思 つても むやみに 新ら しい 
ナィフを I 巧 ふこと が 出 巧ません。 禮 投げを したいと 思 つても ゴム マリは 一寸 手に入' ら 
るく をり ませう 。ランド セ^も 靴 も先づ 新ら しい 物は 買へ をい と 思は ねばを りません。 

しかしが の" S がちの ム不 がが さ S が S でもを ぃのです。 今から 凡そ 一一 千 料 & 露 S 
で 齡れた 後の ドィツの ことを 化へ ば、 こんを こと 位で 辛い とか 不自由 だと かいつ たら 
ほんと に化づ かしい ことです。 


がっ みは ありがたい ことに 食べる 物 だけは 國 內で產 出します から たと へい くらを が 
く 離躬が つづいても 、わがや 齡 には 化 づが自 かしを いのです が、 お戰 後の ドイッ をん 
かと 來 たら それは'''---* 大變を ことでした。 

「がが さん、 バンを 一つ}^ さいを 〇」 

と さん 蓋 蠻す聲 ミっ！： ミ st けば わぃ しぃ ごが 一っ か 二っ 賢 ミミ 
うが、 が お ザ ニ 轉斯の ドイッでは パン ー贿を r 貝ん ために、 ー マ^ク 紙齡 をら トラック 
に 一 ぱい & んで がかねば ならを いとい ふまる で 嘘の やうを 話です。 

おがの 一 M が-、」 Q お ドイッでは 二 化 二 千聲； でぁっ ミい ふこと ミちを 
は どれ だけの .i 齡 だか 船 觀が邮 がます か。 おし ー マルクの 紙幣を 巧み 重ねる とすると 
が ± 山を 五 巧 八 千 位 重ねた 高さになる のです から お變を ものです。 それが 日本の たつ 
た 一贴の 柳げ しかない とは 實に 驚いた ことでは をり ません か。 

こりが がすから 脱 ふやう にな 事が 矿 がる | c もぁリ ません。 ヮラを なべたり， 階 巧と 


Jo 

fc い t につ ば ふ 

で ふ 一觀の バイ キンで もがの やうを ものを つくつ て 食べた リ しました。 今の 日本に な 
側が がりを いどころの n がは をかつた のです。 それで ドイッが どんなに みじめで あつ 

わ 6 くる を こ 

たか、 どんなに あはれ であつ たかが わかる と 思 ひます が、 こんなに 苦しみの 底に つき 

わ t つま〜 せかいき やで こく 

藤 されても、 ドイッは がして 減び はしませんでした。 それ どころ づ巧ひ 世界の 强國と 

•た ホ f 3 じふ なか を たん さ 

しでな ち 上 グて來 たのです 。ドイッ人の からだの 中には 祖先から うけついで 來たド 

t I こ > やど た と •しか t L ふ こ < か けみ 

イッ 亦が 宿つ てゐ たのです。 ろして この ドイッ 魂を 呼び さまし、 新 ドイッ 圃 家を 建 

をつ ひと t つた 

带 したのは いふまで もな く、 アド 八フ •ヒット ク （その 人で ありまず。 圣く新 ドイッ 

々た -^ろ巳 

は ヒット ラ I とともに 生れた とい つても ょいので ずが、 ドイッに も ザは リ 歴史が あり 
ます。 がの ドイッが ひょ つ こり 魚 じ出來 上つ たのではなくて、 をが い歷 おの 立 臺の上 

ふる ななこ 

に きづかれた のです。 しかし あまり 古い ことから わ 話して はかへ つてむ づ かしく を り- 
ます から、 略して わき ませう。 


こ フレデリック 大王 
大王と お斐 さん 

がから 二百 お範齡 に、 中の ドィッの 和に プ 。シャ とい ふ國が 興って、 フン デリック 
だ おとい ふえら いお 觀が がました。 がちは 幼い 頃から 人に すぐれた 智隸を もっ てゐま 
したので、 わがさん のお觀 は、 がに このが は リつぱ を 王 穂に をる にち が ひを いとたり 
しんで ゐ ましたが、 がきく をる につれ て、 盛い 友 だち とを はつて だん'''-^ なまけ おに 
なリ 、きれいな を 4 て を 皆て S こんで ゐ ましち 宗 にが はれば ホ <をを と 
い 4齡 があります が、 も だち の感 がは がに わ そろ レい ものです。 父の 王様が 非常に、 む 
がして どぅかして 献い觀 をを ほしたい とが ひ、 が 王を 牢屋の やぅを 要塞の 中に 入れて 

SS の繫藝 いぃ觀 がさせました。 そ Qssii ぃ i が®— り ミを 驚と 
ミミで が Q 鬆は S がして 祭ゅづ ミミ おお。 二て® 時で あ ミので ミ 


. 一二 

大王は わ 父さんの あとを ついで 一 厨 政治に、 むを 用 ひ’ ォー スト ジャ やその 他の 圃々 
と戰 つて 闽 威を 輝かし’ 見る'''^ プ 。シャ が ョーロ ッバ 强國の 一つに あ へられる やぅ 
になり ました。 

大王は 一方では を か-— きびしい ところが ありま 
フ したが、 一方では やさしい 情深い ところが あつて、 

レ 

一い が - S 冀 ミリ、 りっぱを お S として 載微 され ミ 

ブ お ぁ、 しろ はむ、 し 

ク、 ます。 それにつ いて こんを} 0 白い 話が あります。 

王 或る時 大王が シン ッッ ユンと いふ 所から ベルリン 
に 行く を お、 一人の わ 婆さんが 、人 か、 の 止める の 
もき かず% 王の 馬車に 近づいて 巧き ましたので、 わつ きのを がさん''^ \ わ 婆さんの 

ぷ れい ■しか だいわ づ は •し ♦ 

が禮を 叱りつ けました。 そのと き 大王は 巧 革を とめさせて. 

「何 か 用が あるの か。」 



と 言葉 ザ さしく わ 尋ねに をり ました。 すると わ壤 さんは、 ' 
fS が 科い 隣 だ一 i でもい いから お 様の わ 辭を拜 みたい と 思って をり ましたが、 幸 

r . ^ け ダ で 巧 < ろた み ひだ とほ 

が 日は ここで わ迎 へす る ことが 出 ホました。 けれども わ 車との 間が ぁま リ 遠くて’ 
がの もがは よく 稱 まれません ので、 田 i はず わ較 以おづ いて’ 御 無禮を 致し まし 
た。 どぅぞ お許し 下さい ませ。」 

わ；^ さんの 言葉を おききに をつ た 大王は、 何と 化つ たか 目 かの ポヶットから 一つの 
銀货 をが り la し' 

「脫 はが 就ぎ の 用で ぁるから、 ゆつ くリわ 前に 顔を 見せて やる ことが 出來 をい。 し 

たへ の ご ザ ふく わ 生へ ホた 

かしわ 前の 黑 みを むだに する の も かはい さぅ だから、 この 銀貨を わ 前に 典へ る。 こ 
の 銀貨の 面に 刻まれて ゐ るのは 朕の 顔 だから‘ よくちる がよ い。」 

といつ て、 銀 货をわ 婆さんに 典へ ると 急いで 巧 車を まらせ ました。 

一寸した この 一つの わ 話で 大王が どんを 人 だつ たか わかる では ぁク ません か。 


こ •テ リック 藝の s ちがが' s 。 冀辭你 のがが 辭 、ォット— かがと いふ ぇら 
い髮 がが で’ ドイツは 藉なぃ を ことがぁ りました ちそれ からは こ ミツ 
卜—が 斬の 斬即も ミく 7 S れて 、こご ツタ養 の" 興まで ながい 間は 殆どぶ ばか 
の闽 とを つてし まつて ゐ たのです から 7 レ テリ ツク 大王の 畜 よつ てト イツは 
ホれ 代つ たのです。 

ポ I ランドの々 割 

こ ミンデ ブツ ，蠢 がが たのは て豁 のこと です が' この頃の 31。 この 有 
觀 はどぅ だつ た？ せぇ これから# エハ S がの 骄 には スペイン ゃポ T が 非常 

なぃ iVi を繫篇 S し、 がが S ミが たこと が t 享 が、 その後 だんく 衰 

へ、 それにな つたのは イ 半 リス や フランスです。 イザ リスは 十六 世が の ホに ス ヘイ 

ミ &;齡11 も麟マ svf S っ ミら、 髮 & ザ繫 が靈」 .靈 い般ん 

とをって、 しきリに繁户51^を8し、 その繫さいながら繁が聽しミたォラン 


ダを 追 ひ 越す ほどに を々 ました。 

フランス も 十と 世が の 半 頃からは 實に 物す ごい ほど 榮え るし、 今まで あま リヨ I 。 
ッバの 歴 あの 上に 出て 來を かつた。 シャ がぺー トル 大帝の 頃から めき {と强 くを り 
遠く シ ベリ ャ にまで 勢を のばす やぅに をり ました。 フン デリック 大王の 出た のはを よ 

じろ 

ぅど この頃の ことです。 

つまり その 頃まで ヨ ーロッ パで 盛んで あつた スペィン、 ポ^ト ザル、 それから スエ 

i か •し み S か ザ 

— デン や ポ^ — ランドが すつ かり 昔の 面影が をぐ をり、 ィ ゲッス 、フランス、。 シャ、 
グロ シャが これに 代つ てし まジ たのです が、 この 中で 殊に あはれ をのは ポ ーランドで 
す。 ‘ . 

ポ ーぅン ドと いふ 閲は 中世の 頃から、 東ヨ I ロ ッ パの 大國 として 威教を ふるつて ゐ 
たのです が、 十六 化が の 半 頃から だん/ \裹 へ 出した ところへ、。 シャが 新に 頭を が 
ち 上げて 來 たのです。。 シャ には ぺー トル 大巧の 後に カザ リン ニ世と いふ 女の 皇帝が 


出ました が、々 で こそ あれ 夫を 殺して 円みが 皇帝に をつ たとい ふ ほどの 人です から、 ど 

り々 う々 t くムか め げヴ み 生 

つか 領地を ひろめる ところがを いかと、 慾 深い 目で 四方を 見 まは したと き、 ホづ カザ リ 

ンの 目に うつつた のは ポ— ブンドでした。 そこで カザ リンは だん'--- とポ r ランドに 

手を 伸し 始めた のです が、 それを ぢ つと をが めて ゐられ をい ものが あリ ました。 それ 

がプ 。シャ の フレダ ブック 大王で、 大王は カザ リン だけに ボー ランドを 取られて しま 

つては 大變 だとな つて •ォー スト リアを さそ ひ、 カザ リンと 相談して、 一一 一圃で ょつ て 
わ 

たかつ てポー ブンドを 分けてし まひました。 ポー ランドに もコ シユー シコと いふ やう 
をを 圃必に 燃えた 人が ゐて義 みを あげました が、 强い 一一 一圃の 前には どうす る こと も 出 
來 ず、 ポー ランドと いふ 國 が、 全く ョー 。ッバの 地圖 ホら おえて しま ひました。 

それと いふの もボー ブンドの 閔 巧が 見に 相爭 つて 一致し を かつた からで' 若し 擧國 
一致して 外敵を 防いで ゐ たら、 こんな 憐な滅 t を 見ずに すんだ でせ う。 


_ I 1 ベ ー ト ー ベンの 話 
十八 世紀の 文 巧 

こんを わ 話を くわしくして ゐ ると 大變 長く をリ ますが、 兎に角 ョー 。ツバには、 ィ 
•ホリス、 フランス、 プ 。シヤ 、み— スト リア、。 シ卞 等の 强國が 現れて、 互に 物す ご 
い 歎が を ひを して ゐ るかと 化 ふと、 同じ 圃の 中で 謀叛を 起して 新しい 闽を 建てる も 
の も あつたり して、 ホ かを 時が 殆どを い 位で あリ ましたが、 その 間に も 文明は 絕 えず 
進んで ゐ たのです。 さう してが 圃 からはい ろ''-- を 驴 おや 文 學おザ 觀術家 等が たくさ 
ん 出ました が、 其の 中で ドィツの 大巧 學を カントの ぶは どうしても 忘れる ことが 出 巧 
ません。 

巧 巧と いふのは どんを 學閒 か、 をさん にはむ づ かしいで せう が、 カントは 贊に 偉大を 
巧を でした。 プ D シャ のヶ I ニツヒ ベ^ヒに 生れて、 十六 歲の時 その i 地の 火 巧で な 

-わ 


强 しました。 ホ 業して から その 大學の 先 ホに をつ て 一を 學閒 のために をを 捧げた 人で 
ず。 カントは 非常に 規則正しい 人で 敌 ホの 時邮 さへ を ザん とき まつて ゐ て、 一が の眺 

たつた 一度 か 二度の 外は かして 時刻を 
まちがへ たこと がない とい ふ ほどで し 
力 た。 ですから 町の 人々 は カントを 時 記 

, かは 

ン の 代りにして ゐ ました。 

卜 「カント ホ 生が おる から 午 何時 だ。」 
とい ふ 風に カントの 散 ホを を 見て は 正 
■しい 時間を かつた さぅ です が、 時計ょ 

り 吊し かつた にち が ひ あ リ ません。 

この頃は 又ク （ テ や シルレル といん 名高い 文學 をが 出ました。 ィゲ リスの シェ^ — キ 
ィ ピアと とも じ 不朽の 名を 殘 して ゐ ます。 今は まだを づ かしい かも かれません が、 も 



つと 大きく をつ たら 皆さん も ゲ^ — ブや シ^レ^の 作つ たものを 讀 める やうに をリま 
せう。 

小带校 國語讀 本の 歡 十一に 「月 化の がいと ぃふ 物 II がが てゐ るのを がって ゐま すか。 
この 「巧 ホの 曲」 を 作つ たのは やはり ドイツの 人で、 ベ r トー ベンです。 ベー ト f ぺ 
ンは ドイツの なんだ 最もぶ 高い 大音歡 家です。 

「が 化が 曲」 ゃその 他べー トー ベンの がった 邮が喝 々タ デォ でも 嫩點 されます からょ 
く 注意して ゐて 下さい。 こんを えらい 音樂 まの 一 もの 中には、 をたち が學 ばねば をら 
ない ことが いくら も ある だら デと 思 ひます から、 少しべー トー ベンの わ 話を いたし ま 
せう 0 

びつ しょ めれ のべ ー ト I ベン 

ベ I 卜 [ベンと いふのは この 人の 姓で、 その おは 八 ドク キヒ とい ひました。 今から 
巧と 十 年 ほど 前 •一 おお 0 年に、 ドイツの 問の 方を 流れる おおな クイン 河の 岸に ある ボ 

】 化 


ンと いふ 都が で 化れ ました。 わ 父さんは 王宮に 仕へ た音樂 をで あつて、 化の 中から か 
をり 错 敬され てゐ ましたが 、給料が {女 かつた ので 非常にな さを 生 巧を して ゐ ました。 

ひと じむ ふ 

ル ドゥ キヒは その 人の ホ 巧を のです。 

わ 父さんは 大變歷 格を やかましい 人で、 八 ドウ キヒを リつぱ を音樂 ぶに 育てたい と 
化つ て、 四つの 時から 自分で ピアノを 敎 へました が、 その 稽古のは げしい こと、 朝から 
晚 まで 化み をし、 父 半と 思へ ない ほどの きびしさでした。 まだ 小さい ルド ウキヒ はを 

つら な な ふ ど 乙 化び か々 むぐ さ 

まりの キ さに 化いた ことが 何度 あつたか かれを いが、 その 度に やさしい わ 母さんに 慰 
めら れ るので した。 

しかし わ 父さんの きびしい 稽古と ベ f トー ベンの 一 & 不亂 の勉强 とで 九つの 時には 

とヴ す •か。 を •し クで 王へ もヴ 

もぅ わ 父さんの 力では 敎 へられない ほどの 腕前に をリ ました。 そこで わ 父さんは もつ 
と 俗 い 先生に おんで この モ をが をんで もら ひました。 ベ t 卜 f ベン も猛々 勵み勉 めた 
ので、 たつた 十二の 時、 その 頃 ザんだ つた 王宮 音龄 '師 のネー フユホ なのが 巧を つとめ 


る 位に をり ました。 巧に 驚くべき ことで あリ ます、 これは ベー トー ベンが 人に 勝れた 
天が を もつ てゐ たからで ありませ ぅが、 い <ら 天才が あつても、 もしべー トー ベンが 
普述 の堀强 をして ゐ たの だつ たら、 こんを にも 早く 上達し を かつた であり ませぅ。 

十お嚴 にを つた 時、 ネ^ ^ フユ 先生と 別れて ォ ー スト リアの 都ゥ \ ンに 出かけ まし 

た J といん のは この ホには その 頃 世が' 第一の 音樂 をと いはれ たモ ザル トがゐ たからで 
す〇モ ザル ト はかね- ベー トー ベンの 唯を 聞いて ゐ たので、 かめて をつ たと き、 
「今す ぐ 何でも 化 ひついた ことを 作曲しながら 彈 いて ごらんを さい。」 

とが じました が、 ベー トー ベンは 即座に 見事に 一曲を 巧き 終りました。 それが あまり 
A つ ぱに出 巧た ので、 モ ザ^卜は、 

「これは 争 ここで 作つ たので なく， 前から 作クて わいた のにち が 八-ない。」 

といつ てほんと にしません。 そこでべー ト I ベンは、 

「それでは 俯か 跑を わ^し 一^さい。 それで 一曲 作つ てみ ますから。」 


だい だ さょくつ く み 

とい ふので、 モ ザ^卜が 題を 出します と、 ベ 'f 卜 I ベンは すぐ りつぱに 一曲を 作りよ 
げ ました。 巧 ザ^卜は す づかリ 威、 むして、 

「この 人は 今に 化が 第一の 音樂 をに をる にち が ひを い。」 

といつ て 驚いた のです。 

を •しへ ヴ か & ムかク こを やク' 

ベー ト [ベンは ここで モ ザ^卜の 致を をけ たいと 思つ てゐ ましたが、 不幸に も 故鄕' 

かみ をと < 巳 を は、 み 6 

に ゐるわ 巧さん が お 篤で あると いふ 知らせが 巧ました ので、 母 思 ひのべ— 卜 I ベンは 
急いで 飛んで 歸 つたら’ わ 母さんは 今にも 息を 引き取る ところで ありました。 

二十 一一 歲の 時、 再び ゥィー ンに 巧き、 それから 後一 生 ここで 基し ました。 二度目に 

いとを よ 

巧つ た 時にはもぅ モ ザ^卜は この 化に ゐな かつた が、 モ ザル ト とを らんで 有ぶ だつ た 

& ヴた ふがく か こ を こへ つ 

、ソィ ドンと いふを 音樂 家に かられ， その 敎を 受ける ことにを りました。 しかし それち 
たつた 二 年間で、 ベー トー ベンが 二十 四 歲の時 先生の ィ ドンが 英國へ 巧つて しまつ 

じぶ ふ ひと リ ぽ ふだ t わか で 

たので、 ベー ト— ベンは それから 自 々一人で 一本立ち にを つて 世の中に 出る ことじを 


リ ました。 その 頃には もぅ シ ^ ンの ホでは ベ . ~ 卜. — ベンを 知らを いものが をい がで、 

霞族やわ金持は爭つてべ ートー ベ ン の音徽を聞かぅとしました。 

ベー ト r ベンは さつき もい つた 通 
りが れっき 音 歎の 才能が 勝れても ゐ 
ベ たが、 又實に 熱、 むに 勉强 しました。 

卜 每日五 時間 も 六 時間 もつ づけて ピァ 
ベ ノの賴 古を する ものです から •指の 
ン 頭が 熱く をる、 すると 水の 中に 指を 
つつ こんで ス すぐと 練習す る、 曲が 
はげしい とこん にを ると からだを ふ 
り 恥 かしては 撒を が 入れの ¥ に っっこむ ので、 が がれが ひっく りかへ って 部屋 中 水 だ 

げ 化く こご も 

ら けたして しま ふこと も ありました。 こんを とき 下宿の おかみ さんが 小言を いはぅ も 

ミニ 



のなら、 ベ [トー ベンは その 口の 中に さつ さと 引つ 越して しま ふので した。 

ベ！ トー ベンは な 日 散步に 出かける が、 步 きながら 作曲を 考 ，へて ゐ ます。 どんなに 
雨が 降 つても、 びつ しよ めれ にを つて 平氣で ホいて ゐ たから 近所の 子供たち は 「びつ 
しよ めれ のべ [トー ベン」 と 呼んで ゐ ました。 いつも 巧い 古い 帳面を 一册 持つ てゐて 
何か作邮が々考 が|^ふと， 食事中だらぅが、 乂と話をしてゐるお中だらぅが、 どこで 

ムろモ みう 々くを よく か と 3 ひと くる ミ とは ま 巧 

も わか まひを しにす ぐ 古 帳' 西に 作曲を 善き つける、 時には 乂や 車のは げしく 通る 巧の 
眞 わに 立ち 止つ て、 氣也 ひの やぅ じ 帳面に 何 か！： いて ゐる もを 見受ける こと も ぁつた 
とい ふこと です。 

: つ、 しん はげ さ < さよ < でを 

ベー トー ベンが こんなに 熱必に 励んだ ものです から、 りつぱを 作曲が たくさん 出 巧 
て' その 名を 化 ホに 师 かす やぅに をつ たのです。 しかし 何とい ふ 悲しい ことで せぅ。 

一一 一十を 過ぎて からだん {耳が 惡 くな々 遂に 圣く おにを つてし まつた のです。 音樂家 
で 耳が 聞え るければ、 これほど 困る ことはぁりません。 ベー トー ベンは どんを に落膽 


した ことで せぅ。 けれども 流石は ベ f トー ベン、 かして 自暴自棄に ならを いで、 五十 
六で 化め まで 音樂 のために 力を 盡し ました。 

i 狀齡 一の I ® 聲ペ （トー ベンが がんだ とぃ ふ 報が」 が 解は ると、 を 世界の 人々 が 驚 

き 11 し韋 しち ゎ冀の i には、 その 龄が S ピ ーー 緊 のがち が i が、 ゎ おの 契 

は 紙 敵の^々 で 非常な お雜 だつ たので、 軍隊が 護衞 してやつ と 道を 開かせた とい ふこ 
とです。 

ベ！ トー ベンが f も繫 にがげ た ー ホが 實に 短い もので あ々 ますが、 何事に よらず ベー 
トー ベンの やうに 自 がの 仕事に 魂を がち こんで ザら をければ ならを いのです。 

四 ビスマルク 


フランスの 大 革命 

だ •れヴ でか G とづ ク化 

フレ •テ リック 火 王の 力で、 プロ シヤ はィゲ リス、 フランス、 ロシヤ 巧と 巧を ならべ 


, こ てんち れいへ. ふ 

てヨ I 。 ツバの 强邮が 一つと をり ましたが、 まもなく ヨ I 。 ツ パの 天地に 大殘を こと 
が齡リ ました。 それは フランス のが も 命で •この 革命の 中から 大 英雄 ナポレオンが 現 
はれた ことです。 

ナポレオンは フランスを 拋一 すると 皇帝 か 位に 即き .忽ちのぅ ちに 四方を 征服し ま 
したが、 一八 0 六が には グ 。シヤ も ナポレオンの ためにさん'^ にがち ザぶ られ そ 
の 齡職も 卿 ど タクて しま ひました。 

けれども ドィツ 國巧の 叛國ム は いつまでも ナポレオンの 祗 服に 甘んじて ゐ ませんで 
した。. デが てプ 。シヤ 、オー スト リアの 兩 がは ィダ リス、 ロ シヤと 同盟して 一八 ニニ 
お齡に ナポ レナンを ヮーテ ご I のた、% に齡 於し ました。 そして ョー 。ツ パを 击をふ 
みに じつた ナポレオン も. はなれ 小な の セントへ レナに 流された ことは. 皆さん もよ 
く 知つ てゐ るで せぅ。 

がの II お ナポレオンに 骄 はれた 齡 おも もとに もどつ て、 プ 。シヤ の 勢が だん^'^ 敬- 


こふ ど サふ を じ をゥん 

んと をる につれ て、 今度は 才 [スト リアと 一戰を 巧へ をければ をら をい ザう をち 運に 
をつ て ホた のです。 

ここで 少し 說 明して わかねば をら をい のは ドイツの 聯邦と いふ ことです。 これまで 
も^あの おじ 度々 ドイツと いふぶ が 出て 巧ます が， これは 聯邦と いつて、 たくさんり 
颐 々が 寄リ なつて ゐ るので す。 プロ シャも その 一つです。 今まで も 何とかして ドイツ 
を 統一し 强 固を 國 家を 作り上げょ うとした ことがあ るので すが、 常に ォー スト リアが 
^舶を •船へ て、 ドイツの 統一を 妨げて ゐ たのです。 ところへ 聯邦の 一つで ある プロ シ 
ャが旣 にむ く/ \ と 頭を 上げ、 すばらしい 數 で發展 して ドイツ 統一を をし とげょうと- 

巳 i ク とつ 

したので すから、 ォー スト リアと いつかは 禪突 しなければ ならな かつた のです。 

U ふ すい わ ゥさ丈 <&& 

プ n シャ では 一八 六 一年 ゥイ^ヘルム ー世が 王様の 位に 上りました が、 どうかして 
ドイツ 船 一を が 成したい とおつ て. 有名を ビスマルクを 宰 巧 つまり 總理大 おとし、 韦 
少トヶ を 參謀總 長に 化 じ. その 機 命の がる ことを 待つ てゐ ました。 


二八 


慈愛の 紙細工 


この ビスマルクは ゥィルヘルム ー世を 助けて ドィッ 帝闡を 建設した えらい 人で、 生 
れ たのは 一八 一で 年 四月 一日で 今から ざつと す 二十 年 前の ことで ありました。 昔から 
えらい 人と いへ ば大 てい 巧し いがに _ 生れた 人が 多い のです が、 ビスマ^クの なれた 祭 
は 化ん みがの 高い 家柄で' 大 へん ひろい 抓 地 ももつて ゐ ました。 

いへ ちみ ヴむふ ヴ S とづ 

こんな りつぱを をの 畏毋に 生れた のです から、 わ 父さんは どんを に ぅれし かつた か 

じ さず が えい ゆつ ち、 ク主 べつ いは 

かれません が、 流石は 英雄の 父 だけ あつて、 ビスマルクが ホれ たからと て 別に わ 祝 ひ 

はク いは ひ •し k 

らしい こと もせず、 方々 からの わ 祝の 品 もみん を ことわつ てし まひました。 そして ビ 
ス マルクを ずいぶん きびし < 育てた のです。 わ 父さんが きびしい 人で あつたに ひき か 
へ、 わがさん はほんと にやさし い 慈愛に みちた 人でした。 

ヴを U ふ とづ か々 ゐ なか はう 

ビスマルクが ホれ てから 一年た つと、 お父さん やわ 巧さん に つれられて 田舍の 方の 

?々うで うつ す い、 しけ みは 

巧 化に 巧つ て 巧む ことにな ク ました ビスマルクは 虫帘 もつ かずに ずん/’ \ 大きく を 


りました が、 それと 一し よに い たづら も 日に日に はげし <なリ ました。 けれども それ 
は 別に わ 巧さん の、 心配の 溺 にはな りませんでした。 わせさん の 也 配は 外に あつたので 
ず。 とい ふのは ビスマ^クは 御飯を たべる ことが 大 へんは やくて、 口に； <れ たかと 思 
ふとろ くに かみ もせず、 ぐいとの みこんで しま ふので、 

「そんを には ザく たべる ものでは ありません、 ゆつ くりよ くかんで いただきを さ 

ぃ。」 

とわ 切さん がいひき かせる とそのと きは、 

「 ^ ィ^--^」 ‘ 

と 返事は しても 二度目には もぅいつ もの 早 食です。 

わ 巧さん はこれ がふ 配で たまらない。 なぜならを 物を よく かまない と、 躬撒 ががく 
て 長 牛； きが 出來 ないから です。 そこで わ呀 さんは どぅかし てこの 恶い撫 をが ほしたい 
とを へて ゐ たが、 ホ n 何を 化 ひついた のか、 


ご 10 

「さう'^^'^、 さうずればきつとをほるにちが^5ない0」 

ひとりご 

と獨 語。 • 

がの がの わ晝 時、 ビスマ^ク はわせ さんと 一し よに ティ ブ^の 前にす はりました。 
ティ ブルの 上には わい しさうな 御馳走が をらん でゐ ます。 

「さあ、 いただき ませう。」 

やさしい わがさん の をが ちかね てゐた ビスマ^クは •急いで 肉の 一切を 日の 中に 
义れて そのままの みこまう としたと き、 

『巧 ザ、 この 中を ごらん。」 

おがさん は どこに かくして ゐた のか、 小さい 紙の 袋を 出して ビスマ^クの 前に わき ま 
した。 

「これ、 を あに。」 

，ヒス マ^クが 口を もぐ/ \ させを がらき < と、 


「まあ、 あけて ごらん 〇」 

とぃ ふ Q マ、 叙が さかさに」 VM ってが ると > 声 ゎ-^ からが ゃ磬 9 がぃ ミ 
ろを 紙の が 具が わどリ 出しました。 

「や あ、 面白い。」 

とそれ を ティ ブ^の 上に をら ベて 喜んで ゐ たが、 こんを ことで いつも ザく すむ. お 載が 

/ む！.? 、 、 ， * i -, cx < u ^ か々 正-いに ちく ふ， 

大 へん 長 < ぇ过り 知らな いまにょ く 食物を かんで ゐ ました。 お母さんは 毎日 工夫し 
V 紙細工を 作り それを 見せて ゐる ぅちに、 ビス マ 八 クの早 食の 惡い 癖を すつ か 女を ほ 
してし まつた のです。 

もしお 巧さん が ビス マ 八 クの早 食を そのままに ずて ておいたら、 を f 心なつ て ドィツ 
帝 關遮設 とい ふ 大事 業 も W 來を かク たで あらぅ し、 八十 餘 年の もがか 献 ひもょ をを か 
クた かも 知れません 0 

ご 二 


三 二 

靴屋の 降參 

ビスマ^クの 角け 嫌 ひは ホ 名な もので、 こんを 話が あります。 をと きべ^ リンの 郁 
尾へ ビスマルクが 長靴を 一足 注文し ました。 そのと きは 或 役所に つとめて ゐ たのです 
が、 靴 尾へ やつて 巧た ビスマ^クは 靴の 寸法を とつた あとで、 

「亂屋 さん、 いつまでに 出 巧る かね。」 

と肆 ねました。 すると 挪 屋はぺ n {頸を 下げて、 

「ヘィ、 一週間の 中にはき つと 出 巧て をり ます。」 

と いかにもた しからし く 約束し ました。 

ところが 一遇 間た つて 巧つ て 見る と' 挪 尾は 頭を かき，^ 

「まことにす みません。 仕事が 忙し かつた ものです から …… へい、 もぅ 一一 一日 だけ 待 
つていた だきた ぅご ざいます。」 

とい ふので、 目 かがの ホに 巧く ことの 大嫌 ひを ビスマ^ク はぐつ とし やくに さは々 ま 


したが、 その 日は 別に 怒り もせず そのまま かへ ク ました。 

一一 一日た つたが 出 巧て ゐ ません。 挪屋 はうまい りくつを つけて、 また 二日 待つ て くれ 
とい ふ。 ろの 二日た つても やは リ出 巧て ゐ をい。 ビスマルクは 何とかし てこの 嘘つき 
の 驰屋を こらしめて やりたい と 思つ てし き々 に考 へて ゐ をが-， どんを ことを 思 ひつい 
たの か、 

「さう だ。」 

と 叫んで 元氣 ょく 靴 尾を 飛び出しました。 

その 發 日、 靴 尾へ ビスマルクのと ころから 使が やつて 巧ました。 . 

'「ビスマ^ク がの 靴は 出 巧て をり ます か。」 

々卜 

「和す みません が、 まだで ございます。」 

「さう です か、 さょうなら OJ 

化が すた-^ かへ つた かと 化 ふとす ぐ 別の 使が やつて 來 ました。 


「ビスマ^ク 様の 靴は 出 ホて をり ます か。」 

「いえ、 まだで ございます。，- 
「さう です か、 さょう をら。」 

ホへ った かと 龄 ふと 15? 孤の 做が 巧る。 引っ きリ なしに 來る 使に 馳屋 はすっ かり 弱って 
しま ひ、 とう-'^ その 日の 中に 仕上げて 挪を ビスマルクの ところへ 屈け たとい ふこと 
です。 


を ザら ら* ばヴ たこむ ひすくな 

ビスマ^クは こんを なけず 嫌 ひを、 どちら かとい へば 亂 暴を 行も少 くな かつた が 



れ たこと がを かつた のでした。 

べ少 リンから ずつ とは なれた 斤 田舍に 火事が あつて、 農家が 四 五軒、 天を こがして 
盼 えて ゐ ましたが、 その 和の 一巧に 一人の 農夫が 火 あに 包まれて すつかり 逃げ場を 失 
つて ゐ ホす。 人々 も 助ける こと も出來 ないで ただ ヮィ-^ ホち さわいで ゐる ばかり。 


を け ふ セた ミ ご ぷ乂 かふ わか はぅ っ 正 むち •さ，； 5 、 巧 i * 

この 危 をの 迫つ た 最後の 一み 間、 向 ふの 方から 馬に 一 鞭 くれて 一散に づけつ けて 來 



1巧< わ のが で 

ま 猛火を < ぐ つて 逃れ出ました。 


天狗が 人を さら ふとい つても こんを 早業は 出逐 をいで せぅ。 

わ 鮮 で齡 だは 鞍 か した だけで 鹏かリ ましたが、 この 農が のがの 親 こそ •この頃 
が 销の齡 W に ミミ ゐた ビス マ； であっ ミです。 この 一ー クミ づの 話で、 ビこ 
少クが どんを 人で あつたか ょく わかる だら ぅとな ひます。 

五 ドイツ 帝网の 建設 

占 ひの 煙草 

ビスマ^クは ドイツ 帝幽の 建設の ためには 何ょりも ホ づ强い 軍隊が 必要で あると 考 
へました。 ゥイ^ヘルム ー世 もこれ に 巧 成しました が、 岡 民の 代表で 成りな つて ゐる 

ご 一 冗 


爲 ミり の s たちは ir れに賊 i し、 f 巧もビ こ； をに ぇで？ に 

あ A3 つ 卞 こおを 

は. 略 殺しようと つけねら ジ たもの も ありました。 しかし ビスマ^ク はみ しも 怖れ ませ 
ん 。ひ 一と 尸の 齡 おが 聯 船し ようとした とき ビス マ 八 クは靑 おに 向つ てい ひました。 

「今 こそ 闽 巧は 私の 命を とりた がつ てゐ るが、 も 

U ふ わたく、 レ t*c こ 

う 二 一二 年 もたてば、 きつと なのした ことを 喜んで 

ピ 

ス <れ るに ちが ひを い。」 

ル 何と いん 自信の 强い 言葉で せう ホ。 

々 ビスマルクが 下院の 反對が あつても 少しも ひる 

ぐ ふび をやヴ てを 

まず 軍備を ととのへ ようとし たのは ザが て强敵 

ホ - s てた、 か こ 

を 巧 ホじ戰 はねば をらぬ ことを かつた からです。 > 

、しあ r ふこっ た ち 6 くに だいて いこく を. つ ホ 

プ 。シャ が ホ 人を になつ て、 他の 小さい 网を一 かたまりに，」、 大ホ幽 を 築き上げる 

じ々 と 5 の れ ふばっ むか 丈 た はら 

には ネー スト リァと いふ 邪魔ぶ を ドィッ 聯邦の 仲 岡から をひ拂 はねば ならを い、 その 



2】 八 r ぐら ゐ づろど 

た岐 にはい ザで も才— スト リアと 戟 はむ ばなら めと いふ こと 位は •ビス マ 八 クの銳 い 

A み れ げづ たか い じひ ホ G を らう わい こく 

目は とつ < に 見ぬ いて ゐ たのです 。ドイッ 聯 巧の 中に 數を がふを 大 网ォー スト リアと 
が典プ n シャ とは、 わる かれ 早 かれ 一戰を 交へ ねばならぬ 運命に あつたので f 。 

いよ一^ 時が がました。 たま/' \ •テン マ— クの シュン スッヒ 、ホルスタインと いふ 
脈^ 一一郎が 苗 肖 おの 伽に しようと した ことから、 とう-'--- 一八 六 六 年の 夏、 プ 。シ 
ト リアと 戰 端を 關 くこと にを リ ました。 

「ものれ がが 斯を ル齡 め。」 

とば かり、 ォー スト リアの 二十 六 巧の 乂 単は、 雪崩を うつて ヶー ニッヒ グンー ッの平 
が じがし よせてが ました。 

プロ シャ では ゥイルへ こ 一 S がが が黯と をリ、 が i ， モ T ヶ繫が S 靈ピな 


ら- •，たいこ < 

ャは老 火國ォ I 


ぐ ふ 


くだ 


や む 


J つ •しん 


つて、 一雖 S 下に 才 [スト リア 軍を がち 砕いて 夕 らぅと 遮 二 無 一二に 突進し ました。 ビ 

こく：' づ •】 た* か ，しなつ がふ ぐ ふ ひつ •し こ げ汪 さす バ なが ホ ひだ 

ス マルク も幽 王に 從 つて 化邮 しました。 プ n シャ巧 必死の 巧驳も 流石に おい 間ョ ー 。 


ッ户 の强幽 として 威 勤を ふるつて ゐたォ I スト リアの 軍 孰を 巧ち 聰る ことが^ がませ 
ん。 

どんを ことに も 驚いた ことのを い ビスマ^ク も、 氣が氣 であ リ ません。'‘ 戰 がいつ ま 
てつつ くこと か 果して プ n シャが 勝てる だら ぅか、 ただ 神の 如き モルトケ 將軍 こそ 
强 いたょり です。 


はんえい ウ ま むろう 乙 やうぐ ふ 

そこで ビスマルクは 本營 から 馬に 鞭打つ て モ^トケ 擒軍當 さがしました。 ずるとは 



じ やうぐ ふ ちか う 生 と わ ろよ つと かど i 

て將 軍に 近づく とひら りと 馬から 飛び 下リ た。 モルトケは 一寸 驚，， たやう に、 


「わ や、 あを たはい つの まに ホら れ ました。 俯か 御 おです か。- 
「いや、 あなたに 煙草を 上げょぅと 思 ひまして を 0| 

ビスマ^クは ポケットから 一一 本の 煙草を 巧して モルトケに すすめました。 モルトケ も 
ビスマルク も 非常に 煙草が 好きで をつ たのです。 


ところが 今 ビスマルクの 差 出した 二 本の 煙草、 一本は 上等 だつ たが 一本は あま リょ 
い 煙草では あリ ませんで した。 

す はク と 

「どちらで も わがき を 方を わ化リ なさい。」 

ことば. ，しを うぐん わら で 

とい ふ ビス マ 八クの 言葉を きいた モルトケが おは、 ニッ コリ 笑 ひながら しづかに 手を 
さしが してが つたの が 上等の 方の 赌草 、すると 何とぶ つた か、 ビスマルクは、 

「巧が 軍は きっと 勝つ ぞ。」 

と 躍り 上つ て菩 びました。 

「がが 吟は 料つ にき まつて ゐ ますょ、 あを たは 今にな つて わかつ たのです か。」 

た つ 

モ少 トケは どこ でも 落ち 巧いて ゐ ます。 

fS がが がが： 5 が萨 っか 負ける か、 煙 普で 占って 見た のです。 あは 二 本の 赌 をを 
がしました、 もし あを たが このはげ しい 戰に必 がみ だれて、 煙草の 善惡を 見々 けら 
れを いやぅ だつ たら’ 巧が 巧は 略れ る 外は をい が、 幸、 をな たは 上等の 煙草を 選ん. 


凹 0 


で くれました。 もうが が 於の. 勝 狮山鉱 ひなし です。」 

「、乂 こ-,, ，はえら k が驗 をされ ました、 もし、 そつち qJ 草を がつ てゐ たら 齡齡で 
したね。 パ …… 」 

r どうです、 このよは 獻 して 間 心 I ひは ないで せう。」 

く ぃゎぃ つて ご マルト クも靈 ひ、-; で ミ。 シ ャの議 は、 はげと-% の おに ぉらく 
愉 かさう に赌 をの 撒を がかせ てゐ ました。 

果して 奪の 占 ひじ KJ ひは ミミので す。 ヶ ，ニ ツヒグ r ツの hg " に、 ォ—, 
トリ ア ぉは 一点と ま ぉぶ ぃ .7 を 齡ぃ擊 をが けたので、 も ご 十ー ニが には 貌に 

プ 。シヤ 化陋 する ことにを り ましを •フロ _ゾ い可才 f スト リアに!^ ミ ドす ツ g 巧 

堇 配^、 プ。 .シャ お ゥィ ごご 忘が ドィツ：^ がの が S つたのは. これから 齡 
あま リ間 のない ことで をり ました。 

ごシ ャが才 f スト リアと 梦 たのは、 基が IS や こ ャを擊 ちた と g じ ザ 


^ ゆめ みる 

うに ョー ロッ .ハの 邮 w でも、 プロ シャ がオー スト リアに 勝てる を どとは 夢にも あつて 
ゐ なかつ たのです。 それが 默 が。 にもが 総 那を軟 たのです ホら、 ビスマ^ク のぶは 忽ち ョ 
— 。 ッバ勒 おに ひびきわたり、 龄 くが も その かを 聞けば 泣き止を とい ふ ほどでした。 

普 佛戰爭 

プ 。シャ 化 鱗が がに がに 加は る ミれ て ミ そかに 歡 ばを かっ ミは、 7 ランス 皇 

. ' I 、 ホ、 しると 

斬 ナボン オン ーニが です。 この 人は ナポレオンの 戦であります が、 ナポレオンの あ 許に 

ちょ ミけ なぃ 3 が梦 した。 それ だミ裝 ナポレォン 蔡の ゃうち 白々 もうん 
と'^^おをひろげて ョ ー 。ッバに がを ふる ひたいと がんでも をい 望みを 抱 k てゐ まし 

を i せ- つと むにつ 

た。 を こで ナポレオン ーニ 化に とつて は、 プロ シヤが 强< なるとい ふことは 何よりも 巧 
が W の!！ いこと でぁった のです。 

ナポ； ン ミ 脱は もとく がして えらい ひんで をい おちいろ く 欠胁が つづいて だ 
ん 鄉が 點< なり かけて 巧た ところ だから、 何とかして 乂お 化の 化 事を しを けれ 

四 一 


ばなら ない、 それには プ n シャ と戰 つて 勝つ ことが 一番よ い。 プ 。シャ の 方で もどう 

た、 か かくご りゃうは ゥ をり 

せ フランスと 戰 はねば をら めと 覺 悟して、 爾方 とも その 巧を ねらつ てゐ たのです。 

ナポレオン ーニ 化は プ U シャを やつつ けたいのは 山々 だが、 うつか リ 手を 出す ことが 
出來 をい ので、 先 づ戰に 負けて 深 <プ 。シャ をう らんで ゐる才 f スト リアを ホ 方に 引 

い むか 生 だいち々 ゥぷ 

き 入れ、 イ タリ [までもう まく 仲間に さそ ひこんで、 これ をら 大丈夫と プロ シャ との 
開 域を 待ち かまへ てゐ ました。 

その 頃 スペインでは 王様が なくつて 的つて ゐ たので、 プ 。シャ 王 ゥイ^ヘルム ー世 
は、 自分の 親類に 齡るン オポ^卜 親王を スペイン 王の 位に 卯け ようとし ましたが、 こ 
れ には 勿論 ナポレオン ーニ 化は 大反對 です。 もし そんを ことにを つたら プ 。シャ は 益々 
t 勢を 增 すに ちが ひを ホら です。 しかし プ U シャの 方では ナポレオン ー ニサの 反對 をん 

L んわづ わゥ ず 

かに ビク ともせず、 どうしても レオ ポ^卜 親王を スペイン 王に 据えようと しました。 
幸 レオ ポルト 親王が 自 かで スペイン 王と なること を遠應 したので すが、 にらみな ク 


ら少> - み ふうふ こ 

たプ 。シ卞 と フランスとの 間の 暗雲は いよ----- 濃く をる ばかりでした。 

f か せ ふせ ふ •しらを む ふ ぐれつ にモ 

フランスが プ 。シャ に 向つ て宣戰 するとの 報. 道が 一八と 0 年と 巧 十五 日べ^ リンに 
傑は ると、 がが は^を へのが 聯ぎ 、にくむべき フランスを ただ 一擊の 下にが ち 破っ 
てし まへ とい ふ 就が な もの も あれば、 果して この 强 敵に 巧ち 勝つ ことが 出 巧る かと 必 

. い./ た、 かほ か かくご だれ こ、 ろ 

配す る もの もあク ましたが、 今と をつ てはい やで も戰ふ 外は をい とい ふ覺 悟は 誰の 必 
にも かた < 決せられて ゐ ました。 

せ. 卜 ゎを t •しみ ィ 

ゥィ^ヘ^ム ー 化が その 日の 夕方、 H ムスから ベ^リンへ わか ヘリに をる と、 巿巧 
は 脈' れる ザぅ を SQ 避を H て & へました。 この Ss おに 7 ラン ミ ー ip ょぅとの 

こ みん * 3 こくみ ふ で ♦ヴす み 

卽 巧のを： 氣が あふれて ゐ たのです。 ビスマ^ク はこの 國民 一致の が 子を 見て、 フ タン 
スを敝 る ことは 巧して むづ かしい ことで るいと、 むひ そかに 喜びました。 

かねぐ ち ザん と卑備 。が 出 來てゐ たので、 忽ちと 十五 萬の 大 軍が 進擊の 用意を とと 

jf * 也* くだ .k X こ々 づ ぐん さ ふ H づをゥ 

のへて、 输 斬の 了る のを 今 ザ わ そしと 待ち かまへ てゐ ました。 モルトヶ 將 軍が 參謀械 

内 I 二 


巧げ 

々みゥ け ふぐ，？ 、し な と〜 ぶ 

おとなつ て杂带 ちが 雖し たことは ホ （スト リアとの 戰 とかは 5 がありません。 

をの夜*^ ル ト ヶは口の前にひか へ た乂戰をまるで、む'^^止めをいやぅに’ 齡がもが.っ 
ずぐ ツ すり 寢てゐ ましたが、 眞 夜中 巧は げしく 戶を たたく In じ!^ を 破ら 味ました。 

「 M ち」 

「化で ございます 。お 下、 わ目覺 めで ございま すか。」 

「はいつ でよ ろしい 0」 

モルトヶの 部 尾には いつて 來 たのは J 副 もです。 

-眞 ，枚 中に 何の 用 か。」 

「 r 下、 ぃょく 豁 でござぃます。 ir ら IT ち リ ました。 g 靈が g は齡 
ちに W 動し をければ をリ ません、 鸣 で、 そめ^ 邮っ 顧は！」 

「ただ それだけの ことで おした のか、 それは その 抓が 郎邮の おに 骄 いて；^ れて わい 
た逆リ やれば ょいの だ。」 


つくえ 乙め 

ち ルトヶ はかた はらの 机を さし 示し、 

U レ 

「どれ •もう 一 寢入ク する ことにし よう。」 

3 6 生た たかいび を CJb ふく くれ ふ いよ さじ だ^ 

といつ たかと 思 ふと、 又 商が で 眠つ てし まひました。 副官は 今更を がら モルトヶの 大 
鹏狀觀 をのに， 鮮^を がら* いはれ た 化の 引出を あけて みると. 水 も 波ら さめ やうを 作 
戰計劃 普が ち やん としまつ てあつた のです。 

ベルサィユ宮殿 

戰 む、 數靜の ザう をプ 。シャ の おがは、 モルトヶ 將 軍の 作戰計 勘に よつて、 フラン 

こくを々 ク わか いろ ぐ ふ かいこ いづ々 い ^^^^•_ソ、すじ^ 

ス關婚 に 向つ て 盛 まし/、 進 単を 開始し、 ここに 有名な プ U シャと フク ンス の戰爭 即 
ち 醉船齡 解の がぶ たがが つて 落されました。 

ナぉ レォン ーニ 化は プ 。シャ と閒戰 すれば、 必ず ホ [スト リア ザィ タリ t がず ぐ 加勢 

t に..？ V やゥご { や* T ず み 

して ぐれる ものと‘ 他人を あ V にして ゐ ましたが、 兩國 とも まあし ばらぐ 操す を おて 
からにし ようと') 向ず 傅つ て <れ る 棘 半 もを りません。 

置 


L よこく てを 

けれども ヨ —ロツ パの 諸關 は、 プロ シ V はとても フク ンスの 敵では をく フランス 
私は 彼^ クイン 邮を齡 つて プ 。シヤ に 懷ス ずる だら うと 考 へて ゐ ました。 ところが フ 

E ぐ ふ 夕 •し 

ランス ド-? をた のみに してく づ して ゐる 間に、 プ n シヤ 軍は すばやく ラインの 岸 
に 匙り、 ぃ辦ザ ざま じ が パぶ がえ て. I 齡をっ づけました。 

ナポレォン ーー 蔽は .フロ シャ 私の が 1 ひの 繁 ぃのに 齡ろ ぃて、 餐をセ ごに S ろ お 

& のぐ ろ ぐ ふ { と こつずい わ • 

物 ミ ひで プロ シヤ 軍を 增ひ 止めようと したが、 もう 洪水の ザう に 巧せ よせる フ 。シヤ 
のが 載を せきがめ る ことが がが ません。 ナポレオン ミ 世は とても かを はを いと 知つ て 
が 鱗を かがけ た 做^ プ 。シヤ の お 斬に がらせた。 白旗は ぃふまで もを く降參 のしる し 

ご すい じみつ でつ ほり 上 み 

です。 その 斯 ナポレオン ーニ 世は ウイルへ ル ムス ホー ユ のが 中に 補虜 とを つて 巧し こめ 
られが 載の 凱は ただ 船 の やうに 消えが せて しま ひました。 そこで プ 。シヤ 常は 巧に 
フランスの 都 パリー に 押しよ せて 十重二十重に かこんで しまつた のです。 


した。 已の邮 が ガンベッタと いふを 國 をが 輕氣 巧で バリー を 逃れ、 地方に 行つ て義里 
取を 募りました が、 ガンベッタの 燃える やうを 巧國 、む も 勝ち ほこつ たプ 。シャ の大軍 
の 前には どうす る こと も出來 ませんで した。 

パリ [がが も だん/ \ "描な が盡 きたので. 遂に I 邮 が 五ヶ 巧の 後、 翌年 一巧とうと 
う . S を^け 渡し、 做め 齡の もを でぁつた チユ （ ^ はプ 。シャ の 首 巧 ヒス マ^クと べ^ 
ナイ ユで おが 條 がをおんだ のです。 その 結果 フランスは、 ア^ナス、。— レンの 二 州 
を ドイッに 譲り、 五十 憾フ ランと いふ とても 背を ひきれ をい ほどの たくさんの 僧を を 
す ことにを りました。 プ 。シャ の 得意に 引き かへ て、 フう ンスの 無を さは どんを で 
あつたで せう。 これは 後の 話です が、 フランスは ょく 上下 一致し、 とても 出せまい と 
斬 はれた 五十 傲 フランの 做 おが、 解かい 齡仁 すつかり-支 拂 つて しまつたの ピ は’ 列國 
はび つ < りして しま ひました。 

フランス のべ^ ナイ ユき 殿と いへ ば、 化艇を ことで 世 あに そのぶ を 知られて ゐ ます 
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巧 八 

が、 時は 一八と 一が、 がが 幽の 明治 四 年 一巧 十八 日、 このべ^ ナイ ユ 宮殿で、 プりシ 
ヤ王 ウイルへ ル ー 化 が’ ドイツ 基が にを ると いふ わご そかを 式が 擧 げられ ました。 こ 
れ まで もプ 。シヤ は 化の 小さい 闽 々と 仲間に をつ て ドイツ 聯邦と いふの が 組立 てられ 
てゐ たが、 まだし つか リ とがち 固められた ドイツ 帝國 とはを つて ゐを かつた のです。 

この 口 正午 ウィルヘルム ー 化は わ 顔 も晴タ ホに、 ビスマルク や モルトケ、 その他 聯 
抓の 小さい 邮 々の 王様たち を從 へ、 織の 間に 進んで、 今^から ドイッ^ がに をる とい 
ふこと を宣 しました。 ホう して ドイツ 大ホ幽 のな が 築かれた のです。 


六 えらい 人々 


い ろ^ な 强巧 

らヴ たいこく か を やうて 3 ていこく i ' ふせつ 

を乂 阅ォー スト リァに 勝ち、 强敵 フランスを やぶつ て、 が國が 建設せられ てからの 
ドィツは どぅを つたで せぅ か、 その わ 話は しばらく わ 巧り としで. みし この頃 卯ち 十 


九 世紀の 文明に ついて お話して わき ませう。 

I 刖 化が つま リ 十八 化祀に 芽を 出した ョー 。ツバの 科學 文明は、 十九 世紀に 入つて か 
ら すばらしい 勢で 進 ホし ました。 イギリスの ダー ゥインが 進化論と いふ 誰を 立てた の 
もこの 頃です が、 ドイツに も ダー ゥインに 貧け をい マイエ^ とか、 ヘルムホ^ツ とい 
ふやうな えらい 載が が 出て 勢 加が 滅說 を卽 き、 ともに 世の中に 非常に 大きな 影響を 及 
ぼしました。 

レントゲンと いふのを 知つ てゐ ます か。 ユツ クス 化 線と もい ひ、 大きを 病院を どに 
は その 機械が 据えつ けて ぁります。 この 化 線で 人間の 身 贈を うつす と、 肉が すつ かり 
すき 逝つて 骨 だけが 薄 黒く 見える のです。 み隊 さんが 敵の 彈 丸を 身に 受けた。 それを 
化り 出さなければ をらない。 しかし やたらに 切つ ては たまらな いから、 手術の 前に レ 
ント グンの 寫 典を 报 つてみ る' すると 彈义が どの位 置に ぁるかと いふ ことが ょく わか 
るので す。 この レントゲン ホ 線は ドイツの レント グンと いふ 人が が 明した ので、 辟學 
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を^め いろ^'^ --- な 方 曲に 應用 されて ゐ ます。 

戰與 では ドイッは 俯と いつても がが 鑛 一とい はれて ゐ ます。 今で こそ ドイッに なけ 
ミ ほどに'^ んだ がが Q 證 W も、 もとは だてい ドイッ 畫 おとして 學ん だので ミ ド 

• f J • き t げ つ*^ ん ク乂 

イッの 驟 I ぞ がに 抗れて ならない のは、 コンク 菌 をお见 した コッホ や デフ テリ ヤ 巧を 

驚した そ qS が。 こ？ せぇ 新は か ミ ふが の辭繫 にょ ミ どれ だ 

、デ.- ，し ぶか かを や じぶ ふ t ‘ むか 

け わ 臨を 受けて ゐる かも 知れを いのです から、 深く 風 謝する ととち に 白み も 化の 中の 

かふが コ 

ためにつ < す ことを 考へ をければ なりません 

が ジル トンが が： I を gi し、 縣 じん スチ ダンソンが が . g を 辭ぃし ミ もこの 避の 

ェこ じ，" t 〇一 < •_ ピも わい 口々 ウ で ふ、 しふを X で 


で： じふ よつめい ベい じふ かい 口々 ウ で ふ、 しふを- J I - 

がめ です が、 ドイツ人 ガウスが 發 明し 米 人モー ルスが 改 をした 電信機の サに 出た の も 


また この 巧の ことです。 


: 一 だ％ てつがく、 し々 で はム / 、 / 

この 前、 ドィツに ヵントと いふ 大巧 巧 おの 出た ことを 話して わき ましたが ヵント 

の J てつが，、 乙み 

の卢が こ.^ フィ ヒテ、 へ I グ^、 ショ— ペン ゥユ^と いふ やぅな えらい 巧を あが つづ 


いて^て 扣帮 でも ドイツは ョ I 。 ツバの 中で 一段と 光つ てゐ ました。 

む か 

それから、 このが へ 八 バ八卜 、チ^ン 八、 クイン、 フレ I ベ 八と いふ ザうな 名高い 
誠而 iT おが 賴 W がた こと も ドイツの 賴 です。 このん たちの ことち 今に わかる やうに を 
るで せう ちが がの 繳お委 ぃ ミこの グの獻 规 をが けたので す。 この 中で フ レ— 
ベルと いふが はがいた ことがある かも 知れません が、 この 人は いは ば 幼 雅閒の 元祖を 
のです。 

幼禮 園のを 祖 

フンー ベルが ドイツの チユー リンゲンの 師 のをに 化れ たのが 一と 八 二が のこと で 
す。！^ さい 解は 舶に すぐれたが 側では なかつ たが、 がんで ゐ たがが 森 かにつつ まれて 
ゐ たので、 いつも 森の 中で あそんで ゐる うちに、 円が の 美し さやを さを かる*^ ゲ うにな 
りました 。そして 〇 化には 敝 がかくの にも 水が 流れる のに もちやん と 法則が あると い 
ふこと を考 へ、 それを よく 知る ために イユ ナ火帮 で勉强 ずる ことにな りました。 その 
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KTTT 

とき 十と 歲だ つたが 家が 贫 しいので 目み で 働い V 勉强 しを ければ をり ませんで した。 

ゥへ とヴ をく 口 やづこ やと ひに ふ くわい •しや じ.；' るふ 

その上 まもなく わ 父さんが をく をつ たので、 測 愚 師の演 人に なつたり、 會 社の 事務 貞 
にを つた々 したが、 どうかして 雄 築を にを リ たいとい ふ满 みを 抱いて ゐ ました。 
ところが フ レー ベルは 子供が 大巧き で、 小 新 校の モ化 たちが 無 邪氣に 遊んで ゐ るの 

み じだ ふ ぐら & こど & じ わ -;' f 

を 化る と 円々 も 一し ょに あそびた くを る 位です から、 子供を あそばせる ことがん 手で 
ず。 或 日小聲 械の祕 ん が、 

「おは 大戀モ 供が 巧き らしい ね。 どうだい 一つ ホ ホに をら をい か 〇」 

き かづろ みゥ 化 U ふ* ィく 

とい はれる と、 フ レー べ^は すつ かり その 氣 にを り、 その 校長さん の 下で 二 年を 送リ 
京した。 その 間にみ 供が ょ < をり 成 损が 上る につけて 輸 快で たまらを かつた のです。 
「化は 一生 おを がと して 立たう、 こんを に 愉快る 每 い' 化 事が 外に ある だら うか。 し 

こ ど & わたく、 し y ふ 3 々づ 

かし 子供の ために 化は もつ と-^ 勉强 しを ければ をら をい。」 

とを へて、 スィスの 大 おを がぺ スタ。 ッチ 先 ホのと ころへ がつ て、 一一 牵間辣 むに 勉强 


しました。 

フ レー ベルが 考 ，へた やぅに 成程 先生と いふが 斬は 每 いが、 それでは 齡 のが s が實く 
はない かとい ふと かして そんを ことは ない。 どんを 仕事で も それが 自 々に 合つ た 職業 
で それに 精一が 力を 打ち こんで やれば ょいので す。 仕事に 尊い 卑しい が ぁるので はを 
くて、 その 仕事を する 人の むに 尊い 卑しい が ぁるの だ、 とい ふこと を 忘れを いで 下さ 

文 〇 

レ 

ぺ スタ n ツチ ホ ホのと ころで 勉强 した フレ （べ^は おに ドィツに かへ つてから べ少 
リン 乂 斬に 乂學 して 勉强 いました。 その 中に フランスとの 間ピ戰 i が 始まつ たので、 
フンー ベ^も 义劍を 挺つ て戰 線に 立ちました。 戰 "ひを がら も 敎扔の 事を 忘れる ことが 
出來を かつた のでした。 

やがて 戰 巧が すわと 巧び ホ 生に な々 ましたが、 どぅかして 自 かで々 つ ぱを學 校を 作 
ク たいと 化つ てゐ ました。 しかしり つぱと いつても 建築の ことでは をい のです。 そこ 

五 11- 


冗 凹 

で 抓の もぃ 一が のす 姓を を化リ て、 がづ .親 撒の 子 僻を 五 人 集めて 致を を 始めた が、 そ 
のが 戰巧 中に 仲よ しにを つた ご 人の 友 だち が 來て手 傅つ て くれました。 

，常 ひに ホが はだん <增 して 戟 がの 評判 も 益々 よくな つたが、 何よりも 困つ たのは 
がしくて わがの ない ことでした。 巧 校は ボ。 の 古いを、 わ まけに 備へ つけの 設備 

ミと ふ ベ ふを うでな わ 6 ぐら ゐ 

も 殆ど ぁリ ません。 こんなと ころで 勉强が 出が るかと 化 はれるな でした。 けれども 7 
レー べ^の gg の ホ 徒は 他 Q 掛 校の 生徒より もずつ と 資いモ 供でした。 何 あで せぅ。 

みい U つ 巳 ふ 

それは フ レー べ^の 巧と 熱ム さの ためを のです。 

フ レー べ^は 小さい 時 じ わ 巧さん をを くした ので、 他の 子供の ザぅ にわ 巧さん に 抱 

か あい で 江 おとじ かわ こ 

かれて 可 巧が つて 貨ふ ことが 出 ホませんでした。 大人に なつても わ 巧さん のをい 子を 

み じぶ 乂 で 6 とを かる せぅ だく か-:' ゆ 

見る と、 白みの 小さい 時に 化 ひ <ら ベて かはい さぅ でな々 ません。 そこで 小學 校へ 行 

こ ど 8 な 6 こど ft せわ わる こどる 

く 子供よ々 ももつ と 小さい み 供の 化 話を してやり， たいと 思 ひました.。 そして 子供の も 
つて がれた よいむ を 一 厨よ くを てて やりたい と%- へて、 小さい 羊 供 ば ホリを 集めて' 


がきを わ もちやを 巧へ‘ I しょ に 歌 ひ 一し ょに あそんで す 化たち のょ < を るのを 雄，' し 
んでゐ ました。 これが 幼が 園の 巧 ホた 始めです。 

しかしを の 時を の 人々 はま だフ レー ベルの 敎 育の 仕方が わからないで. 多くの だ對 

‘ しや でゥ ー.; かく え.：' ちる ふ 

をが 出が て、 が 巧の 幼稚 圃も ザめ をければ ならな/、 をつ たのは、 フレ f ベルに とつて 
どんを じさみ しい こと だつ たでせ う〇フ レー べ^は この さみし さの 中に 一八 五 二 年、 
よ 十 巧で この 化を おつて しまつた のです。 

かう して フ レー ベルは さみしく 化に ました。 けれども フンー べ^の 精神は 今 も リク 
ぱじがきてゐます。 今〇化が中にか雅脚がたくさん出斬たことをがつたらフ レーべ ル 
は どんなに 喜ぶ ことで せう。 

グリム 兄弟 

もう 一人 話して わきたい 人が あリ ます。 をさん はきつ と グリム 壺 話を 箭 だり、 きい 
た' リ した ことがあ るで せう この グリム 巧 記を 薄いた グリムと いふ 小父さん もやは リ 

瓦拓 


ち 六 

ドイッ人で 十九 化 化に 山た のです。 が とい ひました がが は ひ ではなくて ャコブ 
と ウイルヘルム とい ムニ 人の 化 巧です。 たつた 一つ 射 ひ、 がさんの ト コブ •グ ブムは 
一と 八で 年に ホの ウイ^ヘルム •グリムは その 觀 がに、 ライン W にがい；； ナウと いふ 
小さな 町で 化れ ました。 わ 父さんは わ龄乂 だった が 紙 封で もまけ にが‘ 做が がぜ いぁっ 
たから 生活は ゆたかで を かつた のに、 が 幸に も ャコブが 十一のと きわ 父さんは がんで 
しま ひました。 その後は やさしい がの 手に が てられた が、 そのが も聘 くが をが ったの 

ふた 口 まつた み if •しご t •へ • s ? ふいっ 

で 一一 人は をく 孤兒に ミミ ミ ましち それは お懲 不幸を ことでぁります が、 ミん!! 
仲の ょい ことでは ほんと に 幸福でした。 二人は がさい 略から 一っの 歌 野で 一っの 難 g 

ごしょ じ 裳さん から 畿を がけ、 一 じ お麗じ 裝ぞ g び、 そしで P が ミ •トイ 

ッに 昔から 俾 はつて ゐ るいろ {を 話を 集めました。 それが グリム 載 亂 鑑で 、これが 
さつきいつたチル レ ^ザタイン のやぅをえらいドイッ の^|^がたちにょつて、 ^をの 
上に 赌 巧され たのです 。とい ふのは グリムの 窠 話は ただ 一邮 もい とい ふ ばかりでなく、 


その 一つ < の 話の 中に、 ドィッ 巧 族の 魂が はいつ てゐ るからで す。 日本の 桃 太郞の 
やぅを 話がない のは やは リ 同じ 意 ホからで す。 

はむ •し どゥ わむ かは た L みな 

さてを づ かしい わ 話を やめに して、 一つ グリム童話の 中の わ 話を いたし ませぅ。 皆 

ば ふ 巳 わは かみ ひを こやが はむ •し 

さんが 一番よ く 知つ てゐ るのは 「波と と 巧の 小山 羊」 の わ 話で せう ね。 では これから 


あま々 辟さん の 知らを い 


か ゥムく じむ 乙 

ンスの 幸福」 とい ふわ 話。 


こ ど & U ふか ふだ クこゥ ごは つび ri こ ゆ ご A わ ほ を ふかた た y 6 ら 

-ンス とい ふ 子供が、 と 年間を 公して、 その 御 褒美に 御ち 人から 大きな 金の がを 赏 

かみ を とちう かと y をと こウ まの く 

つて， わ 時さん のと ころへ かへ つてが ました。 そのを 中で 一人の 巧が 馬に 乘 つて 巧る 


のに 出 倫：： ひました。 

「乃 ンス ょ、 わ 前は 何ガ つて 變な あがで ホいて ゐ るの かい。」 

「金 S 挑が 蛮くて わしつぶ され さぅ なんだ ょ JJ 

たへ を ふかた ミリ っまと か 

「さぅ か、 それなら いい ことがある， わ 前の 金の 塊と この •馬と 取り 換 へを いか。」 


か 


ンスは をんで 巧と 取々 おへ. 


なる ヤ* つ$ でし ゥ S をム はみ か 

ながよ さぅ じ 巧を ホら せて ゐ まずと、 巧が をに 早く 縣 


だ t i ; 

け 出した 9 であ ミ 曲 ふま もを く；； ンス ははね 歡 されて^' 《がに ころが リ .えで 
しま ひました。 そ ミ 牛を が ったゎ 百 g が g え かった。 で ゃ ミ，^ ミ まへ ミ 
れ ました。 

- やれ/ \ ひどい 日に あつた。 もう 馬 をん かに^る もの ぢ やない OJ 
- それ ぢ や、 この 牛と 化り がへ たら どう だ。」 

「ありがたう、 さう すれば 毎 口 わい しい 牛乳が のめる ぞ 。 J 
:スは 巧と おリ換 へて 質つ 革を あつて 救を か I ぎました ち あまりの どが かはいた 
ミ 牛乳を ぼつ ミ まう とすると 一搬も 皆が ません。 ミ どころ かが。 I 」 でい-ザ 
とい ふ ほど 郞 をけ 飛ばされました。 

そこへ-人の 男が 一郎の 脱を 車に のせて やつて がました。 

「どうしたん だね、 そんを ところで 〇」 

巧. し 

「斗 じ けられ たんです よ、 この 牛に くらべて 小^ 父さんの 的は いいを 0」 


「よろしい •それでは その 牛と 取り あへ て 上げよう。」 

「これは ありがたい。」 

パン スは おとがりが へた 一を つれて がぃて ゐる うちに、 一羽の 白ぃ 驚を 持つ た 巧と 
製！^ れに をり' ました。 ンスは 佩 も かも 自 がの お ふ带リ にを つた 自 々の 運の いいこと 
を 話して ゐ ると、 その 巧は* 

「この 臟&? がる K マ靈に B まれ ミ ぃつて さで てゐる 賢し ぃ。」 

といつ たので.、 J ンス はび つ/、 りしました。 

「それは 大變 、どうした らいいだ らう。」 

「がの 斯 だから、 この 祕 なと 化り 恢 へて 上げよう OJ . 

; ごは がリが へて つた 船が み 痛ぃて 晋さ うに 白 か® が® 方に かへ つて 巧 < と 
T . 人の 腑 辟が あリ ました。 パン スが 立ち 止つて 研 尾の 化 尊を 化て ゐ ると 研 屈が J ン 
ス じがを かけました。 


「リ つ ぱを鶴 烏 だね‘ どこで おひな さつた 〇」 

「なつた のぢ やを いょ、 僕の 豚と 化リ換 へたんだ OJ 
「ぢ やその 豚は？」 

「それは 牛の 代りに 質つ たんだ。」 

「ぢ や、 その 斗は。」 

「巧の 代リ さ。」 

「その 巧は。」 

「金^ 塊と がりが へたの さ OJ 
「その < 山 句 塊は。」 

「と 年間 奉公した 狐 褒美なん だょ。」 

「さう か、 わ 前は 幸福 だね、 しかし もつ と 幸福に をる には， わしの やうに 恥 盾に な 
ら なければ だめ だ。 お 石 一つ あれば いくらでも わ 金が もうかる からを。- 


「成程 さう だ、 小父さん、 その 晒 石と この 薇 鳥と 取リ換 へて くれを いか。」 
「よろしい、 少し 巧 だが 取リ おへて 上げよう OJ 
バンスは 义搬 鳥と 取り 換 へて 賞つ た 破 石を かついで 嬉し さう にわ どリを がら ホいて ゐ 
ました。 

し ホし 何しろ 朝から ホき 通した ので わ 腹が 空いて たま リ ません J お腹が おくと 低 石 
がとても宝くなつて化ました) ンスは水をのまうとして、 お中の泉のそばへ行つて 
からだを かがめよう としたは づ みに， 破 石は 水の 中に 落ちて しまつた のです。 

「やれ < 、これで 軍い 巧 石を 持たを くても いい。」 

バンスは 你も かも 白々 の‘ 化 ふ述リ になつ たので、 円. みほ ど舍 齡 を ものは ない と乂 喜び 
飛ぶ やうに して わ 巧さん のと ころへ かへ つて 巧き ました。 

を 話は これで わし まひです。- ンス はずい ぶん 巧 鹿な 子 化 だと 化 ふでせ う〇 けれど 
も いつでも 向み を 幸福 だと 化つ てち つと もく よ-'^ した リ 、め そ-^ したりし ないで 

ホ！ 


元 おで 愉 化に ホリま はつた- ンスを ただお 鹿 だと 笑つ て ゐられ をい 夕 うを 氣が しま 
ず 日 

セ ドイツの 發展 

ビスマルク 時が 

それは さておき わ 話を もどして 帝國 建設 後の ドイツが どうな つた ホ わ 話いた しませ 

5 口 

ドイツ 帝圃の 基礎が すつかり 出 巧 上つ てから、 その 軍隊が 益々 强く をつ たばか リで 
をく、 產 業に も學問 にも 目 ざまし い 進 ホを とげて、 他の 斬國 とりつ ぱに郎 をなら ベる 
やうに をつ たばかり か、 ドイツの ビスマルクの 撒 力が 圣ョ ーロツ パを 動かす ほどで あ 
ク たから、 ビスマルク 時代と さへ いはれ てゐ ました 0 

ドイツは 始め。 シャ とは 仲が ょかつた のです が. 一八と 八 年頃から 念に 邮が惡 くを 


クて がま ミ 驚が まるで g に ミミ まひ ましち もとく ドイツ Q ためじ さんざ 
んやつつけられた^^フ ン スはいつかその^^、§^をしよぅと考へてゐるにちがひあリませ 
ん から、 ドイツは フランスと。 シヤの 二 關を敵 としをければ をり ません。 これでは ド 
イツが どんを に齡 くても S 齡が ミので す。 ビス マ； は才— スト リアと 同 瞄を結 

ぶこと に ミミが、 一た を、 熙革 二君 ことで ス それ 客 一ニ ザ 後には イ タリ 

—も帖^こはいつてドイツ、 ォー乂トリア、 イタリ1ミ岡の同盟が出巧上リました。 

/ E - A か 1〇 ふっ どづ 

すると ビスマ^クに のけ あにされ た。 シヤと フランスは ひと リで にがつ、 て 露佛杉 
'齡 が納 ばれました ミ、 ナを がの おから 一； 化が のかめ にかけ て ョ—口 ごでは 
この Sri 二 誠 K と藤講 とが 群 $ し ミぅ やらが した こと もな < て すん 
だのです。 も」 少し ミこ のが がが f ると 一挺 齡一 がが ちがる S が ぁ ミので 
した。 

ョ— ロ ツバの もぅ 一つの， i - i が ぁる イギリスは、 た ミ ー人では ミむ 細 < をクて 


六 巧 

來 ました。 殊に。 シヤは アジアに ある イ’ キリスの 領齡を ねらつ てゐ るので どうもが；^ 
で 化モが ありませ をら、 誰かし つかりし たが だち が ほしぃ も® ゼと g ミが つけ 肿 
したの が。 本です。 そ ミ ー九 〇一蟲 にはが 驚 Ig が热 ばれ？ た。 がが。 臀一 二十 
五 年の ことです 0 

記は 少し 前に もど リ ますが、 ドイツ 趣關の 偉；^ ビスマルクは 一八 九 0 お W が 二十 一二 
年ち もらず もべ ル リンを あとに S も 裳の 7? ド リツ ヒス ルウ ミ ふと こ 
ろに 引き こもらねば ならを いこと にな々 ました。 とい ふのは かう いふ わけです。 ウイ 
ノ ヘルム ーサ かを くを られて その あとを ついだ ウイルへ^ ムニ 化は、 はちきれる や 
うを 元氣 で、 も ミく ドイツを g ぃ邮ピ する ため、 IK も かもが をな さらう としま 
した。 それには どうも ビスマルクが； 抓で ある ことが 狐獅 にを リ ます。 ビスマルク も 
ゥィ ご ルムー 瓦の ゎ氣搞 がょく ゎかった ので、 がが から 前 做が itv 退かう と 殿が し 
たのです。 


いよ/ \ ビスマルクが ベ^リンに ゎ咖が がげ て. 片田舍 に 引き 移る 日が 來 ました。 ド 

ィッ懿 Q 驚を のせた 慕な 一靈の £ ち S がるが の Sr ぐって おってが 
きました。 纏が がで g めら た SV がい S もが I も S を かこんで i かう とも 
しません。 おには！！ 齡に すが リクいて 齡を 立てて 化く もの さへ ありました。 るの 昔 

わ.* 4 ク いま さ ホ 化 

即热 からに < まれて、 暗殺され ようと までした ビスマ^クが、 今べ^ リンを まるに 當 
クて 、こんなにまで 別れを 惜しまれよ うとは。 

がが^に sg い ミこ ルク は、 一ー ミ。 もで 热 無に かか リ 、一時よ くな つて ゥイ こご 
二が がわ 齡^た ほどで ぁりまし たが、 その 斯 が 一八を 哭千因 歲で靜 かに この 世 
をが りました。 もに ビスマ^クの 駐い 生涯が ただ ドイツ 帝幽 の雄設 といん ことより 外 

をづ ていこく ■ t . 

にを かつた のです が、 この ビスマ^クが 築いた ドイツ 帝闽 は、 ゥイ^へ 成ム ニサの 化 
とる つてい よ-^ す ざまし い 势で游 破した のです。 


六 六 


力 


ゼ ル 


ウイ 八へ^ ムニ 世は 普通 カイ ど^と 呼ばれて、 ウイ 八へ 八ム ー世から うけついだ ド 

ていこく 

イツ 帝國を もつ と"-^ 


みよ 

大きな ィ V リスの やぅ 

サ かいてを ていこく 

な 世界的 帝國 にしよう 
とい ふ 志が 抱いて ゐ 



ゼ 

ル 


ゥ ました。 ビス マ 八クを 
へ しりぞけた カィゼ^は 

む 

かいぐ ふ だいく わくろ やゥ みこむ 

ム 海軍の 大疲 張を 行つ 

わち* せかい 

て 忽ち ドィツを が界の 
海軍 國と しました。 

I はつて ふ こや ウ こつげ ふ 

前に も 一寸 お 請し ましたが、 カイ ゼ 八が 卯 位してから 、ドイツの 發展は 商工業に も 


ちよつ 


觀 I 目に も學 術に も 目 ざまし いもので、 そのす ばらしい 發展に 世 ホの 國 々は 目を 見張つ 
て‘ 斬いた のです が、 殊に ドイッ お 軍が 日に日に 盛んにを るのを 見て 氣が氣 でを いのは 
世が 第一の 槪お國 だと 自慢し、 世が 中に 廣い 領地を もつ てゐる イダ リスで あリ まし 
た。 その他の 四々 も ドイッの 物す ごい 發 おに ぢつ として ゐられ ず、 めい {軍備の 曠 
載 。 がを つくしました。 ョー 。ッ パの 天地は 何とを く 怪しい 雲 巧で、 いつ どんを こと 
が i るか も 知れを い ホ 株で ありまし たが、 果して まもを くを 世 巧の 地圆が 遙リか へら 
れる ほどの だ 事件が 起つ たのです。 それは どんを ことで せぅ。 きつと 皆さんは 口を そ 
ろへ て 「化 巧大戰 だ」 と 答へ るに ちが ひあリ ません。 

八 世界 大概 

サラエボの 銃な 

一九 一四 年と いふと おがが のん が一 一年です が、 この 年の 六月 化 界大峨 に 火が つ 

六 セ 


た 


六 八 

のです。 がを つけたのは セ^ビアの 一靑 年で ありました。 

でづ み な ふ ばヴ， 

ョ—ロ ツバの 地圆を ひらいて をる とょく わかり ますが、 ョ I ロ ツバの 南方、 ノ^ ヵン 

•え くに 

に ボス ニャと いふと ころが あ々 ます。 をでは ューゴ I •スラ ビアと いふ 風に をつ 
てゐ ますが、 このと きォ t スト リアでは 陸軍 大滿 習が あつで、 皇太子 フュ^ デ ナン ド 
がが がが 賦ザ とともに、 この ボス こャの サラエボと いふ 町に わいで にを りました。 こ 

ミき S くので 出 i へが l - tT 人の！ i がと 飛びが して、 一 かを髮 おの じ自磬 めが 
けて W 义ブ つけました。 をが に 皆 おでは 何の こと もあリ ませんで したが、 か ヘリに 文 自 
繫で觀 giLf ム難巧 S と f じ ゃぅな 驚が 费び r ミ づけ さまに ビス トルを 
叢し ました。 髮巧と 驚 ではおリ8 がて 離れ ミ まひ ましち 
さぁ驚 はが 一ぎ とを り、 髮お と錢 ris ゎった ましたが、 そ 0 がの 4 方 

一 た •こ ' ?>; くわ ヴ てい 

磬だ ぞも妃 殿で もを < なられました。 この ことは、 すぐ 才 I スト リア 皇帝 フランツ、 
ョセフ 酪 でに 載齡 でがらせられ ましたが、 皇ホ 陛下の 悲しみは 非常を ものでした。 


「ああ、 朕は もうこの 世の中に 何一つ 殘 された ものは をい。」 

といつ て わ 泣きに をり ました。 それ も その 答’ 皇帝は このと きもう 八十 五 歲のわ 年寄 
で、 前に 皇后 龄 下が ィタ リー齡 巧のと き 殺される し、 たつた 一人の 皇子は わけが をク 
て 自殺す るし' 弟の 王子を 皇太子と された のです が、 その 皇太子 フュ^ デ ナン ドが、 
妃殿下と ともに 殺された のです から、 皇帝の 歎きは 無理 もありません。 

悲しんだ のは 皇帝 ばかりで はありません。 才 I スト リアの 人々 はみ んを殘 をが リま 
した。 なぜ をら このと き 皇太子は 五十二 歲 で、 ほとんど 國の 政治を されて ゐ たからで 
す。 

これが 世界 大戰 のおリ であり ますが、 大戰の 原因と いふのは もつ と-^ 深いと ころ 
にあつ たのです。 

満洲 聲變 がどうして 起つ たかと いへ ば、 を 天の 少し 化の 柳條 滞で、 支那み が 巧が 南 
滿洲餓 道 線路を 燥 破した からだし* 支那 事懸の 起つ たのは、 旌雑 橘で 支那み が 亂杂を 


き 

働いた のが もとで ある ザう に 化 はれる けれども、 その 奥に 深い わけが あつたの とが じ 
やうに、 化界大 戰に乂 をつ けたのは セ^ビアの 一靑 年です が、 ろの 頃の ョー 。ッ パに 
は 一本の マジ チで 火を つければ、 すぐ 燃え 上る やうを 空氣 がみを ぎつ てゐ たこと をを 
へを ければ をリ ません。 それは だん-'--- わかつ て 巧る でせ う。 

開 戰 

< わゥ たいじ わ ふさつ ひじ やゥ わ こ 

さて 皇太子を 暗殺され たォー スト リアが 非常に 怒つ たことは いふまで も ありませ 
ん 。そこで ォー スト リアは すぐに セ^ビアと 談判を 始めました。 そして セ^ビアの 若 

•の くわ々 わい •レ じ々 サいム .0 •くに ふ くわ ふ ナパ 

をが 皇太子を 殺した のは、 セルビアの 政 巧の 役人が 關係 じたに ちが ひない から、 その 

如^に^ 、はつ • ど ほ ぐ ふ セい 甘 い 

役人たち をみ を 罰し すべて 才 f スト リアの いふ 通りに をら をければ、 軍隊で 巧め 入 
るぞと 無理 難陋 をつ きつけて わ どかしました。 もと-^ セ^ビアが II いの だし、 才— 
スト リアとは くらべものに をら をい 小さい 國 だから、 すぐ；^ ィ^.^ とォー スト リアの 
いふ ことを きくかと 思つ たら、 セルビア はを か-^ うんと いはない のです。 それは 才 


す こ むり 

— スト リアの いふ ことが 少し 無理で あつたから でも あ 5 ますが. もう 一つは セ^ビア 
には 强い 後押しが あつたから をのです。 大きを 國 が後檐 にを つて ゐた からです。 それ 
は一體 何を でせ う。 

じ だゥ こふ ばい 

「セルビア 小慣 さん、、 心配す る ことは ない、 われが ついて ゐるぞ 0J 
と 後から けし かけた のは ロシャ です。 

ヴ 乙ろ じ いまさら だ 

セルビアの 後に ロ シャの ある ことを ォー スト リア も 知つ てゐ ましたが、 今 あつき 出 

ヴで ひ でさ みとみ じ 

した 腕を 引つ こめる ことが 出來 をい し、 才 f スト リアに もやは リ後 巧が あつた からを 
か--^ 氣が强 い、 この ォー スト リアの か ザで 
「ォー スト リアの •お爺さん、 しつ か リザれ 0 J 
と 力を つけた 國 こそ ドイツでした。 

ドイツは るの 頃、 ぐん-^ 發展 して 巧く 力を 束へ 伸ばさう として ゐ ましたが、 それ 
を 邪魔す るのは。 シャ でした。 つまり 巧へ 伸びょう とする ドイツの 力と、 南へ 仲び ょ 


李る a シヤの 力が^ ごン 半な でい やで もぶ つ ホらねば をら を かつた のです。 
ところが 暮ミ ィッ も。 シャミ ふ 郎を繫 熙 I く 1 つ ミました が、 が K 解で 
ロ シヤぇ 口 本に がられた ので、 P シヤも そんを にわ それる ことは をい と寶る ザう に 
なりました 0 

才 — t リア も 七 ルビァ もどつ ちも掛 貼が 解ぃ のです かちぃ や ミ S でる 磬 
ぁリ ませち とう {そのが' のを ご 十八が 脱 郎齡が 器が I 一れ て が哪 j かれ ま 

した ■するとす ぐ ロ シヤは セルビアを 助ける ためにが ちました。 ドイツが オース トリ 

みか 化 

ア にが 方した ことは いふまで もありません。 

さう すると。 シャと でぁつ て、' ド ィミは 館が znl 雲で さんぐな "目 
にあつ た フタ ンス ちぢつ として ゐる 餅が あリ ませ をら ’ ォ— スト リアと セルビア 
の 邸は f ドイツ、 才— スト リアと n シヤ、 7 タン ス 、セルビアとの g 斬に 勝' る 
ろが つて 巧つ たのです。 


そこで ドイツは 先づ フランスを たたきつけて おいて、 それから のろまを ロ シャを ザ 
つつけよぅと 考 へたので すが、 フランスを たたきつける のには、 堅固を 要塞のを らん 
でゐる ドイツとの 國 境を 越える よりも、 ベル ゲ r を 通つ て 巧つ た 方がず つと 都を がよ 

モク りつこく 

いのです。 ところがべ^* キーは 中立 國と いつて、 どつ ちへ もつ ホを いかは りに、 どの 
軍隊 もは いつて はるらない ことにを つて ゐ ます。 それを ドイツが ふみ 破つ て、 べ瓜ゲ 
r に 伎 入した のです から、 今まで ぢつ として ゐた イギリス がべ^* を 助ける とい ふ 
ので フク ンス侧 に ホ 方した。 イ ダリ- ス としては ドイツの 盛んにな つて ホた のを 內 々怖 
れてゐ たの だ ホら、 ドイツを やつつ ける のに、 よい 機會 だと 化つ たので せぅ。 
ひろがる 毁火 

イゲ リスが 立つ と、 その 頃日 本と イゲ リスは 同盟 國 でぁつ たので、 日本 も ドイツ じ 
宜戰 したが、 それは そのが の 八が 上 巧の ことでした。 そして ドイツの 巧が 巧祕 地で 
ぁつた 靑な V む 斬れ、 ドイツ 的の が ホが むを 恕ち 占が してし まつた のです。 


それから 戰爭の 進む にっれ て 》 卜 こが ドイツ 船に 加は るし、 ドイツと 郎酬郎 であ 

I : 、圧 i に が 圧 が庄 t < a ふ 

つた イク ブヤは 反對に フランス 側に つきました。 ドイツ 側には 習 年 ブ^ガ リヤ とい 
ふ セルビア や 卜^コと 同じ やうに バルカン半島 にある 國 がが 間には いりました から、 

が J どづめ いこくが は 

— イツが これを 同盟 關® とい つても よいが ドイツ オ* — スト リア、 卜^コ、 ブ心ダ 
リヤの 四ケ國 にを リ ました。 それに 對 して フランス 娜 、つまりれ j 给邮 では、 がが、 フ 

タン ス 、イザ リス、 ロシ卞 、イ タリ—、 ベル ゲ （、七 少 ビア、 少 f マニアと、 齡 へて 

巧ったら 二十 位 も あったで をう。 だから ョー 。ツ パの 恥々 は 谢；； J すっ か々 聯 解に まき 
こまれて しまった のです。 るれ にもう 少し 做の ことです が、 アメリカが 制即も 職が 郎 
側に み 方す る ことにな ったし、 アジアでは 日本は： iil が 挪 も觀邮 したので すから、 ョ 
— 。 ツバ どころ か 世界中の 大戰爭 にを つてし まひました。 セルビアの 一!^ おの ピスト 
弁の 彈 丸が こんを にまで 大きく ひろがら うとは f 私が々 も t へたで せう 0 
さつき もい つた やうに、 ドイツは 先づ フランスを たたきつけよう として、 がが 那り 


ベル ゲー を种 しつぶ し、 あらしの やぅを 勢で フランスに 侵入し、 首 前 バリー も 今にも 
^ をす るかと 思 はれまし たが、 大正 一一 一年 九月の マ^ ヌ 巧の 戰で 敗れた ので、 陣地を 固 
めて 英佛 軍と にらめつ こを して ゐ ました。 

これは 西の方の 戰 場です が、 その 岡に 巧の 方では ドイツ 軍は すつ か々 口' シヤ 軍を た 
たき ふせ、 セルビア も ドイツ、 オ ー スト リア 軍の ためにさん'^ に ふみにじられ てし 
まひました。 

載の 方で。 シヤを やつつ けた ドイツは、 戰 もが 始ま ク てから 二 年 目の 大正 五 年 一 一巧 
今度 こそ フク ンス 軍に 目に 物見せ て くれよぅと、 フタ ンスが 誇と する ゲ H ル ダン 要塞 
を攻擊 したので す。 この 恥は 化が 大戰の 中で も 影 も 有ん ん戰 で， ドイツ、 フランスが 
互に その 運 かを かけた 激戰 であ リ ました。 

ゲよル ダンは フランス 巧 方の 國巧 あ^じ あつて、 クイン 河の ま 流 マ I ス 河の 上流に 
ある 堅固を 要塞で あリ ます。 ドイツ 巧は 四ケ 巧の 長い間 猛烈に これを み擊 しました が 


ま ハ 

とぅ {がす ことが 出 巧ませんでした。 日露 戰爭 のとき 八 ヶ月 かかつ て 我が 軍が 錐攻 
不 落とい はれた 旅 顺を陷 がさせた ことと‘ 化 ひくら ベて ごらんなさい。 もし ゲユル ダ 
ンを 落す ことが 出 巧て ゐ たら、 ドィツは 化 ふ 通り フランスを たたきつける ことが 出 ホ 
てゐ たか も かれません。 

ドィツの 敗 化 

そのぅちに 聯合 幽侧 にと つて 貨に大 獲を ことが 起々 ました。 それは 頼みに して ゐた 
ロシャ がすつ かり 崩れて しまつた ことです 。 n シャ の國內 では、 だん-^ いろ-^ な 
物が ありなくて 巧つ て 巧ました が、 それが もとにな つて 大をハ 年 S 巧？ ^ が、。 シャの 
都に 大骚 動が 持ち 上リ ました。 そしてが ¥ 運辦 とを つて 三が 十五 おには がぃ ニコラス 
二 化が 位を 退いて しま ひました。 

革命と いふのは 日本には 絕對 にを いこと です が、 外 固には いくらでも あるので す。 
わ 隣の 支那 もをから 革命の 阅で すから、 支那の 歴 化では 度々 國 のぶが かは つて ゐま 


す。 この 前は 淸 、その 前は 巧、 それから 唐 だの 漢 だのい ろ-— 國 のかは つたことは 國 
をで もょ くわ かるで せぅ。 この 前の フランス 大 革命の やぅを のは 特に 名高い 革命で. 
外國 では 革命 每に大 てい 血を 流す のです。 こんを をが が 決してない 永遠に 萬 世 一系の 
天皇を いただく 日本 國民 はほんと に% ■福であります。 

さて ロ シ トでは前にぺ ート ^大帝がリつぱに大帝國を築き上げましたが、 ぺ ート 

だいて い ちず じ せい にちろせ ふさ ゥ とを < わヴ でい 

大帝の 血筋を ついだ のが ニコラス ニ世で、 日露 戰爭の 時 もこの 皇帝で あリ ました。 そ 
れが 革命の ため 位を がき P シャ帝 國は圣 く 滅びて、 レ ニン、 卜 n ツキー を 頭と する 過 
激 波恥產 主義の 政府が 成立して、 まるで 様子が かは つてし まひました。 

せかい 6 おこ たつ； 

この ことは これからの 世界に いろ-''---- を ことを 引き起す もとと なつ. たので、 日本と 
の 關係も 非常に 厄 かにを つて 巧た のです。 それは あとの ことと して、。 シャに 革命が 
あ ク 、軍隊 も 殆ど 戰爭 をつ づける 元氣が なくなつ たので、 聯合 國の 仲間からは をれ て 
獨リで ドィツと 離か條 約を 結んで しま ひました。 これは ドィツに とつて、 まことに 都 

ち セ 


なのよ いこと で、 その上 聯な 陋侧の 一つで、。 シャの 南に ある^— マニア も ドイツと 
仲直りして しまつた から、 もう 柬の 方を む 配し をくて、 圣 力^ 西の方に 向ける ことが 
出 巧る やうに をつ たのです。 

これで ド イシが 勝つ ことが 山 ホた でせ うか。 戰 争が 始まつ てな 巧、 ドイツは 殆ど 世 
巧 中を 巧手に してよ く戰 つて 來 ました。 上 了 一致して 戰 をのが しみを 堪へ しのんで 來 
ました。 もう 一息です。 しかし ドイツ 國內 にも、 そろ/ \ 弱音を 吐く ものが 出て 巧 ま 
した。 どこまでも 戰爭 をつつ けようと いふ もの 早く 戰爭を ザめ ようとい ふ ものが 互 
に相爭 ふやう になつ て、 今までの 舉國 一致が 崩れ かけて 巧た のです。 崩れ 出したら そ 
れを せきとめ るのは なか-^ むづ かしい ことなの です。 

よわ なかま 

ド イブよ リ ももつ と^^-^ 弱つた のは その 仲間の ォ I スト リア、 トルコ、 ブル ガリ ャ 
です。 もう とても だめ だとい ふ聲 が、 ホづ バルヵン半島の ブル ガリ ャ におり' トルコ 
も つづいて 聯が 國狮に 頭を 下げました 。バルヵン 半をから おつた 世ホ大 戰が义 半島 か 


らし づま リ 始めた は 面白いで はありません か。 

ォー スト リア も降參 しました 。仲間が みん を降參 してし まつた のです から、 强いド 

せ ふ* >ウ ゆウき < わうて い せいすな は 

イツ ももぅ 戰爭 をつ づける 票氣 はを く、 ドイツ 皇帝 ゥイ^ヘ^ム ニ世 即ち ヵイゼルは 

<ら& じ リゼ お ふが ふごく がは 巧-っ サふ 

かを おいて， 聯合 圃 側と 化戰 する ことにを つたので す。 

ドイツが 四 年 餘クの 間、 ょく 聯合 圃 軍を 破り、 るの 國內 へは 敵の お隊を 一足 もがれ 

つよ じつ などろ ほか 

させな かつた その 强 さは 實に 驚く 外はありません が、 それにとう— 


れ ふが ふこく だは た 

，騎 合圃 側に 負け 


むか 生 <にぐ ば ふか ほ げた*^ 

てし まつた のは、 仲 問の 國 々が ばら-^ になつ たこと にもよ るが、 一を 大きを 原因は 


こくみ ふ 


やぶ 


わを 


國 巧の 或氣 がく ぢ けて、 擧國 一致が 破れた からでぁります。 恐ろしい のは 外から 巧る 
敵では をくて、 圃の 和の ゅるみです。 驳 、索の 始皇 ホと/いふ .支那の 王觀 が、 化の 方から 
侵入して 巧る 巧蠻 人を 防がぅ とい ふので、 萬 里 長 巧を 築きました。 これは が も殘 つて 
ゐ るし、 支那 事 媛で ょく 山た こと だから かつて ゐる でせ ぅが、 こんを 堅固を 據椒さ 
へこ しらへ ておけ ば •巧蠻 人たち もを にみ め こむ ことが 出 巧ない から、 索は いつまで 


さ 

タタ な 4 だ^* 4 乃 

もがえ ると 化つ てゐ すした が、 たつた 二 代で じんで しまつた では あリ ません か。 それ 
は 巧からの が鹽 人の ためでは をくて、 國內 ホら 僻れ てし まつた のでした。 これを 勒* へ 

こくみ ふ つ U P •ま 

ても國 おが 常に 一致し をければ ならない ことが わかる でせ う。 かょくい はれて ゐる即 

みんせい こふを っィ .づ& ふ 

巧 粮神總 動 貝と いふのは この ことなの です。 

ベルサィユ 傑 約 

大正 ミ 年から とがまで 四が ミヶ か餘 りに わたった が狀が 職は、 その 哥 さからぃ へば 
昔ョー 。ッハ じあつ た 一二 十 年 歌が や 巧み 戰が にくらべて 驚く ほどの こと も ありま をん 

か 巧 じかけ は-? & ..、•を/., け 王 

が、 その 大 仕掛な こと、 その 範陶の ひろい こと、 そして その 歉觀の おきい ことでは、 

れ 5, し じ々 ゥ いま ？ いせ ふろつ t •せ，：* さ •： 1 

歴 堂に 今までを か ミ大戰 がであります。 お 戰に參 抓した 即 を ミを がせる ち 
ミ 恥 横は を 世が ミ 卽六ダ 公は 八 割 八が になる の だから、 敵^が が おがが 職に 

加は つたと いつても ょい 位です。 

このが きをが 赋サ繫 も、 とぅく 黯郎，| が赔 とを r で 儀る ことにな って、 蠢 が. 


年 六 巧 二十 八日、 ちょう ど 大戰が おつた 記を 日に ベ^サイユ宮殿で ドイツに 對 する 講 
か 條狗が 結ばれました。 だから これを ベル ナイ ユ條 巧と いつて ゐ ます。 ベル ナイ ユと 
いへ ば 普 佛戰爭 に 勝った プ 。シャ 王 ゥィ^ヘルム ー 化が、 ドィツ*^ 帝が がに 抑く 式を 
舉 げたと ころです が、 その 同じ 場所で こんどは 戰に 敗れて 謙和條 おを 結ばねば ならめ 
とは、 ドイツ 國 巧に とつで どんなに か 悲しい ことで あつたで せう。 

その 離か條 柳は ドイツに とつて ずいぶん 辛い ことでした。 先づ その 領 立が 四方から 
けづク 取られました。 普柳戰 がで が 巧 フランスから 譲られた アル ナス 、 n — レンの 一一 
州は フク ンスに 取りが される し、 ザ— ルと いふ 石あ產 化を 十 お 年間 フランス がが める 
ことにを リ ました。 フランス だけを らいいが ベ^ダー にも、 それから ポー クン ドに も 
領 止を々 けて やらねば なりませんでした。 

みな わ 》 

かう いふと きつと 皆さんは を かしい と 化 ふに ちが ひあリ ません。 

くに ごく わ 

「ポ I クン ドと いふ 關 は。 シャと プロ シャと ホ I スト ジの S 闽 にみ けられて とつ 


八 二 

王,, 

くに 滅びて しまつた ではを いか OJ 

誰でも こんな 疑 一! が 起る でせ ぅ。 成程 ポ I フン ドは 十八が がの ホに ョー 。ツバの 地圖 
からが えてし まつた のです。 ところが 世界 大戰の 結果. かがの 化圖 がいろ—- にかは 
つて、 今まで あつた 國 々が 大きく をつ たリホ さくをつ たりした ばか リで をく、 新しい 

くにぐに ヴ i 巧 

國 々がいくつ も 生れて 巧た のです。 チエコ •スロバキア、 ユ—ゴ ー. スラ ビア、 エ スト 
こア 、リ トヮ ニア 等み な大戰 後に 出 巧た 國 で， ポー ランド もやは リ大戰 後な 何十 年 振 
かで 生れ 代つて 巧た のです。 

がいつた 通リ ドイツは 方 W からけ づリ 取られた が、 又 海外 心 ある 領 化つ まり 植民地 
もみん を 取上げられて しま ひました。 それに もみらず ドイツに とつて 辛い ことは とて 
もた < さんの な 金を 聯合 國に挪 はねば をら をい やぅに をつ たこと です。 その上 軍艦 や 
武器 や 石炭は とられる し、! 一軍 や歡 軍の 軍備は 小さく ちぢめられる、 實 にこの 時の ド 

かふが せ ふ 3 ヴ けつ 玉 

イツ ほど あはれ を ものはありません。 これを 考 へる と戰爭 にはみ してを けて はなり ま 


せんね。 

ついで にな 

序に お話して おきまず が、 ドイツより ももつ とみ じ歧 なのは 才 f スト リアでした。 
才 I スト プアは これまで 才— スト ジア •ホン ガリアと いふ 二つが 一し よに なつて ゐた 
のです が、 これが 大戰の 結果 ォ f スト リア、 ホンダ リア、 チェコ •ス ロバ キヤの 一二 
にかれ たば づリ でな く ポ^ クン ド グ. — マニア、 ユ^ — ゴ1*スラビア、イタリ^ — 等 
に 領地を け づられ たので、 才 I スト リアは もとの 八 分の 一位に 小さくな つてし まひ ま 

さいを ふ 

した。 その 才 I スト リア も 最近 ドイツと 一し よに るつ てし まつた ので、 才 f スト ブア 
とい ふ 獨ホ國 はを く 世界 地 励から をを r がして しま ひました。 • 

苦しむ ドイツ 

大戰に 敗れた ドイッは、 手を もがれを を がられる やぅに 邮十 去け づリ とられ、 鹏が 
でた くさん の わ 金を つかつ た 上に、 いくらでも 化 金を しぼり 化ら れ るので すから 、ド 
イツ 画 巧のを しみは 非 巧を もので、 前に わ 話した やぅに 一巧れ の パンが 巧し ー マルク 化 


< ■凹 

おで 巧 ふと すれば、 ト クックに 横んで 行 つても まだ 買へ ない とい ふ 化でした。 そんを 蔚 
い バンが ある 答がない と化ム かも 知れません が、 バンが 高い とい ふのは つま リわ给 の 
値 打が を < を つてし まつた からです。 これは よその 國 のこと だと 思つ ては なり ませ 
ん 。日本 だつ て 画 民が しク かりして ゐを いとこん な ことが おらを いと も限リ ません。 

サふサ い はむ 巳 い t ちよを ふ と < 

先生から わ 話を きいた でせ うが、 今 貯金を 特にし をければ をら めと いふのは 、ドイッ 
にあつ たやう を ことが 起ら め やうに する ためです。 だから 貯金は 自分の ためで あるが 
わ 因の ためで も あるので す。 皆さん もき つと 貯金を して ゐる でせ うね。 たつた これ 位 

かふ^^^へ ナこ ろよ を ふ 

とい ふ考 をす てて、 少しで も 貯金を ふやす やうに しを ければ をリ ません。 ドイッが よ 
い 戒めです。 

ひじ々 ゥ くろ かれ L よく％ つ 

それは さう と ドイッが 非常に 苦しみ もがいて ゐ たのは、 ただ わ 金 や 食物の ことば か 
リ ではを く、 まだ ほかに 大切な ことがある のです。 それは 共壳 主義と いふ 恐ろしい 思 
おが 國內に ひろがつ て、 圃 巧の 也を 腐らせよ うとした ことです。 


このまま にして わいたら ドイッは 遂に 滤 びて しまう 化を りません。 しか」 お^ち ド 
イッは 救 はれた のです。 この ドイッを 救 ひ、 辦 しい ドイッを 数き がげ た 八 こそ アド 八 
フ •ヒット ラ （です。 ですから 今の 新しい ドイッを 知らう とする には、 ヒジ トラ— が 
どんを 人で あるかを 知らねば をり ません。 

九 ヒット ラ 1 の 話 

見事 落第 

世界 乂戰で 巧び 立てない ほどに たたきつけられて、 ill の ふちに 斟 しんで ゐ たドイ 

巧み； た； ひ • こを ち せかいす々 ヴ こく こく 

ッ圃 巧の 魂を よ ひさ まし’ 今日の やうに ドイッを 世が の 强國の 一つに きづき あげ、 闽 
民に がかし い ホ 望の 化を 典へ た總統 アド^フ •ヒット ラー は^して どんを！^ でせ う 
か 9 

ドイッの 南方 バイ ユ^ンに 近い ォ '1 スト リアに、 ブラウナウと いふが さい 町が あジ 

八 五 


莫 

ます。 アド 八フ •ヒット ク [は 一八 八 九 年 我が 明治 二十 二 年 四月 二十日、 この 町に 律 

こ < を や ゥをモ う 生 ので 

れ たのです。 ドイッと 才 I スト リアの 國境 町に 生れた ヒット ラ （が、 後に をつ てこの 

じふ こく か がつ ベい え ふ 

二つの ドイッ人の 關家 をな 併させる 聲 ぅにを つたのは ふしぎな 綠で はおりません か。 
わ 父さんは その 與ォ f スト リアの 身 かの 你い 稲齡 おでした。 既卽 とい ふのは 闢遮蠕 

こくを やっ をち くに < に ばヴ えを ひふ サい 

や國 巧の 町に あつて、 國と幽 とのち 易 品を しらべた ク 、それに 稅を かけたり すると こ 
ろで、 たと へば 损衡 や祇戶 にも あるし、 朝鮮から 滿洲國 に 渡る {か 東に も その他 方 W に 

てのひら で ふは たる じ やういへ 巧* < もゥ 

あります。 掌 ほどの 巧 畑 も 持たない わ 百姓の 家に 生れた ヒット ラ f の わ 父さんは、 十 

< わ ふり こ、 ろで こ いだ LS くこ ゥ さ ふ-. 一-- くが < 〇 ふ 

三のと きを 巧に ならぅ とい ふ おを 化いて 職工を やりを がら 散々 苦學 し、 二十 一二 年の 
後 やつと 目的を 達しました が、 それは ザ 級の が 巧でした。 宫 巧と いふのは わ 龄乂 のこ 

か々 L やヴ づ生 とク 

とです。 ヒット ラ f の わ 巧さん のぅち も わ 百姓で、 ヒット ラー の 生れた ときには わ 父 
さんが 五十二 歲 、わせさん は 二十 化歲 でした。 この しい 一ぜ 祗關 巧の モア ド^フが、 
後に 大 ドイッを 背な つて 立つ 偉人に をら ぅとは 誰が 考 へたで せぅ。 ' 


わ. おさんは ヒッ トクー の 八つのと き 龄输を 貸つ て わ お 人を やめました。 もと 極 
く累 の做ぃ 11^ でぁ ミミ、 撇総 とぃっ ミ 齡 かなものでした ちゎん さんは そ 
の 斬し い 叫から ヒット ラ [を リンッと いふ 町の 實業學 枝に 通は せました。 ろして 口癖 
の やうに、 

「アド^フ、 わ 前は 乂 きくをつ たら、 お父さんょり ももつ と----- えらい 官 お' に をる 
んだぞ 日」 

とい ひき かせた。 しかしす 供、 むに も ヒット ラ I は、 官巧 にを る ことが 大嫌 ひでした。 

「わ 父さん、" 僕、 官巧 をん かい やです OJ 
といは う ものなら、 わ 父さんは さも 困つ たとい ふやう を 顔つきて 

「どうしてい やなの だ。 もが ほどい いものは をい ぞ 。だま つて 自分の 仕事 さへ やつ 
てゐれ ばが 觀が路 へる し、 それに やめれば わ 父さんの ザう に、 ぢつ として ゐても 恩 輪 
もいた 公け るんだ からを。」 

八 セ 


八 八 

くい ふ =■ と サ 

と 巧 化の ょい ことを 說 いてき かせた が、 少年 ヒット ラ f には そんを ことには ちつと も 
むを 引かれを かつた どころ か， 一厨官 巧が いやになる ばか リ でした。 

「僕、 どうしてもを 巧に をる のはい ザです 〇」 

「困つ たやつ だ、 では 何に をリ たいの かい。」 

「誰み になり たいと 化 ひます。」 

ぐ わか く ■£ ふ y げ W 

「謀を だつ て、 るん な ものに なつて どうす るの だ。 官 巧が 一番い いの だ。」 

こんなに ヒット ラー をを ぶに したが つたわ 父さんは 、ヒット ラー の 十一 二歲 のとき、 巧 
氣で なぐな つてし まひました 。ヒットラ^ ~ が ドィッの 大總統 にまでを つたのを 知つ た 
らお 父さんは どんなに 驚き、 どんを に 喜ぶ ことで せう。 

ぁとはやさし いわ巧さんの手で育てられましたが、 そのうちにヒ ッ ト ラ^は病氣に 
かか リ ました。 

「このから だで、 机の 上で 勉强 させる のは 無理です ょ。」 


と Is おが 航斬 しました。 そこで ゎ賊 さんは 齡懲 解が を退學 させて 美術 學 校に 逝は せる 
ことにを りました。 

ぐゎ》 の ザ のど とは わる ピふ一 が ベみ 

盡 をに なりたい と黑ん でゐた ヒット ラ— は、 いよ'^ その 里み 通り 巧 ふ 在々 繪の勉 


撒が 裳る ゃぅに ミた？ すから、 殺 i して 豁 が、 靈 を 桃れ て 一が に證じ まし 
を。 もし ヒット ラ I が このまま Ik 術つ學 校を かつ 業して ゐ たら、 りつぱな 塞 家には なつた 
かも がれません が、 ドィッを 救ん が 偉人とは をら を かつた かも なれません。 

と ミが S はふし ぎです。 讓繫 に茲し ミット ラ— の豁 こび も， T ボの齡 が、 

C • ご、 かみ で、 か I 

すぐ 戚 11 しを ければ なりませんでした。 とい ふのは、 お毋 さんは ヒット タ I の 4 さ^ 
熙 からから だが 齡 くて!! 銳賦 でした が、 ヒッ トー TQ を < をる につれ ミ 母 さを 

つ」 》 とづ 

總辦 はが < なる 一が であ リ ました。 そしてとう"^ ヒット ク I の 十お歲 のとき、 お 父 
さんの 傲を がつ てこの 化を おつて しまつた のです。 負け 嫌 ひな 載の 强い ヒット ラ [も 

こ玄 


巳 ふ y ふさ々 J 


この 時には 幾を あげて 泣いた とい ふこと でず。 


八 化 


わ 父さんの 殘 して くれた 健 かの 貯金 も、 わせさん の病氣 のた め 殆ど 费 つてし まつた 
し、 宵 おで あつた 父の すと して わ 上から いただく 金 も、 とても 生活を まへ る ほどは な 
かつた ので、 ヒット ター はどうし てもり々 で 働いて 化活 して 巧 かね ぼる リ ません でし 
た。 るれ には ブラウナウの やうな 小さい 町では 不自由を ので、 

「さう だ 都へ 出て をを 立てよう。」 . 

かう み必 して 僅か ばかりの 荷物を 抱へ てォ I スト リアの 都 ウイ I ンへ 旅立ち まし 
た。 ちよ うどお 十 年 前、 わ 父さんが 十一 この 時、 を史 にを るた め ウイー ン 上つ たのです 

くわ ふ W か 6 

が、 ヒッ トク f はこのと きも 官吏に だけは どうしてもな りたくな いと 思つ てゐ まし 

ころ く .C ふリ サウれ ふ 

た。 きつと その 頃の ォー スト リアのを 巧は よくを いこと でもして ゐ たので、 み 年ヒッ 

A くわ A リ 

トタ^ — の 目に も 官吏は い聲な ものとう つつて ゐ たので せう。 

みやこ で み わむ か サウ U ふ むに めづ & 

都に 出て 見る と 巧舍の 少年 ヒット ラ I にと つては 何もかも 珍しい ことば かリ でし 
た。 普學 する つもりで ウイ— ンの 美術 學撫の ス 學試驗 をが けました が、 が 事 落觀 しま 


を ふだい わたく t む t 

した。 このと きも もし 及 簾して ゐ たら、 あたを は ヒット ラー のぶを 知る こと もを かつ 
たでせ ぅ。 

何しろ わ 金 も 僅か あつたの をす つかり 费 つてし まひました から、 何とかして 生活 レ 

ゆ むに > しごと 生ろ ホる 

て 巧かねば ならを いので、 W ホ 化 事が をい かと ウイー ンの 巧を うろつき ホき ました。 
しかしうまい 化 事が ころが クてゐ る 答 もあリ ません。 やつと ぶつけた のは 座 築 おで、 
ここでん^の 下働きと なり、 义圆 面を 獅 いてが をつ をいで ゐ ましたが、 別に 出世し さ 


うを 巧に も 見えませんでした。 

かう して 苦しい 生活を して ゐる うちに、 だん. 


ぐ わか の だみ を い 

.畫 家に ならう とい ふ 望が 消えて 巧 


つて > 化の 中を どうす るかと か 政治を どうす るかと いふ やうを ことに 、$ を 引かれて 巧 
きました。 

ゥィー ン には 五 年間 化み ましたが、 一日と して 腹 一が 食事を 口にした ことが ありま 
せんでした。 働いて 巧た わなでは ろくにを ふ もの も 其へ をい 位でした が、 それでも 本 


か わす ほん ょ と ほふ か ご ど Lf 〜 

を 巧 ふこと を ちれず、 やたらに 本を 讀 みました。 讀 みたい 本を 買 ふと 二度 も 一二 度 も 食 

じ く ほふ か ひ 生 

事を しを ホつ たのです。 しかし ヒット ク ー は 食 ふ ものを やめても、 本を 買つ て 暇 さへ 
あれば、 一む に讀 んでゐ ました。 後に 世界を 動かす やうに をつ た 智愚や 力は、 この 時 
じ 養 はれて ゐ たのです。 偉い人は 誰でも ひと々 でに えらくな つたので はを い、 みんな 
小さい 時から 軒 祭して 勉强 したわ 蔭を のです。 

五 年間 ゥイー ンにゐ る 間に、 ヒット ラ I の 目に うつつた ことは、 ォー スト リアは 補 
々雜 をな 人種が ごち ザ-^ に 寄 合つ てるる ことで ありました。 チェッコ 人が ゐる 、ポ 

じん じふ じふ 

f ラ ン ド乂がゐる、 ；； ン ガ リー人もゐるし セ ^ ビ ア人もゐる。 そして ォ1 ス ト リ アに 
がを ド. イッ 人が 常に 化の 民族に 抑へ つけられて、 あはれ を 生活を して ゐ るのを 見て、 
このと きもう ヒット ラ I の 胸の 中には 大 ドイッ 建設の 希望が 燃えて ゐ たのです。 

ミュンヘン 

一九 一一 一年、 明治 四十 五 年のを、 ヒット ラー は ミュンヘンに 來 ました。 ミュンヘン 


はォ—ストリァには破ぃがドィッの譽、 ビ-;義としてぶ1^ぃところです。 こ 
こへ がた ヒツ トラ— は、 がまでの ウイ- ンと はまる— がつ た ドイツの 町で ある こと 
が ほを に， 輪 おつた Q です。 ウイ- ン 。やうに いろくな 人 鞠が： こち ザく と 寄 
りが ミゐ るが では ありま 世ん。 まるで がれ 散に かへ つた やうを 氣 がしました。 ヒ 
ツ トラ！ Q ， もれた 緊才 止； ア で蔓リ ましたが 、やはり ドイツ人の 町 ミミ 

のです。 rc ご <5 
ミ ここにが ミ も ヒツ- ラ-の 冀は 少しも かは り ませた どうかして 生活を 

がて てが かねば ならを いので、 齡 S が ピなリ ました。 醫 さんが 新聞の 奪 f 見 ミ 
が 軒 だけでなくい ろ^^の 圆 索が あるで せう、 あれを 畫 いてを しい 生活を ニ ザ 間つつ 

けました。 ゎ‘ ゎ；； を 
しかし ヒツ トラ ふだ もの W をは あ リ畫た 賢ヒツ トラ— の 胸の 中には 
いつも* 如邮 がが S 燃えて ゐ たのです 。ドイツを もつ と < リク ぱを幽 にしようと いふを 

を 二 


げゥ こ； こ々 

留 が’ ヒット ラー のむ からは なれた ことがあ リ ませんで した。 るの 頃は ドイッは 才— 
スト リア、 イ タリ t と 一二 闽 同盟を 結んで ゐ ましたが、 ドイッが 才 （スト リアと 同盟し 
てゐる ことは' ドイッの ために 化して よい ことでは をい と 思つ てゐた ヒット ター は、 
ミュンヘンの 小さい 集に 出席す るが に、 

わと ろ ゆ ドヴ めい にろ は々 

「衰 へて 巧く ォー スト リアとの 同盟は 一日 も 早く ザめ をければ をら をい。 さう しな 

いと じ •しふつ ぶ 

いと 今に ドイッ 自 みが 潰れる ザう を ことにを る だら う。」 

け ふ 1;^ っ だ 札 み、 かたい 

とな 說し クク けました が 離 も ヒット ブ r のい ふこと に 巧を 傾ける ものが ありません 
でした。 、 

ところが 、ヒット ラー の、 む 配して ゐ たこと がほんと にやつ て 巧ました 。それは 大だ 
一一 一年 夏 •ォ [スト リアの 皇太子が、 ボス ニャの ナラ ユボで セ^ビアの 一靑 年に 殺害 さ 
れ たとい ふ 大きを 事件で あリ ました。 この 報道を 耳に した ヒット ラー は、 

サ ふさ ヴ みこ サ ふさ ク 

「戰 巧は きつと 起る にち が ひを い。 そして ォー スト プアは きつと ドイッを 戰爭 にさ 


そ ひこむ にち が ひを い。」 

とい ふこと を 辯* へました が、 賊 して ドィッは 同 剛國の 約束を 守つ てォー スト リアと 共 
に軟 ふこと にを つたので す。 

どづめ 

ヒット ラ t はも うぢつ として ゐられ ません。 これまで ォー スト リアと 同盟して ゐる 

さすを サふ 

ことは ドイッの ためによ < を いこと だと 叩び つづけて ホた ヒット ラー です が、 もう 戰 
齡 になつ てし まつたら がが がありません 。ドィッの ためにみ 十一と なつて 戰爭に 出よう 
と 犯 おしました。 ろして パイ H ルン 聯厮 に乂败 する ことを^ ドウ イヒミ 世へ お 願 ひし 
ました。 

「その おの 苗 I がが ウィ ごご 一一 化では ない のです ち」 

きつと 骄 さんから こんを が 邮 がが るで せう。 斷 さんが ふしぎが るのは 無理 もあリ ませ 
ん が、 この 齡 いった やうに、 ドィッは 樂一 といって、 觀 がみく の大 ぶを ひきいて 
おでを 的め てゐた 如く、 ウィ^ヘ^ム ーー 化 も いくっもの 陋‘ をよ せおめ て 皇帝に なって 

化 五 


ゐ るので、 聯邦の 一つ- ^ に-ザは リ 王様が あるので す。 バイ ュ ルン も. 臟辦の 一つで、 
その 王が が ルド ゥイヒ 三世、 ミュンヘンは バ イェルンの 船^す。 

さてみ 十： にを ク たいとい ふ ヒット クーの 緩が lg きと どけられ たでせ ぅか。 撇 龄が縱 
まつて 役 巧が ホを に 忙しぇ つたのに ヒッ トクー が 麻 書を 出します と、 るの 口す ぐ わ 
許が あつたので、 

「いょ-^ わ國 のために 身を 格げ ると きが 來 た。」 

と ヒット ラー の 喜びは 大變を ものでした。 

ユダヤ人 

い4?^^をヴとヴ へいを つ 

みの 大總統 ヒット タ ー も そのと きは たゼの 一み 卒で あリ ましたが、 ドイッの ためこ 

サ ふち やう で 卜 じみう i * ょ 

戰 場に 出る とい ふことは ヒッ トク f にと つて 非常に 名， 擧を ことで ありました。 

進んで 戰 線に 曲て 巧つ たのは ヒット ラ f ばかりで はありません。 ドイッ 即 所の 齡齡 


トラー の 胸は 嬉し さで 一が でした。 をぜ をら 誰も 勞 働を たちが、 こんを に 喜んで 肥國 
のた め戰爭 にあく とい ふこと を考 へて ゐを かつた ホら です。 とい ふのは ドイツ 國內‘ に 
化んで ゐるユ ダヤ乂 が、 これまで 紫 働を たちの おに 斬 ひ； < つて. 勞邮 をたち の 玻邮が 
をく さらせて ゐ たからです。 それでい ざ戰爭 とを つたら、 勞働 もたを はきつ と戰 解に 
行く のを いやがる だら うと 化 はれて ゐ たのに、 勞 働を たちの ドイッ 魂は やは リ失 'がれ 
てゐ をかつた のです。 そして ヒット ラー と酣じ やうに 宗 ん でわ邮 のために 職！!' に 艦ん 
ブ 行つた のです。 

一瞄ユ ダヤ乂 とい ふのは どんな 人 問で せう か。 ユダヤ人 はを たちの ザう にもが の亂 
とい ふ ものが をい のです。 そして 化 巧の 方々 の圃 々のがに ちらばつ てがん でゐ ます。 

K つ 苗 だ を こくに つぃ^ 

口 本人なら たと へ ドイツに ゐ ょうと イザ リスに ゐ ょうと、 ち やん と‘ 刪 願 口 本が ありま 
ずが、 ユダヤ人には 向かの ふるさとがない のでず。 世界 大戰 褚ァタ ビヤ も邮に ユダヤ 

C ふ くに くに だくり つ 占 

人の 阔 として、 バレス チナ とい ふ 闕が獨 立し ましたが、 それ も ほとんど ぶば かぶで、 

九 屯 


九 八 

今でも ザは リ闽 々の 中に 巢晦 つて ゐ まず。 

riz がの 邮 がない とい ふことは、 考 へて 化る と氣の 毒な ものです が、 そのために ふが 

くに た こくみ ふヴら やた せかい < に - t - に < わい 

ねぢ けたの か、 りつぱな 闊を もつ てゐる 他の 圃 民が 裴 しいの か、 世界の 國 々を 破壞し 
ょうと 觀 "へて ゐ るのは 困つ たもので ず。 金を もうけて ためる ことが 上手で、 イダ リス 

じふ わ 王 か A るで お i こくだい を ふに ふぐら 占 

などで も ユダヤ人の 大金 持が をい とい ふこと です。 ドイッ 國內 にも 六十 萬 人位の ユダ 
ャ 八が がんで ゐ ますが、 醉< から 化 治、 鑑 術、 學術 その他ぃ ろ'''^ な 方面に 巧を はつ 
て、 侮る ことの 出來 ない 力を もつ てゐ ました。 

。シャ の S 繫 一い 敬 ど ュダャ 人で、 纖 が^ 摇 つてゐ ると ぃふ ことです。 

ヒット ラー はが < から、 ドイッ 國 をを 毒す る ものは ユダヤ人 であると 考 へて ゐ まし 
た。 ヒット ラー の 薄いた 本の 中に かう いふ ことを いつて ゐ ます。 

「まだが がが きて ゐた 時々、 家庭で ユダヤ人と いふ 言葉を きいた ことがない。 …… 
齡霸 S で >£がヴ の ュダャ 為を が ミ。 4 たちは？ I を か f SS し ミた が 


IT 口ち でを ホ/,、％ Sq 繫なぃ 叢き 繁がっ ミミで、 概を 露ず る ことは な 
かった。 h 幹 ユダヤ だぃふ P をた びく 取に する ゃうに を ミ 0 は 5 か 主 
こを つ V からの こと だ。 その 骄 は それを き < と いくらか いやを 氣持 がした。」 
縱め はこの もの こと だつ たのです が、 がちす るに つれて ヒット ラー は 受 何に ユ タヤ 
'が 蹲るべき であるかを かる やうに をり ました。 

がづ ユダ卞 がが 豁お たちは、 ドイッの 齡繫 に聽義 をっ ぎころ その 热即む 
を < さら 世る ことに P がりました。 そ ミ 世が お 戰が起 ミ。 で、 みこ そ ドイッの 
齡お たちは 黯に 賊一」、 繫 Lrc とを. 叢」 ミ だら うと 脱っ ミたら、 懲 
繫の iV おには S 」/% 挺が がえ ては ゐを ミ？ えさっ きもぃ ミ ゃう 
に、 みん を W ドイッを i るた めに 寮で SS に邮 ミので えこれ ミッ トク— に 
とつて 實に うれしい ことで ありました。 

か 九 


100 

かは つた 祖國の 姿 

が 職が 辦 まって から ミ销 がの 卜相 ヒット クーは 脚に な! § して 戰 線から 送 A かへ さ 
れ 、ベルリン 郊外の 病院の ベットに 化は つて ゐ ました。 しばらく すると ホけ る やぅに 
なつた ので、 がを 巧て ベルリンの 巧に 山て 見る と 燃き ました。 二 年 おりに 見る 故圃ド 

む t み まちせ ふさ ヴ つか 

イッは 何とい ふかは り ホで あ々 ませぅ。 どこを 化ても ベルリンの 巧には 戰爭に 疲れて 
巧つ てゐ ると いふ タゥな 人の 顔が U じぅつ リ ました J 

がかした 倘は齡 備ホお 乂隊に 編入され て、 ミュンヘンに 來 ましたが， 、ュン ヘンは 

わか ■し すがた み 

ベ 作 リンより ももつ と-^ ひどくな つて ゐ ました。 北口の ミュンヘン のをを どこに も 見 

だ で 江 けいふ やく、 しよ じふ サ ふりみ う 

山す ことが 出 ホません 。政府の いろ ノ\ を 役所は すべて ュダヤ人 じ 占領され てゐ たし 

々くこよ けた。 ひと/^- じふ さ ふげ ふ はっ ピ ふけ ふ 口よ < に》 

役所で 働いて ゐる 人々 もみん な ュダヤ人で、 を 業の 方 もす つか リュダ ヤ 人に 權 力を 握 

じふ せんせ ふ で を じ < た、 か あ ひだ 

られ てし まつて ゐ ました。 ドイッ人が 踩 線に 出て、 祖國 のために 戰 つて ゐる 間に、 ュ 

じふ 乙は い < わ だ じ たい 

ダヤ 人は ドイッを 支 おしよぅと 企て \ しゐ るので す。 ヒット ラ （の ュダヤ人に 對す るに 


くしみ の、 むはもう 抑へ る ことが 出來 ません。 

まもなく前に請したザうに、 。 シヤに革命が起つてドイッと誰和してしま^5 聯な 
郎狮 の辭が 一枚 とれて しまつた ので、 ドイッに とつて はまこと に 都合の よい ことで を 
りました から、 今 こそ フク ンス •ザ イ* 式 リス 軍ぞ版 ふさ ま ザつつ けようと 、ドイツ 軍は 
が% M のがが を 待つ てゐ たと き、 不意に ドイッで 大きを ストライキが 起リ ました。 ス 
トラ イキと いふ ことを がつ てゐ ます か。 日本の 昔 巧で いへ ば總呢 業で、 たと へば； 丄墙 
などで 働いて ゐる 人. が 一度に 仕 取を しなくなる ことなの です。 

じふ 

この ドイッの スト クイ 中の かげには ユ ダヤ乂 がゐ たことは いふまで もあリ ません。 
ユダヤ 心' たちは け々 たちの 利益の ためには 闽滚 をん かどうで もよ いのです 。ヒット ラ 
—は齒 をく ひし ばつて 殘 をが りました。 をして、 むの 中で 化 巧 V 政治家と なつて、 ドイ 
ッを ユダヤ人の ホから 救は ねばなら めと 堅く か、 むした のでした。 


10 二 


げ な 


てを こづ. 


二度目の お 

八月から 化ん にかけ て、 ドィッの 化け 化が いょ-^ はつき りして ホました。 敵の 攻 

-S 5 の ゥで くづ 巧 たい， しゃ ゥ U ふ みさ 

擊が 物す ごくを つたわけ ではない のです が、 內 から 崩れて ホた のです。 大正と 年の が 
になる と ドィッ 巧の 規律が 益 W 亂れて 巧ました 。ヒット ラー は 巧び 戰 線に ホつ て’ 意 
氣 化のを いが 方の 様す をな て齒が ゆくてた まりませんで したが、 その 頃の ヒット ラー 

ひと P ちか-い でき 

一人の 力では どぅす る こと も 出 巧な かつた のです。 

ぐ わつ にろ む ふばヴ で ひ を か ザ ふ ど 

十 巧 十三 ロ ヒット ク I たちは ゲユ^ ゥィックの 南 ホの 小さい 丘に 陣取つ て、 ィホリ 
ス 軍の 攻擊を 防いで ゐ ました。 畫 間は さほどで もあリ ませんで したが、 日が 避れ ると 

I の てき げづげ を はじ 

物す ごい 敵の 砲擊が 始まりました。 • 

「來 たな、 來 るなら 巧て 見ろ， どんを ことがあ つても この 陣她を 退かめ ぞ 。 J ■ 

巧 方は 必死にを つて 防 ざました。 

おを みこ 

しかし まもなく 恐ろしい ことが 起り ました。 


II かが f びました が、 齡が觀 ガスを 簾し ミる ことが わか ミので ス 

齡の載 ダスは 厳に しち ダス マスク 誓 望れ を完 をに 趴ぐ ことが 祟 ませ 
ん 。がが はゴ ミ'^^ 抓れて げきます。 もう 殘 つて ゐる ものは 愼か でず。 ヒッ I ラー も 

;5 サふ 

ここで 順邮 の-^ めに 死んで げくの だと 思つ てゐ ましたち， ぉしこ こで ヒッ トラ f 力戰 
死したら、 ドィツは 今 どうな つて ゐる ことで せう。 

齢の 箭 ザス 赋は 一臟が ぁばれ まは り、 ヒット タ I も、 その 破片を 受け またが 袖 も 
?がド おにな つてた たかつ てゐ ました。 しかし 弧になる と、 だん {貧 償が 痛んで 來 まし 
た。！^ 方の 目が こげつく やうに 澈 い。 も うとても ぢク として ゐられ な^ ほと て お 時 
晚 しつ かりと 賦 がが がをお さへ たま ま、 斬の 方に たどりつき ましたが るれ からし ば 
ら< すると 繫 ザう に繫 になる とてを、 まは りが す ミリ 暗くな つ 

てし まひました。 になつ たのです。 それから ポメラニアの パ I ゼ フ^クと いふ 町 

1 〇ーニ 


1 o 巧 

の 病院に 送られました。 そして ここで 化 ひがけな くを 斬を かたのでした。 

菊院の ベットに はを くの 傷を 受けた がが たちが おはって ゐ ましたが、 歉も かれ も 欄 

3 ヴ かたわ , 

帶の わし まひが どうなる かとい ふこと を 語り合つ てゐ ました。 ヒツ トク f はがが n 个 vJ 
をい ので、 新 晒る 諷 むこと が巧來 ませんで したが、 淑が 、キ ー’：^ のがが たちが. 俯か g . 

かじ み、 いヴ めい ぐ ふいっ 

を おした やうを ことを ザに しました 〇キ— ルは 有ぶ を ドィツの 軍灌 です。 

ゃづ ，」 C を 7 

しかし その 様子を はつき リ 知る ことが 出來 ない ので 氣を もんで ゐ ると. 十一が' にな 

って 驚たち が 驚が gg マ I り C んマ がて、 が 登たち に繫の 靡には ぃれ 

とすす めました。 それを 指禪 して ゐ るのは 四 五 人の ユダャ人 である ことを かつて、 じ 
ツ トラー はくやし くて たまりませんでした J 

れ 5 く i とに-、 さ*' 

日は だん-'-^ ょくな つてが ましたが、 ょくな つて 巧る 日に うつる ことは 何もかも 晚 
ミこと ばかりでした、 十一が V で T 人の が總 ilZ 來 ました。 V お議 にがて 

なく. し と-し た 、 

くォたのでせう。 そめ牧師はだいぶんがをとつてゐましたが、 ヒツトラーたちの前で 


短 かいが 說を しました。 をの 雜は 始めからが にしめて ゐ ましたが、 

「今 ザ ドィツ 取闕 は滅ん で、 我が 祖圃 はが 和即 となつ てし まひました。」 

といつ たと き、 を牧 师の雖 はふる へ、 目に 一杯が をた めて ゐ ました。 

このを 牧師の わ 話で 何もかも わか々 ました。 ドイツ 帝國は 遂に 戰に 敗れて 滅ん でし 
まつた のです。 いえ、 ユダヤ人 のために 滅 されて しまつた のです。 ヒット ラ I は あま 
りの ことに 胸が はりさける ばかりで、 を 牧師の 言葉を わし まひまで きいて ゐられ ませ 


ん でした。 . 

「巧、 が 化んだ 時の ほ ホに £は まだ' 化いた ことがなかつた U 戰 友が ホ W に 倒れて がつ 
たこと を 化' へば、 葫 ガスで 目をやられた 位 何でもを い。 あは 自分が 旨 日に なつても 
化かを かつた が、 ドィッ 巧國が 倒れた ことを かつた 時には どぅしても 泣かない では 
ゐられ なかつ た。 圆 をを 救 ふのは 幽 巧の おおで ある。 自 かの 述の恶 いこと を おくの 

じじ れたく 已 とを はじ 已じ かろ 乙 

はお 事で ある。 私は この 時、 初めて 私事の 轉 いこと を 知つ た。」 

;0 お 


1 0 六 

じぶ ふ サ いぢ か 户 - ) 巧 

と ヒット ラ t が 向 化で いつて ゐる ザう に、 政が 家と なつて ドィッを ホて 直さう との 決 
ふを 一廊 かためた のは この 時の ことで ず。 

一發 やらう 

その 料の 十一 加 お t ッ トラ— は熙护 を ミし い、、、 ユン ヘンに もど ミホ ましたが 
俯 一つが. おいことは ぁりま ミで ち ss のがは いょく ひろが ミげ くば かりで 
ユダャが が 抓す るが 穀 1 碧 ザと なつて しま ひましたち 艦 も それを どうす る こと 
も出來 ません。 

その 骄ヒッ トクー はま だが もない 新が でした が、 その 燃える やうを を國ム は、 共產 
齡に とつて 觀 がの!! いものでした。 倘 とかして 今のう ちに この 邪魔を を ザつつ けて レ 
まひたい とつけ ねらつ てゐ たのは あた リ まへの ことです。 

がの 年の ミ 巧 ご 十 お 日夜 明け方、 ヒット ラ f は 部 度の 外ブな にあら いを 音が 聞え た 
ので、 俯躬 かと 贼 って ゐ るち やがてが から 劈して 巧た のは 一一 K の 男 ミち 


に ふ 

たツ トク I が どを りつけ ると、 一二 人が 



と いづし よに なつて ヒット ラ I をつ かまへ ようとし ました 

けれども 瓣 度か戰 場を < ぐ つて 來た ヒット ラー は 少しも 騷 がず - 

--へ ぱク 

「よし、 つかまへ る をら、 つかまへ てみ ろ、 その 前 こいつを 一發 やらう。」 

と すばやく 齡を似 ピ-げ て ミ^の 祇 につきつ けました。 すると ミ 人の 男は 始めの 勢は ど 
こへ やら、 1円 くを つて 逃げて 行つ てし まひました。 

演說 を 

それから 總ミ ここは、 髮 一が 軒からの がれて、*% に繁醫 織が 誤が ぅを 

だ てられ ましたが、 ヒット ター はこの 脱がの 齡 をを なと ぃク て、 物事を 調べる 巧を ぃ 
ひつ けられました。 

W 〇 セ 


1 o 八 

「四 五が が， に 「ドイッ 勞 働を 蘇」 とい ふ夕 でお說 をが 即 かれる はず だ ホら、 どんな 
人が どんな ことを ザる のか しらべて 巧い。」 

ヒット ク [は 或 曰かう いふ 命令を 上 {ロ ホら 巧け たので、 巧に おその 衛說 をに かつて 
見る ことにしました。 

が說 をした のはみ なりぶ の 知られた ブユ f ダ ー とい ふ 人で この 人の が說 をき いて 

な A じぶ かふ'?. 

ゐる うちに ヒット ラー は 何となく うれしく をリ ました。 自分の 考 へて ゐる やうを こと 
をい つて くれたから です。 が說が 終つ たので かへ らうと 化つ て ホち かける と、 突然 一 
心の 紳 十； が 立つて、 

「化は ソユー ダ ー の 意 化に 反對 である、 巧々 はこの バイ H ^ ンをプ 。シャ から 獨立 
させて、 ォー スト リアと 結んで ドイッ 帝幽を 雄て なければ ならない。」 

とい ひ， 齡 ると、 ヒットう [はも うぢつ として ゐられ ませんで した。 いきを リ立 つて ヒ 
ッ トラ— がが を 始めました。 ヒット ラー はが 說 をを しらべに 巧つ て自 かがが 說 する 


をん てを かしを ことです が、 この 紳 十； のまち がつ た考を このまま にして わ < ことが 出 
來 をかつた のです。 みんなは、 

「この 若を は 何を いひ 出す のか。」 

とがめは 趴龄 にして ゐ ましたが 、ヒット ラー の 燃える やうを 愛 國の聲 はいつ のまに か 
尸々 の邮を わき 立たせ、 誰 一人 聲も 立てずに きいて ゐ ました。 ヒット ラ f はこの 成 巧 
に 得な にを つて かへ つて 來 ました。 

ところが それから 一過 問 もたたない うちに、 ヒツ トク r のと ころへ 一通の：； ザキが 
とどきました。 何 だら うと 化つ て 殻んで おる と、 ‘ 

「故を ドィッ 勞働お 觀の黛 員に して 上げる から、 ホる 水嗯 日に 出て わいで なさい OJ 
と 巧いて あ々 ました。 

ヒット クーは それを 化て 始めを かしく 化 ひました。 

「これは この あ ひだ 觀說 をを 開いた 人たち だ、 僕を さろ ひ 入れょう とする の だな。 

一〇 化 


しかしう つかり あんを 仲 脚に 入れを い。」 

と齡 ひました が、 まあが もがげ って 化ょうと 考 へて、 水幡 日が 來 ると^ ダ キに蒂 いて 
あつた 時刻に、 齊 いてを つた 巧 所 にげつ て 化ました。 

がつ てがると ヒット ラ I を 新しい 仲間に 加へ ると いふ 手續 きをす る ことにを リ まし 
た。 ところが 「ドィッが 働 も 黛」 とい 么と いかにも リ つばさう です が、 •その 仲間つ ま 
り齡躬 は® かに 六 八し かゐ をい のです。 これには ヒット ラー も あきれ ましたが、 ほん 
とに ドィッを 齡ふミ だち 猶が あったので、 もう 笑ん ことが 祟 ま ミミち 

卜 さ 

だら うかがるまい かと まょつ て、 その 日は そのまま かへ つて ホました が、 それから 二 
がの 齡‘ いろ-^ と' 如 勤 をした あげく、 とう'-^ その li 齡 とを るか、 むを しました。 そし 

て！！ 基が q 8 義叢 へられた。 です が、 これ こそ ヒット ラ ふな ぉに ぉを ミが 
すが ー ホであった のでした。 

しかし ヒット クー たちの I 心 恥は 始めは まことに 小さい もので、 ミュンヘンでは 誰も 


戴の が邮ミ がら ミ おでした 。我 ぃ ミ さっぱり か 集って ホ ませち 或 時 
ヒット ク [ は横說 會を關 くた め 八十な の 切符を くば リ ました 力 會が 始まる 時 一 亥に を 
っても がない ので、 一則 邮 のばして やっと 槪 めた とき 皆 まって ゐ たのは 仲 問の 
と 人 だけで ありました。 

わ & を*、 す こ い i わっ L ふぶ ふ くわっ 一 こく 

これでは いけない と 思つ て邮 間が 少しづつ 金を 集め、 ミュンヘンの 新聞に 廣吿 しま 
ずと、 るのと； きは がが のと 時に 百 十一ん も集リ ました。 ヒット ラ （は 二番 日に 一一 一十 か 
ほど 齡齡 しました が、 がさを が 獻に柴 つた 人々 は、 まるで 電氣 にか けられた やぅに 
をつ て‘ ヒット ラ I の 言葉に 巧を かたわけ ました。 

これ ミヒッ トラー の S がは 數 にが ざまし いもので、 やが ミす 一歲 ミッ トラー 

にょ ミ がれた のが 恥が 「邮 賊穀義 ドィッ 辦黑」 で、 もを S いて ナチ ス とか 
ナチと かがんで ゐ るので す。 ナチ スと いふが は新閒 でも 度々 化た ことがある でせ 




ご と.. 乂 ホ少だ はた じ な I 

そのが十何がの間‘ ド イ ッ のために働き クづけて來た ヒ ッ ト ク| のナ チ ス は いつ 

• . 1 ふ 

のまに か ドイッの がが をし つかりと その 手に わさめ てし まひ、. 一を 一面 ザには ヒンデ 

b たら 

ンブ V クが 艦縣 がを くなる と、 その あとを ついだ ヒット ク t にょつ て、 おしい ドイッ 
が うちたてられて 巧き ました。 

どこが えらい 

ヒット ラー が やつた 仕躬 について は あとで わ 話す る ことにし ますが、 ここで ヒット 
6 C < だ t 在い 、 

う一 が どんを 人で あるかを つけ かへ て わき ませう。 ヒット ラ [は现 巧の ドイッ い ザ 

ドイッばかリではをい^がの^^であるけれども’ そのえらさはどこにあるのでせう 

か 0 

P マ を，-。 ミ C つ わ ミ 请。 Ml , ，か*'^-」 に，- 

ヒット ラー のから だから 洩き 出る 踰 力は 化に 焼く ばかりで、 その 側く に 岡は 每日 "T 

こ じか ふた じつ 3 い。 い 

邮化ム だとい はれて ゐ ます。 すると あとは たった 六 時間 おらず でず から、 化隙胁 

- ip なれ じ 

るのは ミ 糾邮か 四恤齡 侃で せぅ。 たった それだけ 眠った だけで‘ あんなず ばらしぃ 澗 

一二 一一 


でな ふつ ゥ ひと 正 U でき 

きが 山 巧る のです から、 それだけ でも 普通の 人の とても 眞 似の 出 巧る ことでは あり ミ 

じか ふ むい えい かづ U わじ かふ 

せん。 ナポレォン もでは リ四五 時間し か 眼ら を かつた さう です が、 英雄の 眠る 時 問は 
挪 がに 斌 かぃので す。 しかし そのが々 るの がかい 時間の 間に、 化の 人のと 時間、 八 時 
郎 にも まさつて ぐつ すリ胁 るので す。 いくら 長い 時 巧 股 つても‘ 夢 ばかり 化たり、 う 

1 J め れ むかな 

つ--.^ して 盼 つて ゐる のか 目を さまして ゐる のか わからない ザう を 眠り 力では だめな 

みな むい I 

のでず。 どうで ず 皆さんは ぐつ ずり 脈れ まずぇ 

じか ふ れけ < い つどっ で 3 じ々 ゥ ぶふ わは 、 色’ の 

たつた 一二 四時 間の 眠りで あんなに 活動 出 巧る のは、 きつと 滋養分のを いもい し k 物 
をが ベる からだと がふ かも かれません が、 意外に も ヒット ラー は 菜を であ リ ます。 菜 
.がいぃ ふ Q は S ゃ 賢 もに しなぃ、 I ? お磬 ■^リ をを ベて ゐる ことで、 昔から お 生を 

ひ t , •‘ さ.、 しよくよ とわ ま かふが ごろ さゥた 乂 やっぶ 

した 人々 は猴 をの 人が みいので す。 これを 考へ ると 御馳走を をべ をければ ホ 夫に をれ 

お S >け よ 生ち が ゥへ さけさけ 

をい と 化 ふのは 大 間違 ひです。 その上 ヒット ラー は 酒、 酒と いつても ビ I ルで せう が 
がし ものまない し’ 聯を もす はない。 いや、 いそがしくて 酒 も 煙を も 口にする ひま さ 


へない のか も かれません。 

ヒッ トラ— は 5 きなが 龄を もつ てゐ ます。 ピスト？ せう か、 劍 でせ うか、 いやを 

と， Si ゎづ ひ， と リこム f リ-ん ^ で 

んな ものでは ありません。 ピストル でも 劍 でも まさかの 時には 僅かに 一人う 二人の か 

を騎 ふこと ぉ繫ま ミが、 ヒット T のが 據千 K んぃザ S 驚 百齡だ 

っ かえ.； ゆ ウベ ふ 

なが 亂 かす こ AJ が k がるので す。 俯 ミう、 それ ミッ トラ— の 雄 辯で あリ ます。 雄 辯 

, めヴ くん ちいら ひと--^-- こ、 ろ 

といん G は 齡骼も おを C とです。 ヒッ トラ— はこ。 雄 辯。 力に ミ'^ 令のを す 
ミリ ミみ おのが がが がに 範 かす ことが 繫 るので スも ミスト I リも劍 ょ 
々ももつ とくが きながが はありません か。 しかし かう いつたから とて ヒット ラー が 

pp 1 > 〜ふ 丈な、 し 

ただ 髮 がうまい とち II が おお だとい ふだけ では ぁジ ません。 か 論 話もう まいで せ 
うが、 るれ ょりも ヒッ- ラ ふ S の! は そのが の ザうな 辦 です。 髮 です。 ミ 
で^がは 恥 かされる のです 。さつき ヒット クー がを い 時に ル さを を 巧で やつた が說 
がが 心 か、 を齡 じさせた ことを 話しました が、 ヒット ラ I が 「がが ドィッ 闕巧 諸君」 

1 r 五 


二 六 

と 呼びかけ ると、 もう 人々 は その 雄 辯に 醉 はされ てし まう のです。 いつか クデ ォでヒ 
ッ トラー のが 說が口 本に も中繼 された ことがあ リ ましたが、 これから もき つと あるで 
せう から、 ょく 氣を つけて ゐ てきいて ごらんなさい。 たと へ 意 ホが わからなくても ヒ 
ッ ト クー の魂がクデ ォを述して傳つて巧るでせう。 

ヒ ッ ト ラ f は非常にすぐれた才能をも つてゐることはいふまでもあリませんが' た 
だ 生れつきの 才能 だけでは えらく をれ ません。 もう 一つ 大切を ことは 巧 力です。 さつ 
きもい つた 通リ ー日に 十八 時 邮 な 上 も 働く とい ふこと が、 i 口 通の 人の 巧 ホる ととでは 
ありま せんが、 ここで 忘れて をらない ことは、 ヒット ターは 常にた だ 一つの 目標に 巧 

ず、 くて を 6 くて 巧 

つて 進んで ゐる とい ふこと です。 ヒット ラー の 目的は たつた 一つ、 その 目的の ために 
は どんな 邪魔物が あらう と 障 恥が あらう とこれ をつ き 破つ て 行く ので、 たと へ 天才が. 
あつても 努力は しても 度々 目標を かへ る やうでは、 どの 目的 も 達する ことが 出 巧 ま 
せん。 


では ヒット タ [のた だ 一つの 目熙 とい ふのは 何でせ うか、 それは りっぱな ドイツ 國 



い ゆろ 


サ くむ 


のかを ねらつ てゐる もの も少 くないで せう が、 


を 作り上げる とい ふこと であ リ 

はか 

ます。 これより 外に ヒット ラ— 
は考 へた ことがない です。 寢て 
もさ めても 大 ドイツの 建設と い 

み 化 玉 

ふこと だけが ヒット タ I の； がの 


わか 


こくみ ふ 


中に あるので す。 ドィツ 闕巧は 

らんす％ 

ヒット ラ f を 避 敬して ゐる けれ 

じふ 

ども ユダヤ人の ザう に ヒット ラ 
(に 敵藏 をいだ き、 ヒット ク I 


^ 化く •し tt ミ わ ひだ - f つ じぶ ふ 化 I 

「私が ドィツの ために 側いて ゐる 脚は 化して 日々 じ哪 丸は あたらない 0 J 


と 信じて、 がい ザうな 巧 所へ も 平氣で 出かけて 巧く さう です。 何とい ふ强い 信念で せ 
50 

しかし ヒット ク （の めざましい 働きを 化て、 ただ 智 謡の すぐれた 策略に 長 じた 人 だ 
と考 へる のは 大きな 閒違 ひです。 ヒット クー はなに 正直な 人な のです。 ヒット ラー に 
出を つた 或 人が、 

「私は ヒット ラー をえ らい 乂 だとい ふことは あまり 臧 じを かつた が、 正 巧で 巧して 
败 のつ けない 人 だと mi つた。」 

といつ てゐる 位です。 

觀 がの 驚 裳 驚 I で、 ゎがピ S して だ も ii が ぁりま ミ。 が 资籍ミ も- 

一が がに つけない でが 邮 してし まふと いふ ことです。 それでは どうして <ら すかと い 
へば、 がが の聲い たがの わ 柳を ボ齡 から 脚へ る、 それが ヒット ラー の ホ活の 费 用 にを 
ると いふ ことであります。 


ハイル •ヒツ トラ ー 

だぶ ふ す こ かを わで こ < か ： ）诚"^ - : ^ 

こんなに 自 みのこと をみ しも 考へ ないて 夕闕 家の こと しづ ヒットラ^ ~ の 一 ぉ {ず*、 
のです から ドイッ 郎圾の ヒット ク ーに對 する 息 敬は ホ 常を ものです。 ベ^リンの ゥィ 
ここ 齡 と繫！ i 玉熙 のがび た 敬？ があります ち ここが ヒット ラ— の 化 居で 
す。 鍛 侃の 齡 にゥィ ごこ 麟 料が あって’ いくっかの ペンチが をらん でゐ ますが、 
齡が 軒ら うが 臟が がかう が、 そこには 私が" 群 齡がゐ をい ことはありません。 どうかし 

で‘ ； た め み じふ の ダ 

て ヒット ラー が 出 t 入りす るを を， 一目で もい いから 巧たい とい ふの が、 ドイッ人の 望 
みなので す。 賦於觀 を あけて、 ヒット ク f のがが I 略 窺に 現れょう ものなら 、人々 はも 
.う 氣狂 ひの やうに なつて、 

「戶 イ^ •ヒット ク I 」 

と びます。 これは 「ヒット ラ 1、 萬 歲！」 とい ふ 意味です。 ずると ヒット ラ ーはん 


が 人に を ふと、 

「戶イ 八 •ヒツ トク • ~ 」 

といつ て をし まず、' それが いつのまにか、 「、- イラー」 と 聞え る やぅに なつた ほど 
.どんを 心で もこの が觀 をが します。 だから 日本人が ドイッ人に 會 つて’ この 挨 がを ザ 
ると きつと 喜ぶ にち が ひありません。 

ヒットラ^ — は 卯を こそして ゐ ません が、 ドイッの 皇 ホの やぅを ものです。 まるで 神 

3 : ■ずウ て • ゆ せ-：' ざ./ 

様と しこ 禁祗 されて ゐ ます。 ドイッに 巧く とよ < ヒット ラ— とヒン グン ブル グ のち 像 
がならべ てかがけてゐます"' 

ヒ ンザン ブル グが 一はが がが 鹏の辟 ドイッ 取を 指き 揮した おがを 將_ がで •大統領と な 
つて 郎賊の 解 敬を 一み ピ めました が、 昭か化 年に この 世を まつた 人でぁります。 こ 
の? f 人の 解ん が フン* テ リック ザ 王と 一し よに ならんだ 石版 謹 もよ く 賣てゐ ます。 

がに ヒット クーの 出た ことによ つて ドイッは 元' 氣 づき、 舉國 一致 大 ドイッの 趣齡に 


一. か ず、 *ヴ 

がつ て 驚んで ゐ るので あります が、 ヒット ラ [の ナチ スが どんなにして ドイッを 統一 
してが たか、 それから どうして 化界 の舞讓 で 活動ず る ザう になつ たか、 改めて お 誦す 
る ことにし ませう。 

さう'-^ もう 一つ ヒッ トク t について つけ 加へ て おく ことがあります 。ヒット タ I 
はま だが：^ がない ですから モ 化の ある 答 もあリ ません が、 非常に モ 化が がきで 、す 
巧たち も ヒット ラ ー が大 がきです 。ヒット ラ I がモ 化が きな のは モ 化が いあいからで 
あります が、 もう 一つ こ 半 倘は將 がの ドイッを 巧を つて 立つ 大切を 國のお だと 考 へて ゐ 
るからで ありませ う。 ドイッの が 化は ドイッの 敬なら、 日 ボのモ 供は 口 本の 巧です、 
これからの 口 本を もつ とリ つばに して 巧 < のは哲 さんです。 この ことを しつ か リムに 
とわて わいて 下さい。 


二三 

十 ナチ スの話 

十 モスの 誕生 

今の ドイッは ヒット ク （の ドイッで あリ 、ナチ スの ドイッです。 ですから がり ドイ 

-し } 

ツをかるためには、 ヒットクーをかリ、 ナチスをからねばをリません。 それではこ1 
から ナチ スが これまで どんな ことを して ホた ホを わ しませぅ。 - 

この削、 ヒットラーがドイッ努働黛の仲間にがつたことをわ||しましたが、 このド 
イッ 勞働黨 とい ふのは 名前 だけは りっぱ だけれ ども、! は ヒット ターを 旭へ てた っ 
たと 夕 しかな かつた のです。 

それから^ 貞は あ々 銜諮 をが 贈き ましたが、 いざ 鹏 "いてみ ると いくらが っても が 
集ま ミが ま ミミち しかしが して お齡 しないで いろ^ が おしを を g める こ 
とに 骨を がりました。 . . 


ヒット ジふ ドイッ 霸 fl の £1: にがってから、 がヶ がた って、 がま ミ 齡首こ 
クス ク—に 做っ てヒッ トク ふ 無' おにを リ ましを |一| 首 AJ いふのは 黛を 率ゐ る一靈 
です。 そのと きは すは り は自 がを 加へ てた つたと 人し かゐ ないし、 黨の 財を が 僅 
か ご一 邮と 十五 徽だ つたので すから、 かさい 黨 であり ましたが、 この頃から ヒット ラ— 
は の， 心 にがつえ らいと ころが あつたに ちが ひありません。 

やがて ヒット ラー にょつ て歡 のがが か へられました。 それが 「國民 社を 主義 トイ ッ 
S 西」 とい ふ S いわ づ かしを で、 & い ミ ゃぅに ナチ ス とか ナチ ミ ふのは そ 
れん 略した ものです。 

そして 一九 一一〇 似 一一がっ には、 この 「郎黯 蟹懿 ドイッ iss 」 のがで 縱ミ驚 
會を 開きました。 

ナチ スの M じる しもに、 S がが 鹏 かれた のは、 これが 配 桃 ミミので え 
ミナ 于ス GS 泰 Q がに が b せる &一 & でぁ ミので ぇ 


い 


一二 凹 

お說かじ化つたのはまだ儘か百名でした。 ヒ ッ ト ラーは乂ぜ いの前に立つてが說す 
るの が これが 始めて でした が、 ヒット ラー の 雄 辯は 忽ち 人々 を咸激 させ、 人々 は 巧 先 
きに とわ 金を 出しました。 ホから 次へ と 巧の， もじ なげこまれる 銀货や 白銅の 音を 間い 
て忡肾 のがは、 

「ありがたい、 今に ナチ スの 天下になる ぞ 。 J 
とわ ど ク 上 つて 喜びました が、 それが やがて 事實 となつ たのです。 

監 辯 

たつたと 人から 出潑 した ナチ ス 黛は 一九二 0 年の 五が には 百 一二 十 人の 黨 員と なり， 
十月には もぅ 一千 人に 達し、 日に 巧に 大きくな つて、 一一 一年 後には バィ H ルンの 一大 あ 
を 勢力と をり ました。 それを 喜ばを かつた のは 共產黨 です。 共を 黨は ナチ スの成 県が J 
妨げょぅ として 必： 化に なりました。 

そこで ナチ スの 方では 巧 擊阪を 化繊して、 おを 鑛に備 へました が、 ナチ ス が病雞 


とはいつ か 衝突し なければ ならを かつた のです。 

一九二 二 一粒 十一が 心が のが、 ミュンヘン にが 騷辦が 持ち 上って、 ぁらしの やぅに ミ 

ふ よ < じつ 、しみ づぐふ サ ふと ゥ 

ュン ヘンを 吹き ま < つた ナチ ス は、 その 型 日 ヒット ク I ヴルー ダン ドルフ 將 軍を ホ 頭 
に ミュンヘン 市 巧を ねリ ホき ました。 

しかし そのと きが 挣に 现れた 聲官隊 のた め、 さん 4\な 目にあ ひ、 まもなく ヒット 
ラ [も その 友人 もみん な 補 へられました。 

ヒッ トラ— はお 斬を 暫た聰 で-五ヶ 鮮の删 ミ ひ 職され て、 クン ズごク とぃ ふ 
ところの 點 載献斷 にがげ こまれました。 職 新は 日本では 刑務所と いって ゐ ますが 罪人 
を 入れる ところでず。 

齡斯 に— はがさい も ik がを って その まは りに 十二の 部 屠が をり、 ここに 十二 人の ナチ 
ス瓣貨 が 入れられて ゐ ました。 


ッ ト ブーもこの中庭の散ホが 1 帯うれしい時で、 

「靑 空が 化え る。 <」 

といつ てみ 化の ザう に 喜びました。 

W 庭に 山る と黨 貫と 斯 にいろ/ \ な ことを 話しました が， 一言 も 政治の 己と を 口に 
せず、 をの 太陽 や 巧 や 星に ついて 話す ばかりでした。 

「僕は どうも 月は きら ひだね、 何だか まるで 死んで ゐる やう だから OJ 
ヒッ トク— は 政 もたよ A にして ゐる 仲間の ヘスに おつて 時々 こんを 話を しました。 ヒ 
ッ トラ I はやは りが える 太陽の やうな 人です から、 月が 嫌 ひを の も 無理が ありません 
が、 このと きには 大雄 辯を のを もを か 政治を のをは どこに もな く、 まるで 化んだ 巧の 
やうでした。 

けれども ヒット クー は-化ん では ゐを かつた のです。 或る n ヘスが、 ふいにい ひまし 


r ちょう ど 今が 一番ょ い 時 だと 化 ひます が。」 

「それは 何の こと だ。」 

「拟 々ナチ スの 運動を 天下に 知らせる ために 本を 專く とき だと 思 ふので す。」 

「さう だ、 たしかに さう だ OJ . 
fc ッ トクー の 目は 喜びに 輝きました。 そして 八す 頁の 「巧が 戰 ひ」 とい ふ 大きな 蒂物 
が この 牢 雇の 中で 赛き 上げられた のです。 

演說 禁止 

さ‘ は ひ かふ ごく で 

単な ことに ヒッ トク I は、 まもを ぐ ゆるされて 監獄を 出ました。 しかし そのと きに 
は、 ナチ スの掀 がすつ かり 船れ てし まつて ゐ たので、 もう 一度 腊 びを ほず 必 嬰が をつ 
て、 ヒッ トク— はぢ つと か < れてゐ て どこに も 夢を 現しませんで したから、 どこに ゐ 
るの かさへ わかりませんでした。 

「ヒット ク （は 故鄉へ かへ つて ゐる さう だ。」 


一二 八 


「ヒツ トクー は 政治を 化 ひきつて しまつた さう だ。- 


こんな 晦が 方々 に 聞え ました。 

ム化、 え ふ ぜつく わい みら 

ところが まもを く ヒット ターは 巧び ミュンヘンの 满說 會に现 はれる とい ふニュ r ス 

なじな I に ふ ひと''.:: >■ くいいず やう 

がどこからか脚えて來ました。 その化兰千乂の人々がホ フ プ 。 ィ ^ ゥ スと いふを 場 

をと に ふ ひと-^ こと こ乂 

にぎつ しりと つま リ 、まだ 外には 千 人の 人々 が 一言で もヒッ トクー の 雖を聽 かぅ とし 

た さわ ひと--=-- がいけ ふ、 し々 うぐ ふわ か を ちが 

て 立ち騒いで ゐ ました。 人々 はまる で 飢旋將 がを 迎 へる やぅに 氣を ひの やぅに なつて、 

ご ご はく、 しゅ おく 

ヒット ラー の 1 語 j 語に が 手を 送リ ました。 

たいへ，？ • * たなに みこ 、し 

「これは 乂 獲な こと だ、 义何 かおる かも 知れを い。」 

を -J つ > たい 

わ どろいた バィ ユ ルン 政が は 《 遂に ヒット ク ーに對 して、 

こふ ごえ 乂 ザつ 

「今後が 說 しては ならめ OJ 

とい ふ蔡止 令を 出しました。 ヒット ラ f の おも 恐るべき 武器 雄 揺を 奪つ てし まつた の 
です。 それは バィ ユ^ン だけでは をく プ n シャ でも ナクソ ニャで も愁 化せられ . k ッ 


トラ [の 銜說を 許された のは、 ドィッ 國 巧で ただ メクレンブルクと チュ I リン ザァと 
いふ 小さい 二 州 ばかりでした。 

ヒ ッ ト ラーのが說が止められた位ですから、 ナチ スは耶から抑 へ つけられました。 
一番 ひどい 目にぁ づ たのは 突. 擊隊 で、 すべての 武器は 取上げられ、 鉛筆を けづる ナィ 
フ ーつ 持つ てゐて もす ぐつ かま へられる とい ふ巧樣 でした。 しかし これで ナチ ス はも 
う ホち 上れを かつた でせ うか。 

一 一年の 後 ヒット ラ— の 满說が やつと 許された とき、 ミュンヘンの チ-八 ヵス ク P — ネ 
とい ふと 千 人まで 入れる 大を 場に、 八 千 人が 身動き 旧 巧を いほ どに つめかけ、 まだ 
いくらでも 蜡の やうに つづいて 巧し ょせました。 ‘ 

その 年の 六 巧 六が、 ヒット ラ [が 於觀を 出てから 最 かの ナチ ス麗大 が 開かれた と 
き 一巧の 懲 貫が 集まり ましたが、 ュッ センの が 夫たち は、 親 か ヒット ターの 顔が 化た 
くて、 トラックで 四十 時間 ゆられながら はる f やつて 巧た ほどでした。 


も 弓 ふ <れ 上る ナチ ス をが へる ことは 出來 ません。 忽ち 媒 貝は 二倍と なり 一一 一倍と な 

リ 十倍と なり、 お產驚 その他の 反對黨 
が どんなに 邪魔を しよぅと しても ただ 
のびる ばかり。 •かぅ して 一 化 一二 一一 一年に 
^ は ヒット ラー は總理 大臣に をつて、 內 
の 瞄を 組織す る ことにを りました から、 

ヒ いを かを 

ブ いよ^'-^ 今までの ナチ スの考 へて ゐた 
ラ ことを、 どし/^ 實巧 して 巧き ました。 
一 その 中で 大切を ことの 一つは、 一九 一二 
五 年 (昭和 十 年) に ナチ スの 旗を ドィッ 
の國 旗と ぶめ たこと でを ります。 




ドイツ 國旗 

ミ こくを 乙 ごろ につ ぽふ 、 / む） 

皆さんは ドイツ 國 巧を かつて ゐま すか この頃よ く 日本、 ドイツ イ タリー 三國の 
郎那が をら ベて かかげられ ますから、 きつと 皆さん も 見た ことがあ るで せう。 

「化 跡に ある わ ホの しるしと 同じです OJ 

とい ふ 八が あるか も かれません ね。 あ程與 によく 似て ゐ ますが、 少しち がつ てゐま 
す。 船 即 の わ ¥ のしる しは がと いふので すが、 ドイツ 國旗 はみで、 わ ホの しるしと 反 
對 になつ てゐ ます。 

これには どうい ふ 息 ホが あるので せう か。 

ドイツの 邮邮 は渝め ナチ ス 齡 のしる しとして 用 ひられた もので、 ホを の 地の 中央に 
£ 邮が邮 をぬ き、 そのが においつ たみが 黙' 5 がか かれた ものです。 この 逆 古の こと 
を ドイツでは；；— ゲン •ク 。イツ， □本 語で いへ ば 鉤十字と 呼んで ゐ ます。 このし る 

しは •トィ ッだ籍 が冀雙 て ゐた緊 を繫 化」 ミので、 背から 神 盤な 獻ぃ 

一三 一 



ニニ ニ 

をた はウ 

のとされ てゐ たのです。 しかしもぅ 一つは ヨ —n ツ パの 化の モ 

ま よけ 


で卜 n — ^ 神の 槐 として 魔 除 じされて ゐ たもの だと もい はれて 
ゐ ますこ 


かみ かみむ リか みさ 生 てつ つち 

。— ルの 神と いふのは 雷の 神 稼で、 一つの 鐵の雄 


を 持つ てち 人たち とたた かつた の だとい ひ傳 へられて ゐま 

< れヴ みや ゥ 

す。 それは まあ どぅで もよ いとして、 この しるしは 化 明 
と 単 ii のしる しで、 ホ 似は 熱血、 ホ 誠、 太陽を あらは し 
たものを のです。 巧に いつて わきます が、 帽覃 その他の 
しるしに 兩驳を ひろげた 黯が阅 にわ さめられた 鉤十字を 
つかんで ゐる をが、 用 ひられて ゐ るのを をさん も 見た こ 
とが ありませ ぅ。 

第 I 二國家 

これまで 教 々話しました が、 ドィッは 聯邦と いつて いくつかの 


がより がつ て 一つに なつて ゐ るので、 うつか リ すると それが ゆるんで ばら'''-^ には 

れん 王ウ ザ ふ I た 

をれ てし まひ やすいので’ 聯 'がを やめて を ドイツを 一つに するとい ふことは、 今まで 
も^ふ^られ たので したが、 ビス マ': クの やうな えらい 人で さへ、 それを ザる ことが 出 
がませんでした。 ところが ナチ ス は、 りつぱに ずり とげて しまつた のです。 そこで 始 
めて ほんと に 統一した ドイッ 國を ボ出來 上りました。 

一空亩ザ ドイッ邮皆あめられた前のがの^^月ーーが、 ドイッが巧阅の大統領と 
して、 ドイッ 鬚 おの 紙 織を 一 おに ぁ ミミた ヒン •テン ブ； 將軍夕 军と歲 で 
このが をが りました ので、 ヒット ラー は 'k 理が臣 であると ともに、 お 軍の あとを つい 

をな 〇 

で ドイツを がめ る ことにな りました 

ヒッ トラ— は髮 がも義 でもない 。ですから、 ドイッは やすおか 閱の やうです 
が、 ナナス ドイッは フランス や アメリカが $ 断の ザう を 共巧阅 とはよ ほど 採モ がちが 
つて ゐ ます。 ヒット クーも 於亂邮 といは ないで 「指 燕を」 とい ふ おを け ひて ゐ るので 


この ナチ スの ドィッ 巧 族を 統一した 凹みを’ 第 ご一哪 家」 といつて ゐ ます。 鉛 j 邮 
家は 里 ハ ニ 年に ォットー がが の 築いた ドィッ、 ろれ から 一八と I 斟 ビスマルクが 齡齡 
し窄 ィッ 帝 阿が を 一 凹を、 そしてが ナチ ミ ドィッが 敵 一一 霞みを ので ミ 

十- ヒッ トラ ー 巧圃の 人々 

巧 一二 闽 をの ドィッが 出 ホ 上つ たのは まだ 間のを いこと で、 これから どんを にの び C 
巧く かぶ 物であります が、 これまでに きづき 上げた ヒット ク—は 巧に がえ らい もので 
えしを ヒッ トラ ふ ミな にえら くと も、 た ミづ各 こを けの がきを が 龍を 

なしとげる ことが 53 巧ません 。ヒット ラ f のまは りに ヒット ラー をた すける リつぱ を 
人々 がゐ るからで す。 

では ヒット ラ （の 周圃 には どんを 尸々 がゐ るかと いひます と、 イ^ や J ででは あ ク 


ません が、 ょ < .齡邮 ザ雜 誌に 出て < る 主な 人々 の わ 話 だけ 少しして わき ませぅ。 

ヘルマン •ヴ— リンク 

.•.こみ に か だ れふ ぐ わつ 

寫 '眞で 見る と 一寸 ムッソ リニ I に 似た 顔ではぁりません か。 一八 九 S 年 一巧、 バイ 

ヴた 

エ ルンの 口 [ゼン^ イムに 生れました。 

とう リやヴ せいむ ふ 

わ 父さんは もとの ドイッ 領西 南アフリカ 
- の鹏 がで ぁつたと いふ ホら、 リっぱ をを 

ノ てい を だ ひと ちづ わゥ义 うれ ふが< かう い ゥとゥ 

ゾ 歷に 巧った 人です。 中央 幼年 學 校を 權 等. 

^ せ •，せ さ をつ げム 

鹏 の 成績で 卒業す ると、 ミ J — ごゥ セン 

は へいれ ふわい はい 、 

の步兵 聯隊に 入り ましたが まもを < ミ 
ュン ヘンが I ぞ歴 おと 圃民 經濟 とい ふ學 
邮を I ? び ましち i 擊 S が齡 ると S 享 iiSM とおに が一 襄 と」 て 非 ぉにを 

がて ましたが、 しばらく 减换 のた めが 戰 .橋院 にんつ てゐ ました。 それから 一一 十一 歲の 

ニニ 五 



I ミ ハ 

とき 繁に が？、 一 九 一八 黨 がな リヒト ホ f フェン I 辭挺 r て齡 ill lllr 

レ わと ゆヴ かい 

射 落して 黄么を とどろかせました。 

わい サ ふご かっ わ でツ 令く こふ ご <づぐ ふ 

火戰 後の 瓣が條 約で ドイツは 今後 空带を おく ことは ならない と きめられて しまつた 

ひ かづ 化い かいる ふ ざ ふ.；？ ベ 

ので’ 飛行隊を 解散し をければ をら をくな りました が、 そのと きの ゲー リンクの 殘を 
さは どんを でぁつ たでせ ぅ。 今にき つと 强い ドイツ 空軍を 作つ て 見せる とふに 暂 ひ’ 
淚 をのんで しばらく 辭 とわ 抓れし ました C 孤が の ドイツ お 載が ゲー リンクの が'^ 
ょつ て. めざましい 發展を とげて ホた ことを お ふと、 人の 一、 むは 恐ろしい もの だと 思 
ひます。 

ザ ヶ r リンク かお 帥で 船 沿 大臣、 ドイツの も 私と 船 もがを 一が に!：； がって ゐる で 
非常を 親日家つ ま リロ 本び いきの 人です。 日齡 防共 献 巧が 結ばれた のは ゲ ーリンクの 

巧：；； なリ 乎く k 

督巧 にょる ことが 少く をい のです。 


ヨセフ •ケツ ベルス 

この 乂は宣 傅 大臣です" 宣傅 大臣と いふと 日本には ありま せんが、 ナチ ス が" が がい 

ろ-^ の 仕事を やつて 巧く 上には’ それを 正しく 國 巧に 知らせなければ ならを い' さ 

うして 國 巧が ナチ ス 政府を 信賴 し、 みんな 力を なせて 巧かねば ならを いが > さ うい ふ 

役 日を すると ころが 宣傳 巧で その 大臣が 宣傳 相です。 宣傳 巧が 仕齡は 新^、 ラ デォ、 

映壺 等い ろ''- \ の 方面が あつて、 國 ほを 導いて が. くと ころ だと 覺え ておけ ばょ いでせ 
50 

ゲッベルスは からだが 小さく で、 もまけ にやせて ゐ るので、 iV 化る とがが にも 弱 
弱し さう に 化 はれる のです が、 一度 鶴の 上に 立つ て 演說を 始める と、 どこから あんを 

サ ，か。 ゴ わる ぐら & げ ふ-- む U ふかい た 

力が 的る かと 思 はれる 位、 その 一言々々 が、 きいて ゐる ものの 胸に 深く 入り こんで が 
くので す。 

U ふ づ玉 11 ウご 

一八 化よ が クィン ランドに 化れ ボン、 ミュンヘン、 ヶルン、 ベルリン 等の 九 I ぞ ia 


がゃ扉 S ミム認 を靈 い、 w •テ レノ •へ レノ， のが？ 歡 3 がを 披 けられ まし 

U ふ はい ゆク y ふ 

た それから 一九ニ ニ 年 ナチ スじ乂 ると、 その 雄 辯が ヒッ トクー にみ とめられて、 ぐ 

でから のげ かづべ ベ ぷ乂 乙やゥ むにび と をれ でさ 

ん 力を 仲し. その 雄 辯と 文章は 何人も お似が 化 ホを いとい はれて ゐる ほどです。 

i ドルフ •ヘス 

ヘスは 現な 潮總理 で、 ゲ f リンク やグッ ベルスと ホに ヒット ラ 1 の あとつぎと 勒* へ. 
られ てゐる 位で、 ヒット ラー のょ いか 齡 巧手であります。 ヘスは 一八 化 六 お 四が。 ュデ 
フトの アレ 单 ナン ドリアで 生れ そこの ドィッ 學 校を 卒業す ると、 父の 巧に つとめて 

ゐ ましを 繫が Sq ときは 邮晋 て、 ご； ン談ザ 驚と をって をが け、 

一時は 戰 化した ものと ばか リ胁 はれて ゐ たのです が、 教が じた ヘスは がに ひ 飛が 帶械に 
入 ク 巧 業 化は ゲ f リンクに 劣らめ 荒聽 とを つて 西部 戰 線を あばれ まは A まし も。 

一九二 四 年に ヒット ク f が ミュンヘンで 瓶說 をす るのを 閒き にがつて すつ かり 齡、 む. 
し' さつ そく ナチ スに乂 つて、 熱、 むに 働きました。 そのため も 都の ものから ねら はれ 


二度 も 負傷し、 と ケリ も 牢屋に お ザ こまれた とい ふ ほどで' その 雄 辯 もグッ ベルスに 
劣らめ とい はれて ゐ ます。 

ヨアヒム •フ オン •リツ ペン トロップ 

ノ イラー ト 巧の あとを ついで 外交 大臣と なつた 人で、 ライン ランドの 生れです。 日 
獨脚斯 協を か 成が につく した リッペ ント 。ップ は 今 外相と して ナすス 外 巧の 陣を進 
めよぅと して ゐ ます。 

アルフレッド •口 I ゼン ベルグ 

ナチ ス li の 外 知 恥 起で、 リッペ ン トロップと 手を とうて、 ナチ ス 外交を 背を つて ゐ 
る 八、 一八 九 ミ も その 骄 の。 シャ領 で 九， 戰後獨 立した ユス トニアの 首府 タリンで がれ 
ました。 モス コーが 脚り で 雄 榮を學 び、 卒業後 ドイツに 來た とき かめて ヒット ラー のが 
說を閒 いてす つかり 威 ふし、 すぐ ナチ スの 仲間入りを したと いふ 人です。 

ワルテル •フンク 


一巧 0 

巧い 凹 ドイッの 經 卿に 力を つくした シャ -卜随 ± が 、昭か 十一を ふ 十一月 ドマめ たを 

とに、 i 繫 が％ ミミます。 11 S とぃ ふ Q はが i 慧と聲 S いを％ を 

やうな ものな のです。 一八 化 0 年束プ 。シャ に 化れ、 ベルリン、 クイ プチ ヒ窮 のが 與 

ぺ， d を々々 せ かいわいせ ふ くは だ •どこ-, 

で 勉强し 世界 乂戰 にも 加は つたこと があります。 ナチ ス ドイツの 裏 所を きり まは して 

化 み <いリ ひ ク • はた こ 

巧く 盛い 役む を 引き受けた フンクは、 これから きつと すばらしい 働きを する ことで せ 
う。 ■ 

ヒ ツ ト ラ1 の周圆にはまだ-^えら い乂が いくらもゐますが、 こ の位^してわきま 
せう。 ところで この 人たち がそろ ひも そろつ て’ 大 へん 热い乂 である ことは 舰 もしい 
では あク ません か。 ゲー リンクは 四十 四， ゲッベルスは 四十、 ヘスは 四十 一、 リッべ 
ント n ッフが 四十 五 "（ゼン ベ^クは 四十 四、 フンクが の 十 化 •みんな 冗 十に をら 
をい 人 ばか リ 、この 若い 人々 が ヒット ク J をが 心に がが そろへ、 が' が齡 せて， 散い ド 
イッの 成を のために、 一を を がげ て 働いて ゐ るのは 巧に えらい もの だと 化 ひます。 


十ニ ナチ スの 外交 
聯盟 腕 退 

さて これまでは ナチ スが ドイツ 國 巧を 統一した ことを 話しました が、 これから 少し 
ナチ ス ドイツが 外 國に對 して どんを 働きを した かつ まり ナチ スの外 あにつ いて 話して 
みませう。 

昔から ドイツと フク ンスは 仲が 惡 いとき まつて ゐ ます。 そこで 化 巧 大戰に 勝つ たフ 
ランスは ゲユ ルナ イユ條 約で、 もう 二 巧 ドイツが 立てを いと 化 はれる ほどの 重荷を 負 
はせ たことは、 この 前 わ 話した 通々 で、 そのと きの ドイツは 實 にあ はれを ものです。 
領 は 四方 八み からけ づク おられる しお 巧 地は 化 上げられる. 丘 ハ阶を 超いて は をら を 
いとい ふし、 わ まけに とても 挪 へさう にもを いた < さんの が 金を いひつ けられ まし 
た。 こんなにまで わさへ つけられたら、 もう ホち 上がれを い 答な のです が、 ドイツ 四 


一骂 

巧は このを しさを たへ しのんで み しづつ 頭を あげて 巧ました。 しかし 一番 西つ たのは 
一助の^ ン をな ふのに、 紙帶 ホを かかへ て 巧かなければ ならめ とい ふやう にを つたこ 
とで、 こんを に ひどくな ると、 ドイッから 巧 金を とる こと も出來 をい とい ふので、 ア 

がつ こうこく 宁 ，から た 3 A む 

メリ カ 合ホ圃 をん かの 力で、 ドイッが 立ちを ほれる やうに がを がリ ました。 さう して 
ドイッ も 闕際聯 酷の 仲間には いるし、 一空 ニニ 解には 齡 おい ミ 十齡 マルクに までへら 
される ことにを 女ました。 

しかし 夕 はリ ドイツの 苦しみは 陋 くなら るいし、 いつまでも 動けを いやう にし ばり 
つけられて ゐる ことは ドイッ 國民は 承 か 出 ホません。 早く ドイッを しばつ てゐ るゲエ 
ル サイ ユ條 約と いふ 繩を 切りす てて しまへ とい ふ 班が、 いつとは なしに ドイッ 國 もの 

S 馬っ て S ましち こ ミ イッ 難の f がかを へて、 ドイッを 縣が 21 が ゃぅを 

狀態じ 取り 'もどした いと、 力づ よく 现れて ホた のは ナチ ス です。 そして ヒット ラ— は 
內 おを 化 織す ると 同時に、 


「ドィッは 巧 金は もう 一 錢も挪 へません。」 

ときつ ぱリ いひき つてし まひました。 

それから 一九 111111 年には が 巧 入つ てゐた 國際踰 盟を脫 退して 世界を びつ くり させ ま 
しち 郎 isAJ ぃふの-は 驚穀み ミを もので、* 世 察 S とぃ ふが 参の ぁとで 

ァメリヵが 齡邮の お船齡 パィ^ ソンが いひ 出して、 もう 二度と 戰爭 とい ふ 火事が 起き 

わ なみ 才 こ <3 いお ふめい を づばク 

をい ザう に、 もし 起きても ル 火のう ちに 消しと 坡 ょうとい ふの て關 際聯觀 と、 ふ谁防 
S 警 がっ ミで、 i 羁 G & ペ がが てぃこの 幾 だはぃ って ゐ ました。 蒙のう ち 
はほんと に齡 がの 仕審 をして ゐ たのです が、 年が たつに つれてこの 聯盟 も だん'^ ま 

奇 につぶ ふ とな リ •しむ ホっ ばっ < み ホ 6 

ちがつ たこと をす る やうに をつ て來 ました。 日本 も 隣の 支那 もこの お防がな にはい つ 
てゐ たけれ ども、 支那が 消防が でありを がら、 火を つける ことが すきで とう^'--^ 滿洲 
にまでが をつ けたので、 巧 It 平和と いふ 大切を 役目を もつ てゐる 日本は その 火を 消さ 
うとして お 瞬を^ したの が滿 洲事變 です。 このと き 聯盟は 火を つけた 嘘つきの 支那の 


一阳四 

ぃふ ことを ほを にして、 火堇渺 さう とし ミ ばかえ、 かへ って 6和. ち^が が 
をす る ゃうな が f った？ •おがが r 和ち も If 繫 した？ すが、 祭は •トイ 

だつ たい ふ々 い ご * 

ツも脫 退した のです から、 聯盟 も そろ-. ^ ぐらつき がして かました。 

トイ ツが臘 鹏を化 おした のは、 ドイツが 伸びて 巧 かう とする のを. 靴 邸の がんと な 
つて ゐる フタ ンス やイゲ リスが 瓣 がら 狐へ つけようと したので、 その 艦 の齡 おを や 

か 化 わ こ . 

リ ホに 怒つ てし まつた のです。 

ドイツの 聯盟 脫 退で 一番 驚いた のは 俯と いつても フランスです 。ドイツが めき { 

ホた ま く むに.*. 

頸 •を ぁげて 來 るのは、 フタ ンス にと ミ你 ょり 載が が U ぃので、 ドイツを 術へ っけて 

ゎづ ミと 7 ランスは ま ぞて 吸る こと も 祟 ま ミ。 がまで 齡ミふ がの がで 

んさ ブ I •"ホ • ご 

トイ ツ もがへ て來 たので ずが、 ドイツが 哪齡 からぬ けがして しまつた から、 俯と かし 

みた 主 

て ドイツの H を 抑へ つけよう として、 T マニア、 7 T •スタ ビア、 于二 •ス 

口 -^キァそ，，，，.を b /木 l うンドとぃふ.ザうをが々と敏して、 自がの黨の亂若齡庐 


をが つて ド イジの まは りを 取り かこんで しま ひました。 これで やれ^'^ と フランスが 
載-似して ゐ ましたが、 すぐ このまは りの 骄 がが ゆるみが して 來 たのです。 それは ドイ 
ツが あまり 齡く をつ てがたので > 如 さい 邮 W は フランス ばか ク にたょ つて ゐ ると‘ ひ 
どい がに あ ふか も 知れを いと 考へ 巧した からで あリ ます。 

ザ— ル もどる 

離繫 3 で 驚を 難せ ち ィッは、 一空 宝學墅 が Si がを び ミリさせる 

ちげ ヴ と 

ぞぅを ことを タリました。 それは どぅい ふこと かとい ふと ザ I ^ 地方を ドイツに 化り 
もどした ことです。 れた かも 知れません が、 化が 乂戰の 結果 ゲユ^ ナイ ユ條 約で ド 
イッの ザ— ル 驚は •十五 競 フタ ンス が蓋搬 がを して 主 おた ミから. 化んで 

ゐる 心^が 税 煎 にょつ て ドイツに もどる か フランス につ < かを きめる ことにを つて ゐ 

I じ ミ &の 

たのです。 こんを 約 k はして ゐて も、 フランス としては いつまでも ザー ルを 自分の 物 


にして わきた かつた にち が ひありません。 


一巧 お 


I 四み 

ところが、 いよ/ \ フク ンスか ドイツ か、 ザ （八の が 賊が觀 敷で きめる がが がまし 
た】 フク ンスザ ドイツは いふまで もない こと、 世 孤 和が、 その 総が がどぅを るか、^ 

み i に 

を见 はつて 待つ てゐ ました。 このと きには ドイツに ひいきす る邮は ほとんど あリ ませ 

〇 ^ つ だつ ぎむ 6 と ウへク 

ん ト イツが 巧から 次へ と 思 ひきつた ことを ずるので、 この お 敷が ドイツに とつて ぅ 

こ乂ど む忆 だ •し ^よ • 

まくい つたら、 今度は がを やリ 出す かわから をい とい ふ 必瞄も あつて > ダ！ ルが フク 
ン乂の ものと なつて ゐる ことを 夕 くの 闽 々が のぞんで ゐ たのです。 

ところが その お 要の 結果は どぅ だつ たでせ ぅか、 敦 W にも ザー ルの 心たち は ほ とん 
ど ドイツの 國巧 になり たいとい ふ お 粟を したので す。 もぅ フランス も賊辦 する ことが 

で さ ミぶ 

出來 ません。 ザー ルは 十五 年 振りで ドイツに もどる ことにを りました。 これは ザー 少 

ちに ゥ じふ わ ほず 

地方には 1 ドイツ人が 多く 化んで みたから でも ありまず が、 もし ドイツが ブ クン スに 
くらべて ずつ と 弱い 國だ つたら、 ザ （ルの 人たち は、 ドイツに もどる ことを!^ まを か 
うたか も 知れません。 


ザ— ^ は、- 面 横は せまいと ころです が、 有ぶ を お 炭の 產 地であります から、 ここを 
化り もどした ことは ドイツに とつて ぅれしい ことです。 るれ ょりも この ザ [ルを 取り 
もどした ことにょ つて、 ドイツの 力が 世界に みとめられ、 ナチ スの ドイツは 族が 一つ 
になる とい ふこと と、 失つ た領 虫を 化り もどす とい ふ 大きを 望みの 第ー ホを ふみ 出し 

れず 

たこと を ちれて はを りません。 

ザ— ^ を 化り もどした 早業に 世界中が 呆氣に とられて ゐ ると、 その 巧の 卜六 円には 
もつ と--^ 化界 をび つくり させました。 これ もゲ H ^ ナイ ユ條 めで きめられた ことな 

ぐ ふび でを 

のでず が、 ドイツは これまで 軍備を ととのへ る ことが 出來 ない ことにを つて ゐ たのに、 


この 日 ヒット ラ— は、 

「ドィツは もぅり つ ぱな國 でず から、 軍備を そを へて はならない とい ふ ザぅ を約柬 
は 今日 般り ザめ ていた だきます。」 

と 叫んだ のです。 今まで もこつ そり 軍備を ととのへ てゐ ましたが、 これからは 盛 姑な 

一阳も 


、 . . - 
く 巧 隊もふ ザす し、 が 艦 も 逛るぞ とい ふので す。 

さあ、 かうな ると おが 舶 でない のは フランスです。 このままに してわ^ たら ドイツ 

むに だ / 、 

が 何を ザり 山す ホ わからを い、 それ かとい つて チユコ •ス n バ キヤ や ル f マ-ー アのや 

す*' ひ く 

うな 小さい 閣 々は あまりた ょ々 に f ま ミから、 か い を ほしい)」 g つ ミ 

、 ^ が、 し 忙う わを くに ， 

ると 处の 方です はり ドイツを 恐れて ゐる國 が あ 5 ました。 それは ロシヤ です。 ドイ 
ツが こは いば ホク に、 ミンスは い. マを 斯囊 fQf とおを にぎつ た。 です。 それで 
は 何 お D シヤが ドイツを 恐れて ゐ るので せう か。 

才— スト リヤ 併合 

ドィッは が 奮 gsi 辭 がを K が.？ 晋 ゎて 邮茲 くを々 ま」 たが、 おがと 

同じ やう li 合は どし/ \ ふえてげ きます。 いつまでも 皆 g 焉に とどま ミは ゐ 
られ ません。 どつかへ 地て 行かねば をり ません が、 一 職 ドイツは そのが 影を どこに が 
つけょう とする のでせ う > ツ パの 地^を 鹏 j いてみ ると、 ドイッの 酌の おは 解 斬 


に- < u が 夕 くて、 とても ドイツ人が ひろがつ て 巧 < すき 間のを いこと がわ かります。 
さう すると ドイツの 帅 びて 巧く 道は 巧の モよリ 外にありません。 一ずに は ゥクライナと 
いつて。 シヤ の闽の 南の 方に 共產 まを のために 苦しめられて ゐ ると ころがあります。 

の ゥず をみ わる 

ドイツは る こに 仲び て わかう とする のです。 それは。 シヤ にと つて 薄氣 化の 惡 いこと 
であります から、 フランス のがを 借リて 何とかして ドイツの 束へ 伸びる のを 邪魔し な 
ければ ならない のです。 

ドイッが gV 伸びょうと するとと もに、 が S の驚梦 た 驚が S ミり i 摇 

をな りかへ さう として ゐる こと も’ ひろい 領地を もつ てゐる 他の 陋 々にと つては/ホ ホ 
の 逝い ことで、 

「ドイツは この 巧に 何を タリ 山す か。」 

n—u ツバの^ はび く-^-.^ して ゐ ました。 何とかして 抑へ つけたい けれども、 力つ よ 
く 中び て 巧く ドイツを どうす る こと もり 巧ない ので ト イツが かを ザ つても たで あ才 

I 四 化 


と乂 てゐる ばか々 でした が、 今度は もつ と''--^ 大きな ことを やり-巧し たので、 化 

くに-' - i - こと こ. し 

の闕 々殊に フランスは 鹏を めかして しま ひました。 ろれ は どんを ことで あつたか、 一 
つは ドイツ、 イ タリ [がしつ かり 手を にぎ リな つたこと、 日本と 化か 協 {化を 結んだ C 
とそれ から オー スト リアを み 併した ことを のです。 前の 二つの ことは あとで わ 話す る 

I がつ'、 い は ミ 

ことと して、 先 づオー スト リア 合併の ことを わ 話し ませぅ。 

才^ ~ スト リアは 大戰 前の 才^ ~ スト リア •^ン ガリ^ — ホ國が こわれて からは、 るの 領 
± も 非常に 小さく をつ て、 ひとり 立を がわ づか しくを つたし、 その 化 巧には ドイツ 巧 
族が 夕 いの だから、 ドイツに 合併され る ことは 自然の お 巧で あつたの です。 しかし ド 
イツが ォー スト リアを 合併す る ザぅ になる と， たださへ 恐い ドイツが 巧に 乂 きを 幽家 
になつ ては 大變 であ リ ますから、 フランスは 勿論. イ タリ f もこれ じ反對 して 巧 まし 
た。 

ところが ドイツの ォー スト リアを 併の ホ異は 益々 强 くなる ばか々 で、 ナチ スの势 力 


イ が 3 ベ —J をく わい ま 

がだんく 才— スト プア 邮 がに。 伸びて、 ぢ ミホ f スト ジア 合併の f 寡つ ミず. 
した。 

ちから か 

才— スト リアの 前. 幣； スは フランス 、イザ リス、 イク リふ 窒悄リ て、 ドイ 

f ク， ~ ■ く， ご こくない あたを わ 3、、 

ッ 、ォー スト リアの 公 解を 必 でる ォ I スト リア 圃內の ナチ スを 頭から 抑へ つけよぅと 

L J はつ ピウ わ こ L ゆ、 しやう わ ふろつ 

しました。 そのため 一九 一一 一四が には ナチ スの獻 動が 起つ て、 ド^フス 首相が 暗殺 せら 

> しで みみ ふ まわ だい 

れ 、シュシュニックが 化つ て 首相と なりました。 この こと 方ら おく ョ ー n ッ J に又大 

I こ**' ぐ'? び 1 わ 

職 龄が辭 るかと 邱 はれまし たが、 その 頃は まだ ドイッの 軍備が 弱く、 イダ リス、 フク 
ンス 、イタ リ丄二 _ 断 のが K には を k ず ことが がが を か ミ。 で、 ぢミ 我慢して 

i か 

ゐ るより 外はありませんでした。 ‘ 

がつ ベい ば ふは ふたい 

ところが そのぅちに、 ドイッの 才— スト リア 合併に 一番 反對 して ゐたイ タリ I と卜 

、 だい ぞ 々ゥぶ わる 

イッと タミ/. \ 恥 がよく ミて 來 ましち そこで ナチ ス はもぅ を 夫と 化つ ミ 

L ゆ 巳 や 5 サク. っ 0 ふ ぐ わつ ドで 

ただお' ォー スト リアの シュシュニック 首 巧が、 昭か 十一 一一 年の 一二 巧 十一 一 一口 に、 ドイッ 


とォー スト リアと を か 併す るに 赞 がかが 巧 成 かを‘ 二十 四戚 g おのが 賊 の描骄 できめ 

L 化 L やゥ やく A -く 

王ぅ としました これは ヒット ラ I と シュシュニック 首相との 約束に も そむく ことを 
ので、 ヒット ラ— はォー スト リアに 軍を 進め、 あつと いふ 間もなく ォー スト リアを が 

バい 化つ こく ヴ かづて ふ こ 化，， J やゥ さ.. じみ； 占； -3 

V - し 巧が を 化 天 させました。 シュシュニック 首 巧が 二十 四歲び 上の ものに お 粟 させ 
ょぅとし ミは、 それょり 献ぃ 制には ナチ スが繫 I にがぃ から、 换ぃ 5 を g けば’ 麗 
反對の 投票が をい とち， へたので せぅ。 

ドイッは ホぅ して 才 （スト リアを 併合し、 ドイッ 民族が 一 かたまりに なるとい ふが 

ばぅ たつ 5 か t み わ— 

輿が だん^--^ 逮 せられて 來 ましたが、 この ドイッの ザリ 方を がて ふる ヘムつ たのは* 

ち，， せ も；. 1 

チェ 『•スロバキアです。 于エ n •ス U バ キアは 大戰後 もとの ォ f スト リア.- ンガ 
f の 一 部が獨ホして姐來た國で ありまずが、 こ の邮 の ド イ ッ に 近 いおじはおんだ の で 

ぶふ いじみう よたらに L ご 卜 

々 一 W 上 一一 一巧 餘萌 人の ドイッ人が 化んで ゐ て、 この ドイッ人 たちは 乃 ドイッへ 一し 
よに をる ことを 望んで ゐ るし、 ドイッは 勿論 合贿 したがつ てゐ るので あります から、. 


これから どんを ことが 起る かも 知れません。 

十ー ニ ドイツの 國的 
軍備の 制限 

ここまで わ 話したら きつと をさん は‘ 何な フランス ザ イ* モリスが ドイツの ォー スト 
リヤ 併合を、 だまつ て 化て ゐた のかと 么 しぎが るに ちが ひありません。 フランス やイ 
幸 リスは か 11、 ドイツの 卞 1 スト リャ 合併には 乂反對 です。 るれ だのに どうして それ 
を 恥 魔を しないの でせ うか、 いえ、 フタ ンス やイ •キリスは みして ボン ヤリ 見て ゐ たの 
ではない のです。 

ドイツが がから ホへ と^ひ 明つ たこと をす るので、 フランス やイゲ ジスが そのたび 
にきびし く 文 かを いふので すが、 もう そんな こと 位で、 びく''^ する ヤ うな ドイツで 
はあリ ません。 ドイツが こんなに 化 ひ 切つ たこと を 何な やれる のでせ うか。 他の 阴々 

一 冗 I 二 


. 一 冗 凹 

が ドイツが どんな ことを しても 何故 义巧 をい ふだけ で、 それを 抑へ る こと も •邪魔す 
る こと も W ホない のでせ うか。 フク ンスは ドイツが 盛んになる ことを 一番 おそれて々 

< に ながは み あたま 

る闽 だのに、 何故 早く ドイツの 頭を たたきつけて わかない のでせ うか。 それは やりた 
くても 出が をい のです。 ドイツが あまり 急に 强 くを つて 巧た ので、 うつかり 手を W す 
とかへ つて ひどい 目にあ ふか も かれない からです。 今まで 小さ かつた クイ ォンの けど 

タム わ ほ わむ ウょ •で 

もがな に 大きく をつ たのと が じで、 こんなに 强 くを つては どうす る こと も 出 ホ ませ 
ん〇 

ドイツが 强く をつ たとい ふのは いろ'^ の そ 面であります が、 フタ ンスを どが 一帶 
怖い のは 何とい つても その 軍備で せう。 ライォン でい へば その 樹や 爪が 怖い のです。 
果して ドイツは フランス や 他の 圃 々が 怖がる ほど 强い 軍備を もつ てゐ るので せう か。 

世界 大戰 前には ドイツは 世 ホで、 一番 强 いとい はれる 一一 軍と、 英邮に ホぐ 丸槪 軍と を 
もつ てゐ ましたが、 ゲ H ル チイ ユ條 約で 手 も おも 出を いやう に 小さ < ちぢめられ てし 


まひました。 駿 職は たった 十 辭^に へらされ るし、 その 心 撒聲の やうを 巧擊に 大切を 
が辭を もつ ては ならない とい ふこと になり 3 した。 海軍の 方 もた だ 許された のは、 目 
おの 恥の 霞を おる ための SS だけで、* ト イッの 一 S ゎ露晏 は 一 i ももて な 
主 ことにな リ 、も齡 もがきい ものを 載れを いこと になつ たのです。 るれ どころ か 陸海 

S ともに 驚蕃& は 一し ミミは ならな ぃ 。そ 0^ がが 如で もが 祭が. では 莊 

つてょ ならを いといん のです から、 圣 くどうす る こと も 出 ホません。 フランス やその 

与 f つめ だい ザ々 巧ぶ ホ ふ 乙 ふ 

邮の 恥々 はかう して ドイツから 弗を ぬき 爪を とつて わいたら、 もう 大丈夫と 安、 ム して 

こ-、 ふ いくち こくれ ふ 

ゐ 心】々 です が、 ドイツ 邮 がは そのまま だまつ てゐる やうな 盧氣 化な しの 願找 ではな か 
つたので す。 

しばらくの 齡 がだ齡 でが きを 斷 をを けたので ぢっ として ゐ ましたが、 だん'''^ 傷が 
を ほク邮 W がが リ もどして くると、 自 がの 邮 のが 龄を わいたり 巧 艦を 造ったり する こ 
とを、 ょその 邮 から 皆 邮 される とい ふ酱理 はない とい 么 ので、 一九 ミニ 年には、 闽際 

】 置 置 


一?- ハ 

嘟诚で ドイツ も 他の 關と 平等に 軍備を ととのへ る雕 利が あると いふ ことを 承 かさせ 
ました。 しかし それは たださう いふ 權 利が あると いふ だけの ことで、 争す ぐ齡 いが% 
をと とのへ てよ いとい ム のではありませんでした 。つまり 「百阁 上げる」 とい ふ 巧 A 
だけ 巧つ たけれ ども. ほんと Q 巧 間を 裳つ たのでは をい のと 邮 じこと なのです。 そこ 
で そり 菊 年、 ナチ スが 天下を 化る やうに なると、 そんな 載が だけでは が 触を しない、 

い 生 い •ふ ザ ふ ぐ ふ W ホウ こで 

今す ぐに 戰 前の やうな が備 をと とのへ るから と 中 出ました が、 これは フランス やイ が. 

た I す •一 れ ふ々 ふこく こくさいれ ふ A ぃ みよ -* か； 

リスな ど义戰 のとき の 聯合 國が うんと いひません。 國睽 聯盟と いふ 紙な のかで、 どこ 
まで も ドイツを 抑へ つけて わかう としました。 すると ドイツは， 

1 じづ っが ふ かを ゎか* 

「そんなり みたちの 莉 なの i いこと ばか リ考 へて ゐる やうを 仲間には はいらない r . 
とい ふので、 さつき もい つた 述 A ドイツは 幽際 聯盟を 脫 退して しまつた のです。 

それなら ドイツを 山 ホる だけ 抑へ て わきたい フランス なんか、 ドイツの を^を とと 
のへない うちに 巧く ドイツを たたきつけむ ばよ いと 化 ふか も かれません が、 これまで 


むい- ^ ぐ ふび ゥず疗 

だつ て ドイツは 內 々軍備を ととのへ てゐ たので、 それが フランス なんかに とつて 薄氣 
を惡 いのと、 もぅ 一つは フランス だつ てイ y リス だつ て、 化界大 戰に胳 つたと いふ も 

わは 3 ず サ ふさっ 

の yt やは リ 大きを 傷を ぅけて ゐ るので す ホら、 なるべく 戰爭 はした くは ない のです J 

わ り わさ せ ふさ づ たい 

ですから ドイツを 無理に 抑へ つけて、 もし 戰爭 にで もな つたら 大 へんです から、 おど 

み ぐら & で 3 

かして 見るな のこと しか 出 巧ない のです。 

ゲ エ^ ナイ ユ條約 中の 軍備に ついて、 ドイツを しば ク つけて ゐた 化り きめを すてて 

サ ふげ 乂 た，、 ろょ ヴ へいせい ど わ こむ へいを 1ふ ぐ ふたい をな 

■しま ふこと を 宣言した ナチ ス ドイツは、 直ちに 徵兵 制度を 巧 ひ、 平素 五十 萬の 巧 隊を備 

ミ.- ゥ につげ ふ み：- < ごだ ふ とだ ちょう へいを いど につ ふこく 

へる とい ふこと を おおしました。 日本では 巧さん も 御存じの 通り 徵み 制度で' 口本幽 
巧と して ホれ たものは 誰でも おがの 義務が あります が、 アメリカ* な 巧國の 如き i は. ぶ 
願 お 制度で、 をりたい もの だけ お隊 になる とい ふので す。 ドイツは もとは 徴お制 巧 だ 
つたので すが、 大戰の お 恥 無 卸. やりに お献お 制度に されて ゐ たのを、 又もとの 徴巧制 


巧に もどす ことにした のです。 
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! ぉ八 

かう して ドイッの^^ は、^ の關 がかれ これい つても おかま ひなし にず ばらしい 鐵 

す、 》 た はウ 、，- わ お 3 わは ちから 

で 准み •化の 方から ョ I n ツバの 平が 巷 かきみださう とする。 シヤを 抑へ る 火き な 力 
となりました。 齡 軍は イゲ リスと 新に 約 巧を 結んで、 イザ リスの S 割 五々 を もつ こと 
がが% る やうに なリ ました。 三* 割 五々 とい 么と半 かに も足リ をい のです が’ を 世界に 
ひろい^ 船 > を もつ てゐる イザ リスと ドイッと では わけが ちが ひます。 

殿繫 の驚 にっれ て J ろくな SSS が 誦し’ ill がを i いぃ 影‘ が S 

/, を •ざウ じ、 しふ こ <ゴ うぐ ふ さいかつ •し れいく わ ふ 口-^ ご 

々と 规齡 される やうに をつ たし、 ヒット ラ I 自 みが 國防 軍の 最高 司々 をと なつて 陸海 
が 載を すべる ことにを りました から、 ナチ ス ドイツの 國 防は そのな 礎が いよ/ \ 固く 
をつ て 巧き ました。 


g は Sii 饒、 s に S する 穀 がぁります。 が® f とぃっ ミ ドイッが ドで、 
ユダャ如は齡け新でえ 俯しろドイッは驴閒の載んだ*^です"^ら 毒ずスザ 防雷 
がに ミて は、 磬郎 Q 搔 S がが ミ ほど繫 を S んでゐ る？ すから、 ぃざと を 
づ たら どんなす ばらしい ものが 飛び出ず かも 知れません。 

槪も ょさっき もい った-ザ うに イ V リスの 一一 一割 丑が 潜水艦 だけは 囚醬 で. をが P で 四 

」 た •ラ ホ こ ると 

上一齡 i とい ふこと になつ てゐ ます。 顺 がから いへ ば イダ リスの 足 許に も ょれ ま ミ 
が、 あの ポケット 戰 艦と いふ ザう を 新が のす ぐれた 軍艦が みいし 殊に t が 大戰 中卜 
イッの 齡が齡 がが 狀 おを あばれ ま はった 似で、 潜が 艦には なか^''^ 獻 るべき ものが あ 
るら しいから、 馬鹿には 山來 ません。 

ドイッには が おとは ちがって 穀 が S がして ゐ まぇ黯 の驚聽 g 機は 一 戴 もも 

ク ては をらなぃ し、 我 & はがが G 邮で £って はならなぃ と & をぃ やうに しば ミ 
けられて ゐ たが、； ミ 料から、 蔡& は S っ ミミち をと になっ ミで、 

一 五 九 


M ハ o 


しゃぅ げムか 


軍用機 こそ もてない けれども. お 業 航空は ぐん {黨を ひろげて 巧き ました。 この 商 
業 W の 飛行機 も、 いざと いふと きには すぐ 軍用機に 早が はりす る ことが 化來 ます か、 
今ではを 厳な く 軍用機を もつ てゐる ことは さつきい つた 通リ で、 を か-^ 侮れを い 力 
を もって ゐ ます。 昭か十 年の ず 用 機 数は 四モ臺 であり ましたが、 今ではもう 一 萬辭じ 


も 連して ゐる かも 知れません。 

これ だけで ドィツの 陸海空 単が、 なか. 


せ ふせ ふ 


•わ そるべき ものである ことが わかります 
が、 まだ このほかに、 倘が 一で 啟 ちに 鹏觀じ 立っ ことの ぉ 來る約 十 萬の 醫察險 が あり、 

$ ふ も つげを わい まふ •しんえい わい 生 ふ か •リ くづれ ふみい た ふ ド どづ こみ 

六十 おの 突擊隊 、二十 萬の 親衞隊 、五十 萬の ドィッ 禍巧 聯盟、 で 十 萬の ナチ ス 自動車 
欧 、會 員が 巧 萬 人な 上 も あると いふ ドィッ 自動 巧 クラブ、 それから 四十 萬の 勞働 ■軟化 
をな どが 後に ひかへ てゐる ことを ちれて はならない のです。 

を察隊 は說叨 しなくても わかる でせ ぅからは ぶいて、 その他の ものを ざつと わ敲し 
て おき ませぅ。 ' 


突 擊隊と 視衞隊 

突 擊隊と 親 衡隊！ ぶから して 勇まし さぅ です が、 この 二つは ドイツ 靑 年の 華で あ 
つて、 ドイツ 靑 年の あこがれの 的で あリ ます。 ドイツの 靑 年たち は 誰でも、 巧 擊晚員 
や親衞 隊員に をりたい とい ム 望みを もため ものがない 位です。- 

一體 ドイツでは 靑年 阿は いふまで もな く、 軍隊の 十一 官 もみ 十一 もみを ちくて、 そして 
その おいから だの 中にはを 國の 血が 流れて、 祖國 のためには、 いつでも 自 かのを 倘を 
ずて ると いふ 覺 悟が 見受けられ るので すが、 巧 擊隊と 親衞除 こそ、 巧國 、むの かたま々 
でありまず。 

が 擊隊は 一九二 一年に 始めて 出 巧ました。 龄 如は ナチ スの &說會 で、 解® I がその 
化の だ對 をのた めに 邪魔され て、 わ 巡さん だけでは しづめ る ことの 出 巧を いこと が齡 
々あつたので、 腕の 强 いものを つのつて 譲らせた のが 起り です。 一九 一二 一一が ミ ユンへ 
ンで 第一 囘 がす チ スの义 をが 閒 かれた 時、 みを のしる しのつ いた ジャ ヶツ にがおの ス 


I 六 二 

キー聊 を かわ リ娜鹏 がで 巧が た ことがぁ リ まず。 - 

をれ からだん--^ 瞬齡が ¥邮 しました が、 その 間に もあ府 から ホ 常に いぢめ つけら 
わて、 おがを 燃が」 が邮 がませんでした。 しかし 一九二 五が に ヒット ラ f はこれ をつ く 

< わ‘— ミ ご をた せ ふ マ ふ せいふく かつ ot くんく 

りな ほして、 ナチ スの 脅の 保 離を させたり、 又實傅 させたり して、 削 服は 褐 をの 服と 

ぞうし れ ふ， し々 3 e ふでん ■しやつ 

颗 すで‘ これにみ の腕黃 をつ ける ことにしました。 ヒット ラ f も膚傳 相の ゲッ べ八ス 

た •ふく す I 一. く 3 こや、 し乂 で さ 

もこの 晚 服が がき だと 化え て、 よくこの 服を 着た 窩眞が 出て ゐる ことがあ ります。 氣 


をつ けて ゐて ごらんを さい。 


がでは ドィッ 辭似 として、 を祖國 じつく す 道は、 突 擊隊に 入隊す るの が 一を ょいと ち 

そ んだふ で も つげを たい に ふたい ひじ や？ なは 

へられる やぅに なつて、 靑年闽 を 出た もので、 巧 擊隊へ 入隊す る ものが 非常にを くな 

た. るん と こく たい ザつ たい ふくじ ゥ せいふく 化い &乂 じこ リ 

りました。 除 貫は 祖國 に對 しては 絕對 に服從 する ことを ちか ひ、 ろの 制服は 隊員の 誇 

t いへ ふ •しふを い むに わろ わじ わろ 

であると ともに、 大錢 神學な もので、 何か惡 い、 むが 起 つても. もしおい こと、 まちが 

せいすたい かう。 み じ： i ふ 

つたこと を すれば、 その 制服に 對 しては づ かしい とちへ てみ をつつ しむので す。 自分 


くに よ むか だい ひと 

のこと よりいつ も闽 のた め、 世の中の ためとい ふこと を 第一に して、 人の ためには 卜化 
ろ こんで とい ふ氣 風が' 隊の 中に みを ぎつ てゐ ます ホら、 隊 貞は 國 おの 校 範 とし 
てを 敬され てゐ るので す。 

辭 掠が ゲ ィク トル、 ル ッッユ とい ふ 人で、 かお 大戰 中には 出征して 四囘 もな 傷し、 
がの 日を 巧つ たとい ふこと だけで •どんな 人 かわかる でせ う。 この 人の 下に 今では 六 

十駕の K が ぁ ミ‘ 蒙繫ゃ ぅにが S の 載、 I 斧 驚 解を つミ るが S 

ざいよう. し わろ 6 の 一*- 巧 U な せゥわ U ふ ざい がつ ぐ ふじ ふ だ ふ 

罪が 止つ まリ惡 いを が 山ない やうに 巧を 巧つ てゐ ます。 昭か八 年からは を鄕 軍人の 團 
i も 髮齡に S へられて、 請を ミの 如 i にが けられて ゐ ます。 

もつ f 夕た •， かたら はむ. しも & か だ 

巧 鞍隊 といへ ば 必ず ホルスト •ゥ エッセ ルの わ 話を 化 巧し ます。 ホ 八 スト •ゥ エッ 

Ac でく •し •へ を'*- だいがくせい あ ふらく せいく りつ 

セ少 はべ^ リンの 截 かを 化 帥の がに をつた 大巧 化で ありまし たが、 そのを 樂なホ 巧を 

ころ サいリ よく むかを くは コ 

すてて、 まだ その' 頃 あまり 势力 のなかつ た ナチ スの 仲間に 加は リ ました そして まも 

ゴふ とつ f さと •， ひな とつげを 化い さや ヴ 3 ふた ヴ 

をく 一 网の突 耀隊を 率ゐる ことにな リ ましたが、 この 巧 擊隊は どし'^ 共を 黛を ザつ 


一六 凹 

つけたので、 诞齡 淵^ ふるへ が がらせて しま ひました。 そこで 共產媒 では 何とかして 
ゥェッセ^を i き にしなければ ならぬ とつけ ねらつ てゐ ました。 とう''' ゥユ ッセ 
ルは ュ； • ni とぃ ふ髮に S ゐられ たもが® 繁黛弘 にがを かこまた 不赏 
をう たれて、 制齡に 齡い條 をう けました 。それでも ひるまず 敵と たたかつ たのです が 

さい 

ミから ーヶ がーリ で、 その 觀が もとでがん でし まひました。 ろのと きま だ 一 壬一歲 

くに わ 6 ひと*'^ みな さイ る 掉 

であつ たが、!！ じ 邮邮の ものは いんまで もを く、 國を 思ふ乂 々は 皆 その 葬式に 巧 f 
とい ふ ほど、 その •化が 惜しまれ ました。 

この ゥユ ッセ ルは；^ 間の ものを はげます ために、 たくさんの 歌を 作つ たが その 中 
の 一つは 「ホ； 卜 •ゥ ユッ 七； 脈」 と 呼ばれて' ドィッ 圃歌 とともにを 畳に 歌 
はた 黯で あそんで ゐ るを いが S たちで さへ この S を 歌つ てゐ るのを きくこと が 
あります。 るれ はこん を 歌です。 

ミ 

ホ 心 スト •ク エッセ 八の 歌 


敲<觀 げち擊 の 嚇 がを 

しかと がめ、 我等の 隊伍 

だヴ- ^ か々 こふ 

エス •ァ I は 堂々 と 巧 進す る 
游 5 い 反動の ために 殺された 

どづ •し たた こ ひ 

同志の 魂は 

齡 I ザと 一し ょに 巧 進して ゐ る。 

二 

だ 觀は概 シャッ 赋の歡 わがまま だ 
が齡は 一 ん ii 則 qS 桑 まま だ 
がょ、 觀巧齡 ^ が ホ黑に ぁふれて 
^ 十字を 化 上げて ゐる 


りかと パンを 克ち稱 る 口の 
黎明は が げられ た！ 


集合 タツ パは ひびきわたる 
戰 劇の 用 新は 山 來たぞ 

はた 

ヒット ラー の 巧は 
がんに ひらめ < 

奴隸 のく びき もす ぐく だかれる 


四 

商く 柄げ ょ、 我等の 隊 施々 
しつ かと 化め、 我等の 隊伍を 

だぅ -• — ^ ■かづ、 しふ 

エス •ァ f は 堂々 と 巧 進す る 


繫い賊 面の ために 縣 された . 

どづ •し じ たを、 しひ 

同志 等の 魂は 

薇で 一し ょに が 癒し ミを 

g の 器は がし ゎづ かとち 俯龄も， 襲 もくり ミして ゐるも ミこっ く 
の繫が をらなくても ’ S だか 齡ぃが £0 おに 暫てゐ る ゃぅな 氣 がする でせ 
ぅ〇 脈の もに ぁる ユス •ァ I とい ふのは 突 擊齡を 略した 言葉です 

s 齡巧髮 i の おから、 緊 すぐれた® を 盤んで 競した もので、 ミでは 

二十 齡^じ もな つて ゐ ますが、 その お S に ミモ 人位の ものが ヒット ク I のをを ずる こ 
とに ミ ゐまス っまり％ 渝龄 中の％ 祗隊 です。 突 龄龄の 制服は 整です が親妒 
齡 S は iQspr S おと £。警 くみ 营ち るし を こも もな ぃ誇 とし ミけ 

ミます。 矿が こを!^ が。 觀い Q をつ けて ゐる Q ホと いふと’ 圃の ため ナ于ス のた 
めヒツ トク IQ ためには 驚に をる ことを ちつと もぶ はない、 i とはない どころ か 


非常な 夕舉に 化つ てゐ るから なのです。 

だから 隊 貝は りつぱを 精神を もつ たもので をくて は をらぬ ことは が || です が、 觀船 
ばかりでなく’ み體 も々 つぱ でを くて は をら をい ので、 齡お とを るの じは. が鹏‘ が， 
巧 化な どに 隊員と しての 資格が あると いふ 證巧蒂 がいる のです。 が' 敵、 船. fl どこか 
ら 化ても ナチ スの 中の 選りぬ きで、 十と から 二十 九までの が 齢に をつて ゐ ます 〇, 瞬 尉 
は-ィン リッ ヒ •ヒ ムラ （とい ム 人で まだ ご 一十 八に なつた ばか リ のはち がれる g 勤を 
もつ た 人であります。 

空へ をへ 

がが 聲 ssq ゎ ir ませう。 裳 機が 躬 qS 解に どれほど 藉を ものでぁる 
かは が 那壓で 一そう はつき リ S へられました。 齡 一が がの 腑 S がが 柳の 腑議ょ 
り-みつて ゐ たら どうで せう。 日本軍が 今日の やうに もく 遊歡 する ことが 邮が をい ばか 
りか’ 円本の 空に 敵の 軟が 節が 麻ん に 於んで がて、 どん { g 嫩を齡 し、？ がち つ 着いて 


•へ ふき. 一う でさ • -- i ., , -• 

勉强も 出 巧ない かも 知れません 


そのが 焉が囊 する ためには 、が 起の 養が くるる こ ミ 必要を ことは ぃふまで 

もを ぃ けれど 11— 夢 壁が 琴、 髮 3 fs する 靈ぎ 

< ては をり ません。 が 柳なん か 自ゲの 邮で澈 ど 巧 巧 鞭が 出來 ないから、 みんな 外國か 
ら f な ひこ わの だが、 こんな ことでは まさかの' ときに 困つ てし まひます。 ドイツでは ヒ 
ツ トラ— の倘 をが けた 城が の赖義 政の グー リンクち が齡に 背を 巧って 空軍を 建設 
するとと もに、 繫 がの 靈 にがが ミして がまし をら. ドイツのを 軍は めざまし 
ぃぃ辦 V がち S り、 賊 Mg 船 isir ゎ どろく ばか リ でえ 
がで ょ ドイツで 一 潤が きぃ. テツ ナゥ 巧の ユン 为 I ; 場には、 一 雲 干 人の 職工が 

デク ご • サ^ 3 ふ で 

ゐ て、 邮‘じ I ? だけの 繫 做を ffi するとす ると、 ーヶ がに 一で 患を 雲す る ことが 出 

と 八 ふこく かづ < う 5 せいざつ くわい こや 

がる さぅ ですからす ばらしい ではありません か。 その他 垄闽 十一の 挪空機 製造を 化は 
がみを しに 製造を つづけて ゐ ます。 


I さ 

お s じは 网卜 t 餘ヶ雞 が Sr リ 、西 を讓 する ために、 六ミ觀 繁が齡 

けられ別にみ戰學校、 水陸用航空巧校を始めぃろ^の巧奶がある。 その^^齡に說 
けられてあるのがドィッ祝空聯盟なのです。 全國を十六區にみけて、 それ-.^^のが；| 

ろ たゥ サ •：* もく わい いら せいを ヴ打ふ か- ••く ゥ は，— 巳 か < t 

化を 設け、 小 都を やが にも 靑み 年の 航空 ククブ が あつて' ククブ に 入る をが を 巧た も 
のはを 宿を で 月謝 いらず の敎 巧を をけ、 十八 歲に をる とその 才能に 麟 じて 船咎 巧!! の 
方に 進む もの あれば 機關 十一になる もの もあリ 、义 空軍へ も 入隊 化 巧る やうに をつ てゐ 
ます。 かやう に 巧 間の 養成 所で 訓紳 される 靑 少年は 一卽 がに 斬 年 六な 心です ホら、 斟 
陋 では 一巧 人 おい 頤縱 をが おり W される ので、 さを 戰も とぃ ふ ザうな には、 總ジ 

* ふに A み ふか ふか かヴか す ふす ふ で で宙 くら • 

五十 荫 人の ほ 間 飛 巧 家が 戰 線に 化る ことが 出來 ると いはれ てゐ ます。 それに 比べる と 
日本なん か、 心細ぃ 話です。 日本の 瞬が 軍船 空隊 のす ぐれて ゐる ことは’ が！^ の 斬 燃で 
はつき リ化界 の 人々 の 前に 示す ことが 山來 ましたが、 第二 線で ある 巧 間の 船が 一が まだ 
振は ない のです。 空へ！ 空へ。 これからの 日本の す 机は 大いに 斟へも 伸びても 



ザ 


ら ひたい ものと 思 ひます。 

ついでに ドイッの をのを 逝の 方は どぅかと いふと、 ドイ 

だかいい ミぃ ’かだ バ^れ ぃ •し， 一 

ッ には 化 巧に 有ぶな ドイッチュ フト •' J ンザ航 をを 社 

こ < だ かく こく 

がな つて ドイツの 闽內 はいふまで もな く、 ョ [ n ツバを 國 
との 齡 鹏の やぅに 船 魁 斬が 誤 けられて ゐ ます。 昭化化 年 

ぐ b つせ かい はふ みなみた いせ" やうれ うだ ふていを かづ <ヴ ろ ひら 

二月 世が で 一番 はじめての 南 太 巧が が 斷巧期 航を路 を 開い 

くわい 乙々 いよ 生 ふくむい いじ やゥ 

たの もこの ン ザを 社で、々 までにもぅ 一一 萬 囘な上 もべ ル 

1 . はなこ 

ン とブエ 


わ ひだ ゎゥ ふく 

アイ レスの 間を ななした とい ふ 話です. 


ブエノスアィレスは 南アメリカ、 ア处 ゼン チンの 首府で あ 
る ことは ょ < かつて ゐ るで せぅ。 昭和 十 年には ブユ ノス ア 
ィ レスから チリの 首府 サンチャゴまで 延ばされて 一 萬 五 千 
一二な 巧を たつた 四 口で 述 絡され る ことにを りました。 ルフ 

一 主 


ト パンダの 繫十が 一に r だ i " 離は £&囚 干®; でぁり ますが、 これは 鑑を 一一 
千 三な 五十 凹まは つたこと にな リ 'これ だけの 距離を 姬號 列を? J 走る とすると 約 百 四 

f / れ ふこ どまへ れ乂 

イザ も かかる とい ふから わ どろく では あリ ません か。 それから 十 年 お前には】 ヶ 年に 

一无 ふ* た ふ 枉 々く Lt f いぐ && 

ご， 巧よ 千 人の わを だつ たのが、 今では その 五倍 位に なつて ゐ ます。 

ろれ ではが がは ミを まる ミ！！ いなら ミ 祭す。 黨 ではが 拟 si 諮 
が ぁって、 Sr 競' ii 、 がが、 壓 、が g 、 K を どに 叙が 船斟が i かれて 
ゐ るのと、 その他の 會社 でもを 少 航を路 があります が、 まだ^. ドイツの が 許に もょ 
りつけ ません。 何とかして 巧 間 航空 も ル國に 負けを いやぅ にしたい ものです。 

さて 今日 航空機と いふと 乂 てい 飛行機を 指します が、 ドイツに はぶが I い ツユツ ペリ 

^ か ウサ ふ げくは じ つく 

ンの飛 巧 船が あります。 ツユツ ペリンと いふのは ツユツ ペリン 化が かめて 作つ たから 
ミ。 ッェッペリン 做が 一九 〇〇 證 桃の ひ 飛が g を g ミから、 製 も P もが 脱し 

3 い^ふ ホ わを まず-^.,..- か クサ ふ つく ち & を 

たりぃ ろ-'^ が 難に 遭 ひました が、 それに 恐れず 盛々 リつぱ な 飛行 祇を 作る ことに 力 


をつ くしました。 がが が 醜のと き ッユッ ペリン 樂巧 。 ン ドン や パリー を 空 薄して 
ィ .ネ リス や フランス 圃巧を ふるへ 上らせた のです。 

が 聯齡斯 齡を勤 抓を 弁は され、 ド ィッ邮 がは 巧の 日の も惭 にもを しまねば ならを か 
ミのに、 ッユ ッぺ リンが 公 r が ミで 蔡 船の 誦に ミろ 一九二 八 似には と 

で き ホが こくみ ふ さ ム きふ 

う^'^ -- グラフ ツ エツ ペリ ンが出 ホ 山つ たのです。 これが ほとんど ドィッ 閲 おの 寄附を 

ごつ よくれ ふ は ホせ 

でが がた のです。 ここが 赏に ドィッの えらい ところです。 翌年には エッケ ナー愧 ± が 

> みむ ち ひ 

がが して‘ おがの 塔に も龄ん でかたの だが、 そのと きには まだ 皆さんは 小さかった か 

わゴ じ 

ら をえ てゐ ないか も 知れません。 

g 靈が 心を g ったと ミ梦 だ」 きなお 穀 がぽっ くリ梦 ミ まひ さぅ ミち 

Kj んな すばらしい ッユ ッ ペリン GSS が、 に いを きの S ぎ ミミら ぁ 
りません ' p しちが が S がが < と 醇 がい リ ます。 軟 って ゐるジ 矿尾 はわけ はぁり 

ませを、 黎 Sg 磬ミ 皆が S です。。 firs ミ Q 黎 S を がれる 

ミ ーニ 


一志 

格械 がが ありました。 ところが この 格納が がが 白い ことに ドイツから 持つ て來 たもの 
るので す。 

I ： 脱が S で ドィッが^ ると、 驚に 版った gl 、 I が i 、 I が i を ミを 體 

画が 化 上げて しまつた ことは もうこれ までの わ 話で 知つ てゐ るで せう が、 そのと き 口 
本 もみし かけ 前を 貫つ たのです が、 その 的に 飛が 船の が 納跑が ありました。 こんを 大 
きな 雄 物を どう 始 ホした もの だら うと 和談の 上、 バク に 壊して^ に 横んで 日本に 
運び、 霞 ヶ沛に 趣て たのが この 格納 邱 ですから、 ツユツ ペリン 號 はを つかしい もとの 
肖々 のをに 入つ たのです。 

この ユツヶ ナー巧 ± の グラフ、 ツユ ツぺ リンは 無事 空の 旅を 終つ て ドイツへ かへ り 
ましたが 、昭和 十一 一年 五 巧、 ヒ ンザン ブルダ 號の飛 巧 術は アメリヵの レ— ク、、 ，—ス 
卜と いふと ころで 燃 破した ことは 巧さん も おつて ゐ るで せう。 飛行船が 始めて 巧來た 
巧から 今まで 二十で がの 間にを 國 飛が 船の 义巧 難が 十六 刚 V あり、 三百 八十 四が •所倘 


ボ s がわて ゐ るし、 この ヒン グン ブル グの 惨事で、 飛 巧 船が どぅを つて 巧 < かいろ 

. 。？ 江 王ふナ 王ず'^ くわ ふぜふ だい 

も* へられて がました が、 そのが 装の ドイツで はこれ にも ひるまず、 益々 完 をを 大 
^ 巧 船を 造る ことにせを 巧っ てゐ ます。 

りう かう y つどっ 3 がヴ 

ドイツの グライダ^ — の 流 巧 もず ばらしい もので ず クラ イタ— は發 動機の な^ 飛 巧 
僻で、 お熙 がが でも だん-^ 職。 なって 於ました が、 ドイツとは くらべ 物に なり ま 
せん。 £驚& も帮 す。 おにが ドイッ 斬が おの おへ 缉 への-ぁこがれは ゎ どろく ベ 
きもので、 が|1:!|の1^糾たちがだ^にをったら、 ドイツ の疏おは巧にびつ<リするほど 

•しふ 文 

進 ホす る ことで せぅ。 

ナチ ス 自動車 隊 

t ‘る 》w を 〇 つ t ウ 

ナチ ス円齡 恥 齡は贼 府ザ带 勝の 作った ものでは ありま せんが、 その 隊貿 の规 渾と敎 
船の きびしい ことは* 恥！： とはが しもち がは をい のです から‘ 航み 部隊 ザ化學 部隊と と 
. X , こ、 ド イツ郎 脱の 載で あると いっても ょいので す。 陸带 のり 動が 隊や戰 単隊 は、 乂 


一 屯 六 

じ》 つ わい 丈ら じだ ふ ••イ ーつ こ> 

ていこの ナチ ス白 動ず 隊 から 選ばれる ことにを つて ゐ ます。 ほとんどり がで 自動を か 

ォ—ト パイを もった 叢 おです ち髮 がた ミ gj おで も gm と ミて g 紫が が 

練 巧す る ことが 出 巧る のです。 

がが でも 5 十 g ミ 知ム SS が ぁって、 お P おその I の 磬にぃ ろくの 槪 
ホを. Js た 上 マ、 それが， 紛れ ばは； L ： i め ミ 賢；^ さゎ ま ミ* 齡 を 豁は皆 十觀參 
ぁリ ますち 郎がぃ には 一音 穀 整の が囊繁 が IV 持っ たもの がゐ て、 その 蔡 

をは 「ドイッ 自動車 ク クブ」 を 化 敵して ゐ ます。 いざ！^ がと いふが がが" 抓 おが どれ ほ 
ど乂 助で あるか、 したがつ てこれ を^ 輪す る ものが どんなに ひ心骄 であるかは. が 那非徽 
で 一階 敎 へられた のです。 

巧 お ドイッに ぁるが 駕 のぅちで、 十お齡 驚が ナチ スが g 驚に g し ミる とぃ 
ふこと です が、 これ だけで、 日本の 自亂 瓜の!！ 齡に駿 るの だからす ばらしいで はあり 
ません か。 


る ほこの 阪 ではが 手が ヶ 巧に ilg 叢捉繁 っが あって ここでは 一 の郎 城に 
が 跳-影 轉の お鹏を i へます。 お 2 は 六那邮 です が、 その 變は すべて gs で. が 
讀轉 のこと ばか リで をく’ か擊 とか 侃 察と ホ 傅かと か、 私^が 駭と邮 じ やうを ことを 
學 ぶので すから、 さあ 戰爭 とを ると 散で もす ぐ 職!！' にがてる やうに をって ゐ ます。 齡 
ぃ軍 除が ある AJ ぃふ ことは 祭 I 義 マす 夕 S を S 1 II とすれば 齡二 S にぃっ ミ 
軍隊と して 出動 出 ホる ものが ひかへ てゐ ると いふ ことは 邮賦 お贈^ だ 恥な ことです。 

じ どづ* しやたい でを - • 

この ナチ ス日 動ホ隊 とは なれる ことの 出 ホない のは さク きいつた 「ドィツが 跳 g ク 
ラ ごで、 その 本部は、、、 ユン こに あって、 争 ミ 知 乱が 百齡 おを 机して ゐ ます。 
を ぉは みんな 運 轉免狀 を 持ち， ん てぃは ナチ ス 自動 取齡齡 と邮じ やう じ 科齡じ 脈す る 
ゃうに なって ゐまス 毎が ナチ スロ整 脱と てを 跳く 群 鱗 破は、 その 蔡 砂を 
ことは 驚く ばかりで、 ナチ X が どんを にが 載の 叢に が 装ぃで ゐ るた 丸が 製 

が闽 化の 問に ブ ニス やべ ィス ボー ルと M じ ザう に' スポ f ツ として ひろ/、 邮 ひられて 

】 韦 み 


ゐ るかを 知る ことが 出 ホる のです 0 

十四 靑 がの も かひ 

贺動 棄仕國 

をさん は勞働 奉仕と いふ ことを かつて ゐる とお ひます。 いや' かつて ゐる どころ か 
巧さん も 祟 伽 私？ 仕を 巧 晩 じ 巧つて ゐ ると 盼 ひます。 神社の 墳剛 をき れいに すると か、 
巧が" の 運動 巧を‘ W みたちで つくる とか， 谤働 奉仕の 野は いくら もぁります が、 を 年は 
が拟 でも Si 載が が 一配 ひ ミが がた どこの S でも S がを！： がして 俯 ミ ！ TS 
化を やつて ゐ ます。 これは 一つは 化の ため 人の ために 倾< とい ふ 避い 精神を 養 ふこと 
とを るし、 又勞 働と いふ ことを い ザ がらないで 喜んで ザる とい ふ、 むを 育てて けく ため 
，です。 

殊に 惜 さん も かつて ゐる 通り、 日本では 今た < さんの み隊 さんが 巧 化して ゐま すか 


ら 、その わ留 I 寸に黎 肥 だけでは 今まで 通り 仕事が 出來 ない ことがあ リ ます。 例へ ば 旧 

$ の 難？ おがに ミて i " いて ゐ ただ邮 管て、 黯 S ゃぅな i 、 裝 がが りなく 

て 配る、 そんを 解 お 所 のん^ ザ、 村の 靑年 國の乂 々が 出征した も隊 さんに 巧つて 働い 
て 心げ る’ かう いふ 勞働牵 化が 垄國 どこに でも 行 がれて ゐ るのは まことに ふ强 いこと 
です。 さて ドイツのを 働 奉仕の わ 話に 移リ ませう。 

ドイツの 觀齡敕 がの 飾 於 もつ まリ 、今日 本で 出 化を 族の ために 側いて ゐる ザう を こ 
とから 齡 つたので す。 とい ふのは‘ 化が 大戰の 巧、 ドイツは 殆ど 化 あを 敵と して 戰 つた 
のです ホら 邮 がの 働き 嘘り の 人が みんな、 戰 線に 出て しまつて あとじは 働き手が あり 
ません。 それでは 留 一寸の. 人が 巧る ばか リで なく、 圃を としてもを 業が 衰 へて 永く 戰つ 
てがけな < な々 ます。 娘に 大切な々 く 観を 生み出す 蓝 がの. 仕審が 北つて しまつて は乂 
锁 なのであります が、 何しろ 人が 化り ないから どうしても 今までの やうに ホが まは リ 
ません。 そこで その 腿が の々 年たち が、 大人に 代つ てょ く 伽いた ことは いふまで も あ 


I さ 

とく わい らヴ どう 

5 ません、 がべ^ リンと か ミュンヘンの やぅを 都會 のい つも あま リ勞 働を した ことの 
ない 十 巧から 十 おまでの 少年が、 何で 何 巧と なく 地ん の 農が にの かけ てげ つて、 無 報 
酬 つまん 御 禮も贷 金も貨 はずに 働いた のです。 

それから 大戰が 終つ て かへ つたみ 隊 たちが、 開垫 して 農業を する ために、 化の 方の 
バ少卜 梅 沿岸 化モを 占領し ょぅとし たのです が、 これは 思 ふやぅ に 巧かなかつた ので 
す。 しかし これから 一厨懲 働を 奉仕して 邮 塗を 行 ひ、- 植民し ょぅとす る考が ドィッ 國 
中に ひろまつ てし まひました。 大戰で 海外の 領地は 取り上げられて しまつた し、 どこ 
へ も 領地を ひろめる こと も出來 ない、 けれども 

「何も 闽外 ばか リに 日を つける ことは をい。 まだ------ ドィッ 國內 には 開壑 しを けれ 

ば をら め 荒 化 や 沼地が たくさん あるの だ。」 

とい ム ことに 氣が ついた のです。 

かぅ して 一九二 六 年 (昭か 元年} に勞 働を 化 道 恥と いふの が 巧 巧ました。 日本に も 巧 


頃 これに 似た ものが 出 巧ました が、 ここで 勞働 奉仕の 力が 養 はれる のです。 今まで 爾 

を ひと らヴど ゥほ巧 こ こ、 ろ** で はたら で 

も 持つ たことの ない 人が、 い < ら勞働 奉仕の 必 持が あつても、 ほんとの 働きが 出來な 

だゥ ち々 ゥ ほう 乙 サい •しふ はヴ巳 、レ か 化 まな 

いでせ ぅ。 そこで この 道場で 奉仕の 精神と ともに、 奉仕の 仕方を 學 ぶので あ々 まずが、 
道場での 期 邮は大 てい 四 ヶ月な 內 です。 

ナチ スが まだ それほど ドィッの 政治の 上に 發 力のを かつた 頃から、 

「働く 力の ある ドィッ 國 民は 勞働 奉仕の 義務が あリ 、これは 兵役と 同様 國拐 のぶ 擧 
である 0 J 

とい ふこと を 强< 叫んで ゐ ましたが、 ナチ スが 政治の 權 力を にぎる やぅに をつ てから 
昭巧五 年には コンスタンチン •ヒ ー H ルん 佐が、 ヒット ラー のがを 受けて 規則を 作々、 
勞 働を 化が 義務 制と なる サ ぅにな りました： そこで ヒット ラ I 靑も 晒の 勘を 終つ た靑 

打ん かなら &*^ビヴほクこ つとめ 

年は、 必ず 勞働奉 化の 勤を しなければ ならを いやぅ にを つたので す。 

始めは 興す はが 體の わるい ものを 除いて 皆義 あで、 ホ 羊の 方は 大學 に入學 する ホ 萬 


のぶの 外り 山で ぁつたの が、 昭巧 十ー ニ 年からは 一般の 女子 も 巧 モと问 じ やうに 義 数と 
なりました。 だから 今の ドィッ 國巧 はが 隊 ホが の 始まる すぐ 前には、 男い ホ も 金 持 も 
なしい 人 もみ かの 巧い 化い、 敎 巧が ぁるかな いかと いふ ことを かまは ず、 誰でも ー ホ 
に 一度 ± の勞 側に 從 ホして 祖圃の 出に 親し わ 「瓣 の お として 載 脱せられる のです。 

巧ホの勞伽奉仕刚が、 みみとか職業に頓清^^く、 みんをたのしさうに働いてゐんを 
は貨 にを しい ものです。 近萌 ドィッ にげった 乂が 或る わな 姓が が にげったら、 .豚 小 お 
の 中で まつく ろじ 厕に たかられながら. 上品な みの子が 豚の わ 化 話を して ゐ ました。 

「わ 雄さん、 そんを ことい や だと 思 ひません か。」 

と肆 ねたら、 その 少 ホは 飛んでも ない とい ふやう を 顔つきを して、 

「とても 樂 しいので す、 一生の 中に こんを 樂 しい ことが 二度と を' いと 思 ひます OJ 
と 答へ ながら もせつ せと 伽いて ゐ たので、 尋ねた 方が きまりが 惡く をつ たとい ふこと 
です。 どうです 、背さん も 腺の わ 世話が 出 巧ます か、 巧さん の學 校に も 豚の 飼つ てゐ 


ると ころが あるか も. 知れません ■賊 はゐ をくても 鷄や 兎を 飼つ て ゐる學 校が たくさん 
あリ ますが、 ドィッの がかが に 出が る ことが、 日本の が 供に もぉ來 ない 答は あ リ ませ 
ん〇 

ところで お 助な ことは 1 i じ 働く にも、 い ザ'''--^ 働く のでる く、 この ドィツの み 女の 
やぅに たのしく とい ふこと がが がです' 何も 田を へ 巧つ て おを 航 ふこと だけでは 
あり-ません。 わぅ ちの わ ホ 傅 だつ て 喜んでし な < て はなり-ません。 

さて S 觀 . is の裝 は、 ins ブ .マ 君では’ 繫なぃ が範ば ミが 盤 ばれる の 

で、 その まな 化 事を ならべて 見まず とこん な ことがあ ります。 

こ〕 惠の 穀^^ — II 恥 ザ 挑 抓を がゃ 誤す る こと ザ、 赖の 船ぞ化 脱を 氣 ミリ 
抑を よくしたり 化を 掘つ たりす る。 

(二) iirll 邮ゃ 、難な どに 搬 がを 做を たり、 驚耐 、お 取 > S などで 齡 

こふ リ ふち •し*, くり ふ 

された 森が 地の 惦 が。 

I 八 I 二 


产 •こ 〇 、 V - t /* 本 わで たたち は 化け あを く じ ゆ ミ じげ 

てず づ うして 今までの 茹地や 沼地が いつのまにか 細に かは り、 靑 々と 樹木が 茂る‘ ザ 


かど 巧 


うに ミ てがたのは 燃^ ほどで、 驚 一が の . S が どんを にがき な もので あるかを 

わたく じ 


趙 たちに 敎 へて ゐ るので す。 

につ ザ ふ じづ "ク 戶 •"** 

口 本では まだ 懲働 はい ザし いものの やぅに 考* へて ゐる ものが をいで はぁりません。 
そんな ことを 考 へる ことが はづ かしい ことです。 ドィッの 箭 鞠た をは 勞働 はがきを 誇 
です。 それ も自 々のために 働いて ゐ るので はるく、 世の がの ために. ドィッの こ 八 公 I 事 

け ふ は うこ がふ？ へ • 

業に 奉 化して ゐ ると いふ 考 をし つか リと植 をつ けられる のです。 それ かとい つて 自が 

ぅ.'^ •おぶ 巧-. ' らっ ミち？ し ミミち ^ ，も’ 

のが 杂も大 y でぁります ぇら いつまでも 勞働 奉仕を ザ. つて ゐる のでは なく、 奉を 期禪 


つ む ふ . L い 3 % さい 3 L . 

は六ヶ が、 その 年齡は 十八 歲 から 二十 歲 までです が、 おそ < とも 二十 五歲 までには 



ごいが く こふ •かく でさ こ卜 •く でを • I 

いと 大巧へ 入學 する こと も 出 ホを いし、 職に つ < こ とも 出 ホを いのです 


をの 妒邮の お 船は 私辭 がで、 とても きびしい おがに 従かなければ なりません。 みん 

を そろった SS 、 その SS とぃ ミは . S 堅 警 、擊は 部」 の ドィッ 露が 蓄 った 
のと 邮‘ じ攀 . は と 教§ が 勢が されて ゐ る® です が、 そ。 制 誓 S を かっ 

いで 巧 進 もします。 

この S 縣 がは S かなゎが 齡賓ん だけで •ぅちから S って S っ ミ、 ょこを ゎ 
がを 持つ ことは かたぐ とめられて ゐ ます。 その 每 日の 時 問を を 見る と をぐ 少しの ひ 
まもなく はりきつ たな 巧を して ゐる ことが わかります。 

ム ハ、 00 おが (おは 五 時) 

丄 ハ、 〇 五— 六、 一 五 述動 

~ 八ち 


ムハ 、一一 0— と、 一 五 

と、 二 0 

よ、 M 10 

と、 阿で— 1 〇、0〇 
1 0、〇0—一 〇、 一二 0 
1 0、ご10— 一四、 〇〇 

一巧、 001 一巧、 一で 

一四、 一二 011 五、 〇〇 

一 五、 00—一 五、 一 〇 
一 五、 一二 011 と、 00 
一と、 1 0— 一八、 00 
一八、 001 一八、 四 五 


サ ふめ ふ こふ だい ぞい y てっ 乙ょ* 

洗 血、 瘍 邊鞭现 、朝な 

じ < なけい やっ 

闽 施巧极 

こ ごとば こ 化つ でつ 

化 ホ 場へ 川 お 

* レゥ どづ だつ こ 

勞働 奉仕 

てづ こょく 

朝な 

じ クどヴ はク巳 

勞働 奉仕 ‘ 
仕事場から 引褐げ 

ちづ じを 

薄 か 

，しふぶ ふ 4 つじ ふ 

お 刚閱强 

たい ス-ヴ 化づブ 

職 操、 おな 

でい ザ けっいく 

巧 治 おを 

て ふこ 

點呼 


八 六 


めいれいで ふたつ 

一九、 〇〇 命み 傅 速 

一九、 一 五— 一九、 四 五 夕を 

一九、 四 五— 二 〇、 一 五 が 除、 修纔 、洗濯 

110、 一 五— 二 一、 四 五 哨 歌、 が 說’餘 典 

ニニ、 〇〇 お燈 ’就寢 

t つた* を，* > いを が みな 

よ/、 ごらんを さい、 也^ がつ く 間 もない ほどに しい ことが わかる でせ う。 をさん に 
はこん な眞 似が 出 ホます か。 

この 時邮 おのが に、 一四 時 ミ 十が などと 川て ゐ るのは、 一日を 午前 午後に わけない 
で 3 して S へた i 聲 す。 ですから 十擇 一一 一十 おは 午が 一一 時 一二 十を？ とでえ 
繼£ のが 繫 £ 'はゃは りこ 卜图 M を S して S へる ザう にな ミゐ まえ 「ゎじ 

を辦繫 が 繫バ沪 くのは、 て i 1 1 もた ミ ぃかにも ゎ そぃ ザう を 影す る 

が 化が 式に いへ ば 午後 六け 二十々 とい ふこと にを るので す。 


一八 八 

さっき も T 裘 I した. ザぅ じ、 が. か Q お Qs 磬もが V は lli で、 十 萬から 二 
十一 游 までの かがの 繫 がが がて ゐ ます。 しかし 齡譽を かミ啦 でも 穀 おが 

かは こた ぐ && 

をす ぎて 困つ た 位を のです。 

ら ，うど ヴけふ 巧う こ 乙 ごと 、し ゆろ & ゥ だ‘ ぐ ふ かじ ょ 

その 懲働 群は を 化する 仕事の 穂 類に ょって S っに み けられます。 第一 群は 家事 やお 
の 中の 仕事を わず 傅 ひする のが 敎 をの 目的で ぁるから、 奉仕 歉觀 がが てい 新 新の 破く 

じを ミ、 祭、®‘ si、 si、 E の i? ‘ それから 避した リ ilr たりす 

?づ ご を こ はじ ぶた せれ をん たこ たぶ み 

る やぅを か 誰の ことを 敎 へられます。 さつき 話した 膝の 世話を して ゐた 女の子は を か 


だい 


サヴ ザよ 


このを 一 滞の 少女だつた のでせ う。 

齡 iig ち ふのは、 繫 尹つと靈 に 絶が させる 装たち で、 破く の繫で 観が せ 

ます。 第 ミ 群は 開 聖地で み’ 瞄ゃ 願が どに わが 齡^ する のがつ とめです 。わが 蟲は骄 が 
方ょ リ もミ少 ぃ。 かう して お同鮮 新 皆て ゐる うちに、 献お <1 が のがが を£ へられ 

じ やゥ らい か？ si 

るし’ 將巧 ドィッの 5 つぱ なわ 巧さん とを るぶ が きづかれる のです。 


じ ： "ふ かふが でき 

こんな ことは ちかの こと だけ 考 へて ゐる ザう を ことでは とても 出來る ものでは あり 
ません。 日 おを すてて^の ために、 世の ため 人の ためにと いふ 考が 、先になら ねばな 
ら复 い。 ほ^とうに ドイツの 少女たち はえら いでは をり ません か。 


ヒツ トラ ー •ユ ー ゲ A 卜 



t こと •し ぐれつに つ 皆 ふ だいへ ミ や き 

1 ユー ゲントと 呼ばれて ゐ ます。々 が (昭和 十一 一一 年) の 八月に 日本へ その 巧 おを が 巧 


はな. 〇 らつ だつ ほつ こ だ ふ が < かヴ けゥ いく 

ました。 この ヒット ブー •ユー ゲントと， さつき 話した 勞働 奉仕 圆と學 校の 敎 をとの 
一二つ は、 は をれ る ことの 山來 をい ものな のです。 この 一二つ の敎 育で りつぱを ドイッ 靑 
がを 作リ あげる ので、 これが 义 軍隊に つを が クてゐ ます。 では これから この ヒット タ 
1 ユー ゲントに ついて わ 話して 上げ ませぅ。 新しい ドイッを 知る ためには、 どぅし 
て もヒッ トクー •ユー ゲントを かつて ゐ なければ ならを いのです。 

化が 大戰 でた たきつけられた 祖 國を大 ドイッに 築き上げる ことは、 ナチ スの 坂も大 


きな 口敕 であ ク ますが、 この 大日 的を 巧す るた めには、 ドイツ人の 魂が きたへ を ほさ 
なければ なリ ません。 それは 自分 一人の ことを ちれて、 啡 がの ためには 邮 側 も おそれ 
ない 祖闽 のた めじは 火の 中 水の 小に でも 菩んで 飛び こむ とい ふ、 かう いふ^ 神を 作 
る ことが 何ょ リ乂 けだと いふ ことを 考 へた ナチ ス は. が ザに 非常 じ 力を がれて ゐるこ 
とは あたり まへ であります。 

この ドイツ 魂を きたへ 上げる のには、 ただが 戰 趴で齡 斬した がでは がりない、 ヒツ 
トラー が、 . 

「ナチ スの岡 巧敎 をは、 何歲 から 始めて 何歲 まで やれば、 それでょ いとい ふので は 
ない。 つまり， 化れ てからが めまで がが をで ある OJ 
と、 いって ゐる やうに ー ホの お 巧で あるけれ ども、 一を 大切を 瞬は お 料、 箭靖 の!^ 驴 
であ ク ます。 み 年、 靑年 はもう すぐ ホの ドイツを 巧を って ホつ 人です から、 萬 I この 
み 年、 靑 年に ドイツ 魂がなかった としたら 、ドイツは 將來 _ がへ てが くことは がに が 


えて ゐ ます。 だから ドイッの せ 帝 f 心に セ鄭 する きびしい 訓械 は、’ せ 界の歴 あの 上に ホ 曾 有 

くも. £ ふ ぐら & 

のはげ しい 訓練 だとい はれて ゐる 位で を々 ます。 

繫 のが 奶を ことは ドイッに 赋 ミこと ではぁりません。 口 家將 がを 巧 負 ミ 

だ ミ もが Q 繫警 ぁります。 こ qS 冀 sH が； ゃ iS にょって、 梦馬 はどぅ 

をる かを 勒* へる ことが 出 ホる のです。 どうぞを さんしつ か リザつ て 下さい。 

? い 1 ふ < ふれ ふ かく こく せいせっ UA だ乂 に 

さてヒ ッ トラー • ユ^ゲ ン トはこの靑が訓練の 1 つで、 を國の靑少年画と化たとこ 
ろ もあリ ますが、 そのを 飢 織や倘 神は 垄< ナチ スの 特別の ものです。 この ヒット クー • 

ユ f ゲン ド こそ ドイッ 邮 知の が事數 で、 この 中に 將來の ドイッの をが あるので す。 

ヒット クー •ユー ゲントが^ めて 生れた のは •一九二 六 年 我が 國の 昭和 元年で、 こ 
の齡は ドイッに とって 解に が， い 解で ぁりました 。とい ふのは かを ホ 義が敎 をの k - にも 

むか う 王 .し だう ひと 

のびて ゐ たからです" さう いふ 中から ホれ た ヒット クー •ユー ゲントを 指を する 人々 

は おゃ li 梦繫 がゎから 叢たち マ‘ ミ だち はこ 故 A 輸神？ にもが 妒 

‘ 一九 I 


I 化 二 

の 止 じ も、 いひ かれない ほどの 苦しみを をめ た 人たち でした。 るれ だから こそ 一層 ド 
イッが 立ち h , るた めには、 が體も 精神 もと もに 强 健を ドイッ 靑 少年を つ <ら をければ 

か乂が 

をらない と考 へたので せう。 

しかし これょり 前に も ドイッの 靑年 運動が あリ ました。 それは 一九 0 1 年に 生れた 
ブン ダー •フ ォー ゲルと いふので すが、 その 意 ホは 「波り 鳥」 とい ふこと です。 何故 

わ 4、 し 巧 な わた どり 

こんな 而白 いぶが ついた かとい ふと、 波 リ爲の ザう にあを こち ま はりある いて、 その 

わか だか。 だ せいこ ふ れ ウふ I - ク ザ ふこく 

岡に を體や 精神を 練る 述 動で あつて ホら です。 これが だん'— と 全國に ひろまつ て、 
いろ-^ な 斬 年、‘ 少年、 が 女の 邮體が 生れる ザう にな 5 ました。 ヒット ラー が ドイッ 
めが 禪 をと ると-な々 の考 へて ゐる やうを りつぱを ドイツ 國を をつ くるのに は、 十 年 

れ乂 むが も-しつを れも U ふみを せお た 

11 十 年と いふ 長い 年月が かかる' さう すると 十 年、 二十 年 化に ドイッを 背負つ て ホつ 
がの が S たちち ミ お てること が 俯ょり が 孤を こと だと ' IT へ、 繫 r ッ郎既 とし 
V のびて わく 苗木 やお 木を 作ろ はじめた のです。 そして 一九 一一 三 一年には ドイッ 圣國の 



すべての 靑 少年 國を ヒット ラー •ユ 
I ゲントに 統一して. 

「わ 前たち こそ りつぱを ドィッを つ 
巧 くるた きを 巧 あを もつ てゐ るの だ 日」 
を とい ふ もを 靑 少年の 頭に 植る つけ ま 
ド した。 

ィ をでは 闽 員が 六な 巧 入 も ぁる やぅ 
ッ になり ましたが、 普述に ヒット ラー 

ゎか 

ユ I ゲントと いはれ てゐる 中には 四 
つの 禪觀 がふく まれて ゐ まず。 
ドイツみ 年闽 (卡 歳— 十四 歲の少 

む ふ 

が) 


九 一二 



】 化 四 

ドィッ 少ホ画 (十 歲— 十四 歲 のみ々) 

ヒット ラー 靑年画 (十五 麻— 十八 歲の 男子 心 
ド f ッ ホモ 靑年團 (十五 歲 —一 一十一 歲心 

この 四つに々 かれて ゐ るのを みん を 一し ょに して、 ヒット ラー •ユー ゲントと 呼んで 
ゐ るので す。 

な團 をず るのは めい-^ の自 をで 義 あではありません が、 この 四つの どれ かの 團員 
でを いと、 ドィッ 靑 少年のを 格が をい とい はれる 位です から、 誰でも 爭 つて 入. 國 しま 
す。 お 年 一が を 體檢査 を 受けて、 そのを 體 に適當 した 部齡に 編入され ます。 たと へば 
|^がの人だつたら盲乂部に乂るのです。 入團は十歲にをつた年の四月二十日に巧はれ 

ひ わ ふじ やゥぴ 

る ことにな つて ゐ ますが、 この 日は ヒット ラー の誕を 日な のでず。 

日本では 大 てい 學 がの 先生が、 靑 年團聲 少年 團の 指揮を したり、 お 世話を したりし 
まずし、 學 校が 靑 少年 闡の柴 つたり 訓紳を 受けたり ずる 場所に なつて ゐ まずが、 ヒッ 


トラー •ユー ゲントは 圣<學 校とは 別にを つて ゐ て， その 指 巧を も學 校の ホを とは 別 
の 人です。 しかし 家庭と 學 校と ヒット ラ I •ユー ゲントとは、 互につな がりな つて ゐ 
るので すから’ この 一一 一つは 靑 少年を 敎育 する 大切を 場所に をつ てゐ ます。 そこで 昭か 
化 年と 月からは、 一遇 間を この 一二つ の敎育 場所に みけて つか ふこと にしました。 五日 
間を 學 校に、 ± 曜日は ヒット ラー •ユ— ゲントに、 日幡 日には 家庭で 敎 育され る やぅ 
にを つて ゐる のです。 

「健圣 をる 精神は 健を をる を 體に 宿る」 とい ふが 言が ぁ々 ますが、 この 磯と 精禪の 

リ中づ はう ひも 

兩モ がそろ つて ゐ をくて は' ほんと に りつぱを 人とは いはれ をい。 そこで ヒット ラー 
ユー ゲントは 闽 員の 健 圣 をみ 體 をつ < ると いふ ことに 非常に 力を 注いで ゐ ます。 その 
ために 六 百 夕の闡 員を もつ てゐる 部隊には 一人の 醫 おが ゐ て、 病氣や 負傷のと きには 
すぐに キ なをす る、 いや それょ リ もお氣 にかから をい やぅに 充か氣 をつ ける のです。 
ろ こで 闽貿 は入闽 のとき と 十冗歲 になつ たと きに、 くわし < み備 の檢杳 をし. これに 

i 九 五 


よつ てめ い''- \ が 、そのつ とめに た へられる かどう かを たしかめる のです。 その 化每 
牟巧 には、 巧々 圃 員の み體の 様子を しらべ、 からだの 親い ものは 一層て いねいに 彰 
察して &热を 加へ、 或は 療養所へ をら れ ます。 

をと こを ふ れつ •しふ 

ヒッ トク t •ユ [ゲントは 巧 も々 も、 みな 熱む にスポ ーッを やつて ゐ ます。 しかし 
ろれ は 別に 選手を 化る のがが 的ではありません， 日本の 斬 校の 中には 選手 だけは 非常 
にす ぐれて ゐる けれども、 選手を 除いた あとの ものは、 非常にみ つて ゐる ザう をと い 

ひと リ ふた 口 そん 巳 ゆ 

ふやうな ものがないで はありません が、 一人 二人の 選手よりも みんなが その スポ ーッ 
によつ てりつ ばな み體や 精神を 作リ 上げる ザう にしたい ものです。 ヒット ラ I •ユー 
ゲン ドの スポ ーッ はを く剧員 みんなの み體 をき たへ、 そして 健查な 精神を 養は うとす 
るので す。 

又を 闽 には 二で 鈴の 國員 のがが 师が あつて、 どこ へげ つても 泊る ことが 出 巧ます。 
著 中 休暇を どには 二月 も 一二 月 もがを はなれて 旅行 もします。 化 頃日 本で も 帯 年の が ホ 


9 こ 》: さか を .レ ゆく はくじよ げ〇 でを 

旅が が 盛んにを つて かたのは うれしい ことです が、 こんな 宿泊' 所が モ 々に 山が たらい 

か？ し J くがいん くろ サミ ふ ，レろ 》 I 、 ） なづ： 

いでせ うね。 褐 をの 制服を 着た ドィッの み 年たち は、 白 < ふちを とつて 黑 のみの 章を 
ミた SQ ご ドを ITqS にまぃ て、 がが の敝 を！^ しだて 髮 のん もと 一し ょに 孰 
まし ぃ S を 儀し を がら、 £ かもへ E から £ へと 護を ミけ てが〜 るの 賴た 
ちの 新には はちきれる やうな T 心 勤が みち‘ 熟烈 なお 國 、むが あら はれて ゐ ます。 世界の 

f ふさ*- ヴ ょふ む じゃき こ ドる 、 I 

どこ じこんな 方氣 なみ 年たち が ありませ う。 無 邪氣な 四つ 五つの す 供まで が 、"ィ 八 
ヒット ク t を 叫び、 ナチ スの 歌を 恥 ひを がら あそんで ゐ るを 樣は よその 關 では 化ら 

ムゥ*"' レ 

れ ない 風景です。. 

かう して 滞^と が^とを きた へられて こそ、 批巧 どんを 困難に ぶつか つても、 これ 

もこく セ 巳が く でブ につ ふこ どる 

を うちやぶり、 祖國 をに なつて 立つ 資格が 出來 るので す。 日本の みかたち も ドィッの 

む.。 

子供たち に まけない ザう にしつ か 5 ザつ て もら ひたいと 思 ひます。 
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十五 


ツの あち こら 


ドイツの 大を去 

今まで ドイッが どうして 今の やうを 阀に をつ たか、 ナチ スド f ッ の^ 手を わ!^ し 
ホました が、 これから 少し ドイッの 地理を わ 話 新し ませう。 

ドイッがどこにあるか、 そんなことは化圖を一目見ればわかることですが、 ヨ—口 
ッバの ほぼ 中央に あると 化へ ばいいで せう。 がの が だけは バルト 歡 とが 槪に 前して々 
ますが、 あとは を 部 陸つ づき、 西は フランス、 ベル ゲー 、オランダに 齡 し齡ピ は スイ 
ス イ タリ — 、^ン ガリ— がつ づき > 東の ホには ポ— ランド やチユ コ •スロバキアが 

あります。 まだ この 他の 小さい 國 々も艇 へる と ドイッの 亂驴 には 十が おの 郎 W がが ジ 
まいて ゐ ます。 こんを にを くの 闽 々と 境して ゐる國 は 世 取の どこに もあリ ません。 

につぶ ふ むがの " Vn も ふ ろか^ 一 

日本の 長 野縣は 八つの 縣と靖 して ゐる ことを 知つ てゐ るで せう が、 これは がが の 和 


て 



ですから 何でもありません が ドイツは 闻圈 
を 外國で 化り まかれて ゐ るので すから、 少し 
も 油 斷が出 ホを いわけです。 殊に 西の モ フタ 
ンス とは 昔から 厄介を 問題が 絕え 間のを いこ 
とは これまでの わ 話で ょく わかつ たでせ う。 
では 一つ 皆さんに 尋ねて お ませう。 

「日本と ドイツと くらべたら、 どつ ちが 大 
きいで 化う か 日」 

この 質 間には ドイツの 方が 大きい とを へる 人 
がを いのです。 ところが かへ つて 日本の ホが 

み 1 

ドイツょ-^ 大きい のて ず。 

ドイツの お赖は 四十 お 萬 六 千 方が 位で、 朝 

】 九九 


二 8 

鮮を 除いた 日本の 廣さ 化で あリ ましたが、 疏 巧ォー スト リアを が口齡 しました から 八齡 
四で 方 巧 おが 加は リま した。 それでも だ おの 六 卜よ觀 五 千が がょ リ はがし 如 さいので 
す。 しかし ョー 。ツバでは 海外の 領地を 别 として くらべる と、。 シヤ のがに がきを 郎 
です。 そ ミ イツょりも が’ 本のが がが きぃの だから、 おが も そを にが ミ譽ミ 
ことが わかる でせ う。 けれども ドイツの 恥 矿の麟 いのに くらべて、 がが がが 町で ある 
ことを 考へ をければ なりません) ドイツに もがは あク ますが、 が おの やうに W ががく 
はありません。 

ベ ル リン 

ドイツを 地勢から々 けて 見る と ミつ じを リ ます。 一つは が ドイツの おで 一つは が 

ド ミで 1 ち ミ 

がと 巧を がの 山地、 もう 一つは 南 ドイツの アルプス 地 かです。 

化 ドイツは ョ f 。 ツバ 平 好の 中央を がめ て、 ドイツ 封 聯の二 おの 一が おも あるので 
すから すばらし いものです。 日本で 一番 廣 いのは 齡齡お 取 だが、 ドイツの 恥听 こくら 



ベる とその 何十み の 一位に しか 當ら ない 

でせ う。 エ少 ベ、 ォ— ザル、 ゥエ！ ゼル 
とい ふやうな 大きを 抑が この 平郵を ゆる 
{と れて 51 It や バルト に 注いで ゐ 
ます。 しかし この 廣い平 巧は 荒 地 や、 沼 
地が をかつた のです が、 勘 魁を ドイツ人 
がだん---- 開垫 し、 ナチ ス ドイツに をつ 
てからは 勞働 奉仕 團の 力で、 だん {美 
しい 离 にかは つて 來 ました。 

そのち をはち に ライを や瓣 をを 作つて 
ゐ ますが、 ライを で こしら へた 黑^ン が 

われ---- こ々 じふ じ々 r こ たく 

我々 の わ 米の ザう に、 ドイツ人の 常を 
二〇 】 


二 0 二 

です。 义-棋 鈴遵は どこに でも 栽 おされて ゐ ますが、 これはるの ままた ベる 外に、 わ 酒 
にも 遇ら れてゐ ます。 巧鈴豐 のをい ことは ョー 。ッパ 第一です。 が 萊 もたく さん 作つ 
てゐ ます。 これから 砂牠を 製造す るので す。 日本では もに 甘 燕から が 糖を 嫂 造し ます 
が、 近頃は 化 海 おあたり でが 巧を 栽培す る やうに をつ て來 ました。 しかし ドィッの 足 
許に も よれを いことは いふまで もを いでせ う。 ベ^リンの 西の方に ある マ^デ プ瓜グ 
が この 扱 糖 製造の 中必 化です。 

平野と 山地との 巧 目 あたりには 石炭の 化る ところが をい のです が、 巧の 方の^ — ル 
と あが シレ シアと が-主を 地で 殊に ルー ル お 旧は 產 額が をい 上に が 通 も 便利です から、 
非常にが 切を 地方です。 ですから 自然に 工業が 發 達しで、 武器を 興逛 する 如 社と して 
名前い ク^ップ エ 巧の ある H ッ センを 始め、 をく の 工業都市 がを らんで ゐ るを 様は 一 

つとにつ デ ふ を わ こづ 忆 め は々 L 

寸 日本の 化 九州に 似て ゐ ます。 ここら あたり 目に うつる ものは ただ 林の やうに をら び 
立つ 工場の 煙 巧、* しない 雄 物の 海、 そしてが をの 空であります。 そこから 新 ドィッ 



の 勇ましい ひびきが 聞え て 巧る のです。 

ェッセンは 人口が 五十 萬の 大都會 です 
が、 その 三み の 一は クルップ エ場が 人 パ 
なのです。 日本に も それと よく 似た 都會 
の あるのを 知つ てゐ ます か。 

平野の 中央 スプ レー 抑に またがつ てべ 
ル リンが あリ ます。 ここは いふまで もな 
くもとの プ 。シャ の 首府で あつたし、 ド 
ィッ ホ陋の せおで あリ 、今 も ナチ スドィ 
ッ のせが であります 。人口 も 四 巧 巧な 上 

せいち がくじ 化つ かっつ ク L 々うこ っげ ふ す*' ゥじべ 

あって 政治、 學 術、 を 通* 巧 工業の 中 ふ 
です。 フランスの バリ 1 の やぅを 華やか 
二 01 二 


二 0 四 

S 巧 さ 6 で £ ち .A 

なと ころは あリ ません が、 街は まことにち ザん として 氣巧 がよく、 ベルリンの 街を が 
ただけ で、 ドイツ人の お 巧が わかる やうを' 氣 がします。 

ちウ •しふ じつ ちづ， しふ 

ベルリンは ドイツの 中む である ばかりで をく、 货にコ I ロ ツバの 中、 むで ある ことは 
一日 地 岡を 見れば 成秘 とうな づ かれる でせ う。 この 化 辑がョ ー 。 ツ^の 中央で あり 

が繫の おがで ぁ リ、： ベ’ 航とォ — v ル ーの 巧 ii に 管て ゐる ことち 髮 "お 疏醉 

でく か i つ- イ い 53 て ふ に •し はづ ひそし 

化 巧述の 交义顯 にを つて ゐ ます。 两の 方の イザ リス、 フク ンス 、スペインを どと 束の 
ロシヤ 、ポ f タン ドな どと を 結びつけ、 或は 南部の ョーロ ツバと 化ヨ I 。 ツバと をつ 
をぐ 乂扣 なおび 目に をつ てゐ ます。 

それば かりで をく ベルリンは スプ レ— 抑と 運河に よつ て、 水運に も 恵まれて 力ま 
す。 陸の が 通は いふまで もを く > 大陸の 眞 中に あリを がら、 水運の 便に も窝ん でゐる 

こふじち なつた つ ちり じ々 ウ おじ げ いふ 

とい ふことは、 ベ 八 ジン 玄 今日の ザう に發連 させた 地理 上の 大きな 喊 因で、 これ こそ 
ベ 作 リンの ホ 命です。 


卜 り」 •しむ* す ふぶ つ いくにち わ _ 

おし ミル i はが ドイツ SU ? から •もし 巿內 を‘ 見物す るなら 幾日 ぁっ ミ 足 

ば ふ • 

りを^ ほどた% ん のがが 教 きつける でせ う。 ベルリンで 一需 にぎやかを ところは リン テ 

/ じ ご- だい くわ てん 

ン僻 •.マライ；. ヒ がで、 ライ .7 于ヒ がに : リン 聲と ぃはれ る 杳貨店 ゥ：卜 

お j 化で & の I 

イムを はじめ、 大きを 遮 物が をらん でゐ ます 

こ ミ ユル こ イム 百 SG がを？ と、 bs がぃっ も 斑れ を S が T のこと を 思 
ひ' 邮 しま ス義 がと ぃふのは 賣 のがの がり ともをっ て 賢案邮 をす る 害、 ドイツ 

t ふ つサ L 

ではょ < がられ ますが、 これには シュバー ド ~ 犬を 使 ひます。 シュバー ドを 知つ てゐま 
すか、 がでは が 本に もた < さんぁります。 现 在を 用 ザは 大 ていこの シュ J — 卜で 
繫の 震に がて ゐる穀 「那 が」 「金剛」 もゃは り シェ-パ— ドを のです。 

• J y ょ わ み、 りこ ウ 

もとく シエ バ| ドは ドイツの がで、 ん きな からち ぴんと ホ ミち 利 巧 さうな 
中が るから に 齡い骄 まし さう で 私 もや 辭觀ザ るれ から も驴 犬を どに 化 はれて ゐま 
す。 シト もこの ち 巧 ザでした 

二 〇 五 
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あはれ なシト 

ドィッの 都べ^ リンの 朝は、 何もかも 忙し さう に 動いて ゐ ます。 電 ずは 載 校へ^ る 
學 生や 會祉 工場に 出かける 人たち でぎ つし リ つま リ 、重さう に 溜息を つきを がら 走 
つて ゐ ます。 

このせ 來 のはげ しい 中を 一頭の たくましい シユパ f ド 犬が まつて 巧き ます。 その あ 
とには が 何に ち お ホな 手 押 車が あつて、 がに 乘 つて ゐ るのは 一人の 育 人です。 i 目 人 
は 左の 手に 一本の 綱を にぎつ てゐ ますが、 この 綱が 前に 走つ て 巧く 犬のから だに つを 
がれて ゐ るので す。 

犬は をを かして 他 ものに 衝突させる やうを ことなしに、 上がに 旨 人の 窠內 をして ゐ 
るので、 をの 上の 育 人は 查く 少しの 心配 もを く、 熙 い 犬に 化せき つて ゐる 様子です。 

十字路に 巧る と 赤や靑 の信规 があります。 田舍 では 見られません が、 みし 大きを 都 
會 をら 日本で もき つと この iijg 视 があリ ます。 赤は 止れ、 靑は 進めの 信號 です。 ザが 十 


、 とじ わを こふ 

が趴 にが ミき に 齡 緊警」 た。 するとを。 ひたりと ちま」 ち ミて 靑の信 

齡が护 ると 姑は 數を廣 ぎつ て 巧き まえ％ とぃ ふ 賢ぃ ザ ミぇ 人間で さへ この 信號 

こ .K が いた £ くら 

に斬づ かを かつたり、 が つても あらを いで 怪我を する もの も あるのに、 この 犬は 盲の 

I 熬をだ も E へずに 藉」 ミる のです。 

と ± で 

十? 子 齡 をい < つも 新ぎ ると、 いょ {にぎやかを 通リへ 出ました。 その にぎやかを 

> わ^だ とづを々 ゥ 

邮リ には、 まは りの 齡蜘 からず つと 高く めけ 出した ゥ ユルト ィムと いふ、 東京で い 

> て rs •ね くわて ふ 口ぐ で t こ 

へば? 一一が」 の ザぅな だきを 百 叙 巧が あり' ます。 がは この 百貨店の 乂 口の 横で とまり まし 
ちす ると W 某は おが 祇 にがさぃ 箱を 置ぃて、 そ ミ まがの がた ぇ ぼり 座っ ミ 
まし、 一。 るの る ばに がが きつと ザを ホて て、 巧に 巧 入りす る乂 々をを がめ てゐ ます。 
わかつ た、 ここで-街 恥を パ W から わがを がげ て 賞は ぅとす るので す。 

齡んは ボルダ U いつても とはが 人でした。 世 ホ大戰 のとき フランスの ベ^タンで 

鹏舶の 常を がけて 認 is れて しま ミミ、 驚から％ かとし ミトと ぃふ 

二 宝 
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ザを いただいた のでした。 もし ヒッ 
トラー も帮 ダスで やられた 目が その 

み 

まま おえな くを つて ゐ たら、 どうで 
せう。 

ポル ダー とシ トは襄 長屋の 一円 中 
ちつと ももの ささをい 薄暗い 部屋に 
化んで ゐ ました。 部屋には 何一つ 道 
具ら しい もの もな く、 ただ 何年 使つ 
たか かれない やうを 古寢臺 と、 そこ 
らに ホけ た わ 皿が 二つ 兰つ ころがつ 
てゐる ばか リ 。夜は この 寢 寒で 人と 
犬と がが き 合つて 眠り、 夜が ぁける 



と ボルダー は •が狀 私以齡 つて シトに 齡が さた ゥュ ルト； ム 百貨^の. 前に 一。 中 
心の 乱が を 待つて ゐ るので す。 ► 

りつぱを がな りを した 齡が ザ、 きれいを is 物を S 着た "婦心 たちが、 織る やうに 化た リ 
がつたり します けれども’ がて いは 辩れを 祈がん か 印に もつかを いやう です。 時々 ふ 
りがぃても’ 悅い爹 織を そがけ る だけで、 一繼 もがげ ては くれません。 たまに ゎ 金 
を 投げて <れ る 人が あると、 

「どうも ありがたう ございます。」 

とい ふつ もりで せう、 シト は一聲 高く がえ ホて ますが、 こんな ことは 一日に たつた お 
邮 が六吼 § こと も ありまず。 それでは とても ポ八ダ I と シトが 充か 食. ベぶ ことが じ 
がません。 けれども ポ八 ダー はかう してが きて るら れ るのは シト のわ薩 だと 思つ て 

じ ぶふ ， こ 

りかの ひも じさを ちつと こらへ 

「シト 、さあ お上り わしは なべた < な いんだから！」 

二〇儿 


と、 シトに バン も ザ つても シト はがべ ようとし ません。 ま 人の 顏を 見上げて 悲し さう 

た ぶふ 

にを きます。 多分 

「柳 お；^ がが ベを いのに どうして お 一人 食べられ ませう OJ 
とい ふつ もりで せう。 

「さう か、 それ ぢ や、 バノ しで も 半々 づつ 食べよう な。」 

た 

お 心 ダ I が バンに 手を つける と、 シトも ザつ とそれ を 食べる のでした。 

おの 齡も S ミ ±r 非 おの ことです。 歡挪 はが ミ 巧 家に ミミ まって、 

*れ は さ j ゎ 卢-ふ み もた - J 

いつまでも 一にし がみつ いて ゐる 枯葉が、 をい 風が 吹く たびに ヵナ'^ 音を ホて てゐ 
ます。 どんより 黨 つたが からは 争に も 雪が 落ちて ホ さう です。 

ポ处 ダー はいつ もの やうに 手 巧 おを 引きが して 衙に 出ました。 

A い かる L やゥぐ わつ 

「載いだら うな、 シト 、いい^ 寒い より 滯 じいだら うな。 しぇ しも 正 巧までに は 

へ た tt たら I 

お前に も おいしい ものを 食べさせられる ザう に 一 働きた のむ よ」 


こ. >义 くわで ふ いを い 口ぐ モ t こて 

シト は、 む 得て、 いつもの ゥユ^ 卜^ ィムの 百貨店に 急ぎました。 そして 入口の 横手で 
ぢ つと 親切を 人を 待つ てゐ ました。 

ところが どうした のか、 待 つても'-^ ただ 一つの 銅货も 投げて はくれ ません。 それ 
どころ か 心 r 日は 人のを 音 さへ 聞え をい のです。 

ゃっと S ホら 一っ おもが 齡 ぇて i か 狼 •っぃて It たが、 ゎ が。 をが & ミれ るが り 

IV 

I 、 气 トム やず 

「，知い、 わ 前さん、 いくら 待 つても だめ だょ、 今日は わ 休み だから、 こんなと ころ 
にゐ ると 載い からう ちへ かへ つて 化んだ 方が いい ぜ。」 

と斯 恥を が 21^ を がげ て <れ ました。 がが 百貨店の 聊 人だった のでせ う。 けれども うち 
へ かへ つたと ころで がふ もの もを い、 ただが 炭のを い 古 ストー ブが 待つ てゐる ばかり 
です。 

「困つ たを’ シ ト。」 


シト は必配 さう に 主人の 顔を 見つめて ゐ ます。 

「さう だ‘ 公邮 にが かう、 公圃 ならき つと 人 も 出て る だら う。」 

シトは 劫 人の 挪 語を 閒 いただけで、 すぐな 圃の 方へ 走りの しました。 しかし こんな 寒 
い n にな 園に あそんで ゐる乂 が あるで せう か。 

ポル ダー は渐 りついた 蛇が の そばで、， 人の 足が に 巧を ホて てゐ ましたが、 人の 足を 

を こ ふか わめいき さム a むけ 

は どこに も 聞え ません。 ポ^ ダー は 深い 溜息を つきました。 するとな に眠氣 がさして 

g I む なじ むん L を RfJ さむ ひる むに 

巧て •うと--.^ と盼 りおめ ました。 何とも かれぬ よい 氣持 です。 寒さ も飢 じさ もが も 

_^ん ろみを くさ ヴへ を 

减 じません。 廣い靑 単の 上で シトと 一し よに あそんで ゐる ザうな 氣 がしました が、- ツ 

の庄 & 5 

がて 戟原 もシト もみん な 消えて しま ひました 

な れ かぜ ひ I 

「. ii い'-^、 起きない か、 こんなと ころに 寢てゐ ると 風邪を 引く よ。」 

が繫 S ミゎ穀 さを、 繫 が？ で i って ゐ るみす ぼらた P 、 そばに がく 

い b み こ 先 をと こかは み 

をつ てゐる 犬と を 見つけた ので、 躍を かけ ましたが 巧は 顔 も 上げません。 


「よく‘ 歡てゐ るな ..… お ザ、 死んで ゐるぞ 。」 

わ點 がさんは びつ <リ しました。 ポ八ダ I は 寒さと 飢 のために 死で しまつた のです。 

• ミ か t- •にリ な こ じど々 t や 

•わ鄉 がさんは どつかへ おつて がつて、 做の わ觀査 さんと ポ^ ダー を 運ぶ 旨 動 巧と を 
がんで 來 ました。 

「もう、 恥 かるまい が、 が 急ぎで 病院へ ザつて くれ。」 

ゎ M がさを ちが J ダ— を^ 邮 に S 穿れ ようとす るち がまで ぢ ミして ゐた 
シ トは觀 にお 柳が ひに なつて | c えがて ました。 お^を 蓮れ て 巧 かれて はお 獲 だと 化つ 
たので せう。 

「こら-^ ゎ？ is お八* 驚 ふへ li れ てげ つて 手 當 をして ゃ るんだ ょ。」 

いひき かせても やつ ぱ リシ ト はがえ つづけました。 それに かまは ず ボ^ダー は 自動が 
のがに がれら た 51 たぃ敝 をが ミ 驚 ふへ sj 古す と、 シ トは蕃 になつ て ぁとを ぉ 
つかけ、 粥 度 か 自動 來に 飛び 上らう としては ムリ 落されました。 


一二 四 

手を つくし ましたが、 もう 化き かへ る 望みは を 


'が 巧え つづけて ゐ ます。 


巧 おへ 運ばれた ポ^ ダ [はいろ 
々ませんで した 巧の 外では 悲し さう にシト 

「 W 哀さ うに‘ ち 人が こ ひしい の だら う、 中に 入れて やれょ。」 

戶がぁくとシ トはがびこんでホて、 寢惠に横はつた4^乂の顔といはず手といはずをを 

任& を t だ こる 

ては、 腹の 廬 からし ぼり 出す やうな 攀で をき ました。 

「もう わ 前の 主人は 生きて 來な いの だょ。」 

ひ i-i- む-;; じぷ A 

人々 が 何とい つても、 シトは ポ^ ダー のから だに、 自 かのから だを わしつけ ては をれ， 

い L や 


かふ ご 


かは 


なみだ 


ようとし ません。 わ醫 をさん も わ 巡を さん も 看譲締 さん も、 顔を そを けて 淚を ふき ま 
した。 

その 晩、 大雪が i ； りました。 翌朝 何のみ よク もを い ポ^ ダ （を 葬つ て やる ため、 係- 
の人々 が ポ^ ダー を极 へた 寢讓に 近づいた とき. シトは ポ^ ダ I の 腹に 首を つつ こん 


で 丸く をつ て 寢てゐ ました。 


「これ、 がきろ _i あんの 葬式 だぞ 。 j 
がんでも シ トはぢ つと して ゐ ます。 

「わ や このが も 冷たくな つて ゐ ます。」 

いね 

r えつ、 この 犬 も！」 

「がが の齡 さで 恥え. 化んだ のです ね。」 

「かはい さぅ にね 。 J 

.£ 

々は あはれ をシト のために 巧き ました。 

風車小屋 

•: リンから 祕齡こ 手が 位 斬 < とボッ ダムと いふと ころが あつて、 ベ T ン から 
が赵 でも 載 もで も バスで も义 川を 槪 でもせ < ことが 出 ホ、 ベ^リン ボ 巧の 遊び場 ザに 
るつ てゐ ます。 鮮の すぐ 赖< に ランゲ 槪 といん 橘が あつて、 あたりの 風景は ォランダ 
にがて ゐ ます。 ォランダの 船が にはき つと 贼 巧が ついて ゐ ますが、 ここに も 大きを 風 

一一】 五 


軍が あります。 

々 o ' ぷ 

火き ながを ムリ まは して ゐる やうに. ぐん-'^^ とうを つて ゐる さまは、 まるで わ 伽 
惭の阅 にあり さうな 化 単です。 

それは フレ •テ リック 大王が 住んで ゐ たとい ふわ 巧の 近くに ある 風 単で、 これには 矿 
白い いひつ たへ が殘 つて ゐ ます。 風 単は くる-^ まは りを がら、 そのが r 記を 齡說つ 

み 

てゐる やうに ぶえ ます。 

御 巧の おくに 一つの 風 革 小屋が ありました。 フン •テ ブックが がは わ齡を ひろげる た 
めに、 この 亂 がを 臣下の ちのに 取 除く やうに かじました。 ところが このが 車ん 齡 はい 
つまで たつても 取 除かれる がみが あリ ません。 

「あれは どうした のか。」 

大王の も 言 策に わ つきのものが 孤る ある 

「あの 化が 小屋には お居の 親爺が 化んで をり まして。」 


と 答へ ますと、 大 壬は 

「それを らば あれを 貨ひ 化つ て、 化り つぶして しまへ ばよ いでは をい か OJ 
「はい、 ところが あ。 齡単 4 -屋の 主人と' いふのは、 まことに 頑固 親爺で ございまし 
て、 どぅしても 質り 渡さを いので ございます。」 

「それが 金が 少 いからで あらぅ。 代金は たくさん 化ら せる がよ い。」 

「いえ . t 金は い <ら 化ら せても あかを をし ませめ。」 • 

「それは ど 5 いふ わけ ホ。」 

「はい、 おがの 邮 すのに はが々 この 風が 小屋で 暮 して 來 たので、 自 々の 代に なつて 
モ がす ことが 出來 ない と 申す ので ございます。」 

「さう か、 あの 小屋は 金では 寶れ るいと 中す のぢ やを。」 



邪魔 じなります。 何‘ とかして 化り 除いてし まひたい と 化つ て、 


二】 八 

「朕の 装み である ことを よくい ひき かせ、 直 段は 望を ほどに 買つ て ザる がよ い。」 
といつ てもう 一度 臣 F の ものを 談判に つかは しました 0 

いくら 巧 固な ま 人 も、 王 摸の わ 望みを らば、 すぐには い^-^ とい ふこと を きくかと 
化つ たら、 どんなに 頼んでも、 い < らお どかして 見ても、 風审小 尾の 主人は どうして 
も 小 尾を 致り 渡さう とはし ません。 こわには 大王 も 驚きました が、 自 がで 頑固 縮さん 
を說 いて 化ようと わ考 へに なつて、 おがへ わ 爺さんを 呼びよ せました。 

わ 爺さんは わがの 庭先に 速れ て ホら れ ると 大王は わ つきのものを 從 へて わがで ま レ 
にを リ 、言葉 やさしく 

「わ 前が あの 先祖から 傅は つた 風を 小屋を 資リ たくない さう だが、 この 腐を ひろげ 
るた めに ぜひ ゆづ つては くれまい か。」 

とわ 賴 みに をり ました。 ところが 風 単 小屋の •主人は、 

「まことに 恐れを いこと でございますが 、おゆ づリ 申す ことは 出來 ません 〇」 



ときつ ぱリ おことわり. 
してし まひました。 

だいわっ み 3 がは こ ゆ 

大王は 呆れ顔に、 主 
人の 顔に 目を そ^いだ 
が， 白髮 則で こそ あれ 
が 何にも 丈夫 さぅな ホ 
ホ 人は' 何の 恐れる とこ 

た 

ろ もを くそ こに ホつ た 
屋 ままです。 

「お前が あの ル おを 
ゆづ つても、 りっぱ 


に 化 巧の 立つ やうに して 上げる が！」 


一二 化 



「 k え かとが せられても もこと わり 中 上げる ょり 外は こさいません。 私の 一を は 
代々 あの 小 尾で おして まゐ りました。 私 も あの 小 尾で 化れ、 あの 小屋で 育ち 巧 日ん 
々冗 直に 働いて まゐリ ました。 あのぐ る''-^ まは る 風を を 化て をり ますと、 その 喜 
びと いふのは 格別で ございます。 いくら わ 金を いただきましても、 りつぱを 家を い 
ただき ましても、 あの 小屋を 失 ひましたら、 おの 幸福は るいので ございます。 おは 
どぅしても あの 小指で 巧ら かに： 化にたい ので ございます 〇」 

あまりの ま 人の が 凹 さに わ つきのものが 怒つ てし まひ、 

「これ-.^、 わ 前が そんを 强 情を 申しても、 大王 おの 御が でい やで も立龄 かせて 見 
せる ぞ。」 

とわ ど ホして 見た が、 ま 人は 尙 もむ を 動かしません。 

「いえ、 わ 情深い 乂 王様が そんな 無慈悲を ことを を さる 答が ございません。 それに 
わつ きの 方が 無理やりに 化の 手から 風 単 小屋を 化 上げょり とな さる をら をはへ ル 


リンの 裁判所に 訴 へます。 あそこの 判事 稼は、 むの 正し いわえら い 方で ございま すか 

わたく •レ 生で が < だ わた < し こ 狂 や L 化 じふ 

ら 、きつと 私の 間違 ひのを いこと をみ とめて 下さい ませぅ。 おはこん をが 尾の ま乂 

なに ふ 乙み うじを わ 化く， レヴ わ 

です が、 今まで 何一つ 不正直な まちがつ たこと をして をり ません。 あの 義 おはち や 

はた で こわ 

ん と 巧して をり ますから、 どこへ 出まして もちつ とも 恐い ことは あク ません。 
I ： 事?! はが^ 恥. のみ 方を して 下さる にち が ひありません。」 

と 少しも 恐れる ところを く 申 上げた ので、 わ つきのものは 益々 腹を ホて、 

「この 無禮 をめ」 

と 叱りつ けました。 ところが 大王は 巧 ひながら 主人に 向つ て、 

「ょし {わ 前の いふ ことは わかつ た。 もぅかして わ 前の 小屋には 手を つけない か 
ら巧 むして 正直に 働く がょ い。」 

とい ふと、 封 人は 大喜び、 何度も 何ち もを 禮を申 上げて かへ つて 行きました。 

あとで 大王は 非常を 御機嫌です j わ つきのものが それが ふしぎで たまりません でし 


mi 二 

た。 風を 小屋の ま 人が どこまでも 巧 四を 述 したので すから、 わ 腹の ホつ のが あた々 ま 
へだのに、 何 かひと々 で わ 直び の祿モ です、 わ つきのもの がその わけを わ 伺 ひする と 

だいわ ゥ 

火 王は、 

「あの ま 人の 言葉で、 わしの 裁判 巧たち が どんを に 正しい 裁判を して ゐ るかを かる 
ことが 出 ホた。 わしは それが 髓 しいの だ。 それに あの ま 人の 正直 さうる 顔、 がしい 
ことを して ゐれば 何も 怖く をい とい ふ あの ふは えらい もの だ。 庭なん かどうで もい 
い、 ああい ふ もの こそ プロ シャ の寶 だ。」 

といつ て 一曆蹈 しさう でした。 

如何にも フ レ， テ リック 大王ら しい 話ではありません か。 

ハ— ゲン ベック 

べ处 リンから 巧 一二な 巧、 ユ^べ- 柯の 流ピ 沿つて 巧く と ドィツ 第一の 貿易港と いふよ 
リは ョー 。 ッ パ 大陸で 一 巧大きな灌 ン ブ ル グがあリます。 ユ ^ ベ 河埋にある巧です 


この H ^ ベ 河と いふの が 長さが モ五百 巧 も あつて、 その上 ひろい ホ 巧を ゆる/ \ が才 

> ai みな i はつ 

V ゐ るので、 がと いつても を か'''^ おきな ものです から、^ ン ブル グの やうを 港が 發 

がごた のです。 114 の献義 & き、 千 £も が is が ミ ふが 那壓 で一齡 がが に 
なつた 齡 があります。 その 船。 ン ドン、' 三 I ョーク ''上海、 アンベ^ス など 世界の 
が-きな 艦が 诚の齡 でぁるの も 前 おぃでは ぁリま ミを 

路 いい ふとす ぐ椒が ザう にがつて ゐる 齡と 、まう^^ とした 黑 煙を 思 ひます が、 
パン ブ^ グに はそんな 麵が がられず’ その' 齡 けさは、 これが 世界で 指 巧の 貿易港 かと 

か ぁ ぐら ゐ 

ム しぎに 田 心 はれる 位です。 

な，- か はふせ かい •し 

この^ ン ブ八グ にが 新い ものがたく さんあります が 一番 お界に 知られて ゐ るのは 
パ t ゲン ベック^^ 齡 でせ う。；； t ゲン ベック、 何だかき いた おではありません か。 

ピ 3 パつ 朵，" サ>ぴ け 1 t ヴ どづぶ ツ く ふれん 

i ;— ゲン ベック 胁物 固は その 設備の 大きい こと、 ナー カス 用 動物を 訓練す ると ころと 


M 



ダ 


ニニ 四 

して 化が になら ぶ ものが ありません。 口 
本へ もい つか ハ 


.ゲン ベックの サ （力 


5 ど ゥぷつ をょ くげい 

が來て ず ばらしい 動物の 曲 載を 方って 


ひと'' 


人々 をび つくり させた ことがあ ります。 

ハンブルグから 巧 ホで 三十み ほどげ つ 
たと ころに、 あの ドイツ 帝圃 建設の || 人 


ビス マ少ク が、 ウイ 


ムー 化から た 


まは つたと ころで、 總理 大臣を やめて か 
ら靜 かに 巧 犬と ともに 醫 した ビスマルク 
邸の 森が があります。 

^ン ブル グがユ ルべ' 河な にある と亂じ 
やぅに H ルべ とならんで ゐるゥ ユーゼ ル 


が 岸には、 J ン ブ^ グに ずぐ 火き を港ブ レー メン があります。 これ も 何だかき いたやう 
にな ひません か。 いつか わ 話した グリム童話の 中に 有ぶな 「ブ レー メンの 音樂師 J と 

なさし ろ は 4^乙 お ふがく •し に げふ ヴ i 

いふ 面白い わ 話の あるのを 知つ てゐ るで せう。 音樂師 とい つても 人間では を < ，馬 や 
驢馬 や 猫ザ鷄 とい ふ 動物 をんで す。 

ラインの ホれ 

中央の ドイッ 山地の 取の ホは、 サク ソ ニヤと いふ 地方で、 ナクソ ニヤと いふのは ド 
イッ^ 巧の 一つの 國 でした が、 今では 火 ドイツと して 統一され てし まひました。 ドレ 
ス グンと いんのが この ナクソ ニヤの 首府で、 美術で ぶ 高い 都です。 平野に 近い クイ プ 
チヒ はがが を' 乂學の あると ころで 又が 版 業では 世が 第一 だとい はれて ゐ ます。 出版と 
いふと がを 邮 駆して がす ことで. 戟秘の 敎巧書 だつて やは ク 出版物です。 一體 ドイッ 

こ h つば 乂げム るか ふ じふに で くわつ ば乂じ ゆつ ご 

が 山 版 紫の 盛を ことは わけの ある こと だ、 とい ふのは 今日の やうな 巧 版 術は 十五 世 
齡の わみ ドイッ人の グー テン ベルグと いふ 人が 礙 明した のです‘ この お 明に ょつ て 世 



二 こ 六 

か* ぶ*'^ ルい す、 巳 

がの 文明が どれほど 進んだ かかれ ませ 


ん。 


ろうぶ さ ふち 


それから 中部 山地の 西め 方は ホ 么をラ 
ラ イン 地方です。 ライン 袖は モ 111 巧が も あ 
イ る おきを 河で、 わし まひは オランダから 

王く がい .‘ がは 

ン 化 海に 入ります。 ライン 河は ドイツの ふ 

£6 

の る さとと もい ふべき で、 ラインの ずリは 
風 反り も 直さず ドイツの 守りで あ リラ イン 
化 は ドイッ がの 齡 をのです。 

ライン 下り！ そのぶ をき いただけで 
も、 何 かふし ざを 力で 引きつ けられる ザ 
ぅな！^ がします •綠の 丘、 そびえる 古が 


は％ の 親 • ir みのる 最 、辭 かを tv が 巧 ホら おへと I の ゃぅに がに ぅっって がる 

で U よク t 力 

ばかり か、 么 しぎを 傳說 がそ こに もこ こにもつた へられて ゐ ます。 その 中で もとり わ 
け ザん をのは。— レ ラィの 物語で せう。 

口 — レ ライ 

ドィツの 邮 クィン 沛 に ‘。 I レ ラィの 岩が そびえて ゐ ます。 その おの 上に、 ふしぎ 
をな がが がんで ゐ ました。 それは ラィンが の 水の 精でした。 

ながは 龜義 養の がに す ミる ことが‘ がが き ミちです から 禍の彰 が 見ぇ 

♦ょ うへ こ. し かみ こ A うた ’ な 

まずと 點の 上に 腰を かけて 髮を ほどきを がらき れいな 離で 歌を うた ひます この 哥に 
はふし ぎな がが こもつ てゐ るので す その 歌聲が 耳には いり •ますと、 誰でもう つと り 

.1 いは 寸 

となつ て’ す ひつ けられる やうに 術を ロー レ ラィの おにごき よせます。 するとを の や 
うにと がつ て熙 がが にかくれ てゐ るので、 船は おを ザぶ られ て、 そのまま 沈んで しま 
ひます。 するとむ ゲはぁ ザし い 恥で 絲 ひます。^ 間の 魂を たくさんす ひとつた ことが 


二 二八 

うれしい のでず。 I 

こを® ろ」 ぃこと が 1^" 私り ますので、 S に i つて 泌？ るが は。— ご フィ， のた 
战が がえ がすち えを 取 Q がに i を つめこみました。 さう すれば ふしぎな 乙女の^ 

にがき 至ら わる. 31 が ミから？。" も」 て そわから はだ ミ どん* に ふしぎを 歌 
を 脈';^ て も、 ちつと も 艦。 人たち には 閒 えを いの ミ'^ ら 、船を 策で を。 そばを 述 
れる ザう になり ました。 

くやし ミた のはな がで ず。 どうかして がまで？ うにが の 魂を と ミ やリミ 
と ミが iiiST へこみました が、 とうくな がの i にぁ やしぃ 歌が 思 ひがび ましを 

み づムか がに） 

水深き ラィンの 河の 
船れ みだして 船は 巧く 
よしや 化の 歌聲が 
ふさいだ 耳に 入らず とも 


ひろ ごろ 


脈に ふかれで ふん わりと 
がの 面に 落ちたら ば 

みづ み パ 

ああ 氷ょ 水 i 

わ i くで 

大きな 口を あけ V 

ふむ ひとの* 

齡 もろともに 人を 呑め 

とい ふので した。 1 
ながは がるぅ S こんで、 熙の S にが ミ" 船の がるのを 待ち かま ゐる もゎ聲 '非 
をつ y 心 t 手の がから 一そぅ の g が ゅるく と夕 てが ました。 券は こぉどりして 專 

ひ！!^ 贈 種 ィン 巧— 馨一靈 m が、 がぜぃ 登譽れ て。？ てゐ 

ミちい ふまで もを ぐみんを 修を ミて 耳の 孔もミ さ、 で'^ ま。''^ ミ* 
船^ ミ。—； ィの战 の S にが ましち ゎ齡 撼は熙 もに f け ミる をの 



措 
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ずがた み などろ 

をを なつけました。 し ホし ちつと も 燃き 
ません j の孔 をふさいで ゐ るので 歌 鱗 
が 聞えない からです。 

わ 金 持は‘ こ 女の もを 化て ゐる うちにん 
とよくない ことを 化 ひつきました。 みし 
からかつ て やらう とおつ たのでした。 そ 
して 互に 共は 聞え ません から、 手眞 似で 
お供の ものに な樹 をし ますと、 みんなを 
を 出したり、 へんを 手つきを した リ して 
乙 ホをから かひ 始めました。 乙女は いま 

み 

しさう に それを ぢ つと 見つめて ゐま 
した。 


「どぅだい、 くやしいだ らぅ。」 

「くやし かつたら 船を 沈めて ぶろ。」 

みん を 大きを 塑で どつ と 笑 ひました。 

そのと きです、 獅 のがの 人たち は、 乙 ホの 口が しづかに 動 < のが 見えました。 何を 
いつて ゐる のかが しも 雕 えません が、 ながが くやしい とで もい つて ゐる のかと 化つて 
「くやし かつた からこ こまで わいで。」 

とな ほ もよ けいにから かひました が、 乙 ホの 口から もれた のは、 あやしい さつきの 歌 
であつ たのです。 

その M 飯は 艦の が のぞち にはを ミ も邮 ぇなぃ けれども、 そょ 吹く 敝に ミズ. 
んちと クィン G 繫 心に ちます と、 II ち S S ' へさき ミころ ミが さ ミミ 
に 梨け たかと^ ふと、 るれ がみき な 渦に をつ て 物す ご < まは り 始めました。 

人々 のがは まつ さを になり ました。 


------- 

「大微 だ <OJ 

乂騷 ぎを 始めました が、 もう わ そい、 船は 渦の 中に まきこまれて、 まるで 小さい 木の 
葉の やうに くる-''^ と 二 S 度 まは つた かと 化 ふと、 へさき を 下にして まつ さかさまに 
お 深く 沈んで しま ひました。 あとは をの 出來 事が まるで 嘘の ザう に、 もとの しづかを 
流れに なつて、 おの 上では 乙 ホが うれし さう に 笑つ てゐ るので した。 

この 嘴が がに つたは々 ますと、 村 中乂騷 ぎに をり ました。 職で 巧を ふさぐ やうに し 
てからは 一度 もま だ 沈んだ ことがない のに、 これは まあ どうした ことか ふしぎに 思 ひ 
恐ろしく 化 ひました。 

しづし わを 持 か 化んだ ことは 巧に ぇは いさう だとは 思 ひませんでした。 それ どころ 
ホが がが ではぃ ぃ繫 だと g っ ミ ま」 ちそれ はゎ囊 はがそぅ g ばり マ . g の ひん 
たちは いつも ひどい 目にあは されて たからです。 

けれども やがて わ お 持の 子の ルィ ゼが氣 の 毒に なつて 巧ました。^ ィゼ はわ 絲稱の 


ひ 一 腺でした が. わがさん とは まるで 反教で とても ザ さしい 親切を み 女でした から、 
村人たち はわを 持を にぐんで も ルイ ゼを をし ました。 

少イゼ はわが さんのを くな つたこと を ふから 悲しみました。 そして るれ から も ロー 
レ ライの 親の そばを！：! る撇 が、 度々 化んだ ことを 閒< と ゐても 立 つても ゐられ ません 
でした 0 

かみ とす はか おも よる 

とう 火イ ゼは神 さまに 助けてい ただ < 外 はを いと 化つ て、 巧に をる とそつ と 
柳は づれ のがさ いわおへ げきました。 わがと いつても ろれ は敎 を 堂です。 

わ ¥ にはが 理 石で 刻んだ 型 巧 マリアの 像が 立つて ゐ ました。 マリアは イユス •キジ 

ゥ わ’ し L ふいめ’ 

ストを ホんだ ホです。 ルイ ゼは マリアの 足 もとに ひざ まづ いて 一む に 祈りました 
「マリァ 傲、 どうぞ ライン 舶を繁 する K が s まない やうに して ミい まち 船の 
だち がが を ふ S で、 SqIIq 繫ボ 晋る斟 がなぃ Q にどう して 舰が がゎので 
ございませう。 マリアが’ 化は どんなつ らい 日に あつても よろしう ございま すぇら 

ミミ 


二 I 二 四 

村人たち のために 船が 沈まない やうに して 下さい ませ。」 

ルィ ゼ はが 晚 かう いつて わ 祈りし ました。 しかし^ ィゼ がい < らお 祈りしても、 やは 
リ舰は 沈みます。^ ィゼ はもう 氣 でありません。 ほとんど 夜通し 祈リ つづけました。 

すると 或晚 のこと でした。 ルィ ゼは いつもの やうに マリアの 足 もとに ひざ まづ いて 
一、 むに 狮 つて ゐ ましたが、 巧晚 ょく 眠りません ので 祈つ てゐ るう ちに 頸が ふら/ \ レ 
て 何だか 氣が遠 < をる やうに 思 はれました。 すると。 I ソクの ホに てらされた マリア 
の が、 么い にむ く'-^ と 動き 出した かと 思 ふと、 眞 白い 手で 頭に かけて ゐた 十字架 
をは づ して^ ィゼの 前に 投げました。 

处ィゼ はび つ <リ して 日を 見張り ますと、 聖母の 口から やさしい 言葉が もれて 巧 ま 
した。 

「少 ィゼ ょ， 水の 精は 新しい 歌を 思 ひついた から‘ い <ら^ をふさいでも 船は 沈み 

ます。 しかし わ 前が 化の いふ ことを きいたら、 船は 沈まを くを るで せう OJ 


「それは どんを ことで ございます。 あは どんな ことで も 致します。」 

作 ィゼは 恥は ず 大きな 聲を 立てました。 

「るれ で 瓜が がい ふ那リ にす るので すよ、 るれ はわ 父さんが 殘 したわ 金を 二ろ にわ 
すて‘ 鸣 おはわ 切さん と あを たのもの にして、 あとの 半々 はがの 人たち に々 けて あ 
げ るので す。」 

•セ 

「^ィ 、きつと さう 致しまず OJ 

「では その 十が I 木を がつて わか ヘリ •そしてが が 明けたら 船に 乘 つて。— レ ラィの 
踩の そばを 恥り を さい、 るのと きには その 十字架を 持つ て 巧く ことを 忘れて はな ジ 
ません よ。 もう それでよ いのでず。」 

Act 

レ ィビは おの！^ に ひれが して ゐ ました。 しばらくして しづかに 頭を あげます と、 もう 
マリアの 燃は ちつと も亂 きませんで したが、 自 がの そばには ちゃんと 十 ホ 架が あクま 
した。 

一ニ ニ 出 
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^ ィゼは 十 軒 I がを がつて’ 飘が邮 で わう ちへ か ヘリます と、 すぐに わ 母さんに 話し 
て わがさん の鑑 したわ 齡を 二つに かけました。 そして 夜が ぁける とがの まを 人々 を 呼 

わ かむ 

んで わけを §1 し、!? がの わ 銘を狀 の 八たち に々 けて くれる ようにた のみました。 おを 
を が けがつた は^ ィゼの ザ さしい、 むに 涙 お流して 喜びました。 

「さ 4 がが これから マリァ S の わい ひつけに 梦て 船に 乘ミ ロ — ご フィの’ 岩の 
そばへ がかを ければ るりません。 けれども あは 船が こげません から、 誰か 一し よに 
巧て}^ さいません か。」 

:ゼか ミん と 抓の たちは おが 踰を靈 せ ミを Is も がから 進んで げかう と 
いふ ものが をく みん を だまつ てゐ ました。 

r ゎ i ザす、 齡 かてを ザつ ち ミ。」 

すると ゴ， 人 Q 霸 がが も 玄そミ 基へ ま ぉ。 

「では、 h 化たち が 船を こいで 上げ ませう。」 


少ィゼ は 喜んです ぐに 若を たちと 一し ょに 船に 乘リ ました。 わ 巧さん もが 人たち も果 
して^ ィゼ たちが かきて かへ るか どうか わか リま せんので' いつまでも あとを 見送 
てゐ ました。 

齡よ賦 に ゆら わて、 ゆる^'--^ と节 つて 巧き ます。^ ィゼは マリァから いただいた 十 
が I 木を 斬に かけて、 船のへ さきに ぢ つと 齡 つて ゐ ました。 ゴ 人の 若を は 船を こぎ つづ 
けます。 * 

まもを く。 I レ ラィの 點が 見えました 。二人の 若を の 胸は 何とを く騷ぎ 始め まし 
た。 しかし^ ィゼは 平氣で 坐つ たままで す。 

いょ'^.,^ おの そばに 近づき ますと、 をの かげから めつ と 現れた 水の 精の 乙女は 船 
のがのミ^^ををがめてにつと饒ひました。 争ょ口も又この人たちのかをうばつて. 魂を 
が こそ ひこめ ると^ ふとうれ しくて たまらを かつた のです。 一一 一人は 閒 からが たい 水を 
あびた やうに ぞつ としました。 

一ニ ニ セ 
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やがて 乙 ホは あ ホな 盾を ひらいで 歌 ひ 始めました。 

水深き ラィンの 树の 
流れみ だして 船は 行く 

歌聲は 風に かかれて 么ん わクと 水の面に 落ちました。 すると 船のへ さきの 水が 忽ち 
さつと 二つに 裂けました。 一二 人は 化は ず あつと 叫びました。 そのまま 船は 沈んで しま 
つたで せう か。 . 

いえ •このと きふし ぎを ことが 起つ たのです。^ ィゼが 首に ホけ てゐた 十字架から 
さつと 金色の 化が 出て、 水の 上に 落ちた かと 化 ふと、 裂け かかつ た 水が 見る'--^ もと 
の やうに なつて、 船は 何事 もを くす る-^ とすべ つて 行きました。 

水の 精の こ 女は この 様子を 化て 歯が みを してく やしが リ ました。 そして 雪の やうに 
がい ホを 高 < 空 にさし 上げて. 何やら 口の 中で とを へた かと あ ふと、 野の 上から 船の 


中に 飛び こまう としました。 s 人は それを 見て 顏 をを かへ ましたが、 そのと き 又 十字 
架から 金を の 化が さして， 水の 精の 顔を てらしました。 すると 水の 精は き やつと けた 
たましい 叫び 聲を あげた かと 思 ふと. そのままぐ つた々 と 首を 垂れ. おの 上から ラィ 

ただ な 

ンの 流に まつ さかさまに 落ち こんで しま ひました。 

それから はもう 二度と 水の 精の 妾 も おられを いし、 ふしぎを 歌攀も 聞え をくな つた 
のです。 

ラインの あらし 

を か-^; 曲 白い わ 話で せう。 

「なじ かは からね ど必 わびし 〇」 

と ロー ン クィの 歌が 口 本の 少女たち にもず いぶん 歌 はれました。 皆さんは きつと こん 
をと ころへ 巧つ て 化たい と 思 ふでせ う。 今は 岩には トンネルが あつて、 巧 単が 通つ て 
ゐ ます。 

一ニ ニ 九 
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ところで この しづかな 如何にも 美しい ラインの なは、 鹏 していつ も 恥が ながが つづ 
いて ゐ るとは 限らを いのです。 いや ここは いつも ドイツと フランスの 新 加が. 齡叛； る 
場所な のです。 地圆 をよ く 見て ごらんを さい。 ラインの がよ ドイツ、 フランスの 殺 tj 

せか いわいせ ふ 

をる でせ ぅ。 お 界大戰 で ドイツは ア ルサス、 口 f レンを フタ ンスに とられた ばかりで 
なく サ^ル地ホは十五年フ タ ン ス の委が統治にをる、 おまけにタインにはフク ン ス 

ぐんたい い を ^ 正 

の 軍隊が 入リ こんで 來てド •イツの 見張 5 をして ゐ ました。 その フタ ンスの 恥 晩は 一心 

3 乂 Ky ろ 

一一 10 年には 引き上げて しま ひましたち ライミ 麟い醉 抛は 私齡觀 が齡賤 といつ て、 

t ふたい ひとり 

ドイツの 軍隊を】 人 も わけを いこと になつ てゐ たのです。 

ところが 聯草 一年 ミと です。 ドイツは が' 分の 邮の 和へ 自が のがの が盼を わけを 
い 道理は ミ’ 砲臺を 造？ とがめられる 餅は をい とい ふ。 で、 こ。 ライ 起 怖 II 

じ < どヴ ぐ ふ 化い こ乂 ぐ-^ 建グ 

止 腐 域へ 堂々 と 軍隊を 進 単 させて しま ひました U これには ブタン スを 職め 瓣邮 はび つ 
くりして、 


ホく をく こよ 

「そんを 約束に そわく やうを ことを しては 困る ではを いか。」 

と ドイッを わ どかして 見た が、 ドイッの 方では、 

「はい、 さう です ホ。」 

と 引き さがる 答が なく 列閱は ドイッを 抓へ る ことが 出 巧ませんでした。 かう いふと い 
かに も ドイッが 亂 暴な やうです が、 もと'--- この 約束と いふのは、 ドイッの 國力 がま 
だ あまり 强く をい 頃、 フランスを どの 都を のよ いやう にきめ た 約束を のです から、 ド 
イッが 强く をれば、 そんを 國の 化に をる 夕 うを お ホを 破つ てし まつた からと て、 ドイ 
クを とがめる ことは 出來 をいで せう。 

南^の 高地 ア^ フスに おく 户イ ユ^ンが あります。 これは 聯究の 一つで プ 。シヤ 
に 巧ぐ 大きを 國 でした が、 今では 大 ドイッに 統一され てゐ ます。 この バイ H ルンに つ 
* ついて 新し < み 併された ォー スト リアが あるので す。 

ここは. じッ トク— に絲の 巧い ところで 、ヒット ラ— が才 f スト リアの ウイー ンか 
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ら移 つて 巧た ところが' 


，レめ ム 



エ处ン の 首府 ミュンヘンで ぁつた ことを 傲え てゐ るで せ 
ぅ。 ミュンヘンは 實に ナチ スに とつて 忘れら 
れな いが 切なと ころです 。人口は と 十 萬 も ぁ 
って、 齡 t ィッ 齡一 QgIT ビ I ル gS でが 
新く、 ミュンヘン ビ— ルの ぶは 化が 中に きこ 
えて ゐ ます。 ビ ー ルは ドィッが が界ず 一て 
ドィッで わ 酒と いへ ばビ r ル' のこと です。 

•, 蹄の あ 去 
ベルリンから ミュンヘンに 來る 途中に、 一一 
ュン ヘン ベ^クと いふ 町が あリ ます。 


巿 

巧 


ン ベ^クを をない と ドィツが わからない。」 


ぐ〇ゐ り卜 かづ ひとム 、 こ、 ろ ひ 王ち ミろ ，し 巧 

とい はれる 位で、 ドィツを 旅行す る 人々 の、 む惹 かれる 町です。 町は づれ にわ 巧が あつ 


てこの お 段の 上の 中庭から ニユン ヘン ベ^クの 巧を 見たら 齡 でも、 

「ゎ ザ。」 

み 、 a こ A た むが た とく わい やゥす 

と 巧は ず雖を ホて るで せう。 何 お をら 他の 都會 とは まるで 热モ がちが ふからで す。 そ 

やけ， I つす ぐ むみ 

の 屋根は どれ 一つと して 眞直 なのは なく、 どれ もこれ も 彼の やうに うねつ てるます。 

ミ獻もかしをゎぃミます二4©が1が？くをって鬟ピかは.：^、 繫の驚い 
みしく くろずんで ゐ ます。 巧の 道 巧は 十五 絕四 方位の 丸が を 持つ たがげ でた たんで ゐ 
て、 町は 見渡す 限リ ホく 波打つ 屋根、 かたむいた 裝 、が いわおの 齡 など つづいて、 は 
るか 向 ふの、 遠山の かずんだ 葵が ぶえ るので す。 何もかも まるで お 佩 嘶に ありさう を 
的です。 

生ろ ごろで を レつ 化 •： 

この ふしぎを 町は いつ 巧出來 たか、 いろ'''---. と 言ひ傳 へられて ゐ ますが、：^ から 化 
百 ¥ ぉに 始ま ミら」 ぃ。 ゎ一解 Q お i にぁっ て S ぃ i ? が、* すじ 辭 さミ 

ィ It ル 巧リ B のみ々 ミ f ヴ す、 

十 ホの わ攘 をめ ぐらし、 物見 稱が いかめしく そびえて ゐ ます、 その 一方の 颗 にを るで 

二 脚 ご 


趴の搬 が あとが 一一つ 瓣 つて ゐ ます。 それにつ いゴ こんな. 附 白い 話が あります。 

十四 狀 船の 賴 この 船が から ライン ー 破に かけて は、 巧が 闽の戰 則 時!^ の やぅに 英雄 
獻 於が 解數を きづいて ちに 勢を がって ゐ ましたが’ この 町から 五十が ほどは をれ た 
イ リン グン 城には、 ユッヶ ラインと いふ 大名が 化んで ゐ ました。 强 いに まかせて そこ 

れ。 ひと-'^*" んを ホ* ぐら & 

らを 荒し まは々 ましたので、 人々 は ユッヶ ラインの ぶを 聞いて さへ ふるへ 上る 位で し 
た。 

しかし この 組獻 齡 も毅 に-三 ン ヘンべ がク の殿樣 のために 補 へられ、 五角 塔の 牢屋 

だ ザ. L t _ わた < ろ みけ こる じやク 

の 中に 入れられて 巧 刑を いひ 渡されました。 そのと き ユッヶ ラインの な ひ 叫ぶ 聲が城 

t 1 い 生モ 5 の卞ご 

外の 町にまで ひびきわたつ たとい ふので ずから、 ずいぶん 物凄 かつた のでせ ぅ 

いょ^..^ 冗 刷の がが 巧ました。 ユッ グラインは わがの 中庭に 引き出され、 その まは 
々を 大ぜ いのお 壬が ぐるりと 取リ まきました。 いくら あばれを の强い ユッヶ ライン も 


ただが を 待つ ばかりで ず。 一獻髙 いところ では、 殿 礫が 氣持 よさう にこれ を 巧ち なが 
めて ゐ ます。 

なに みる 

このと き 何を 思つ たか ユッヶ ラインは、 

「あは ここでい よ-^ 殺される のです が、 たつた 一つ わ厮が あ々 ます。」 

とさ も 神妙に 申 化ました。 

「それは 何事 だ。」 

武 出の 大將が 尋ねます と、 

「死んで 巧く 前に、 一度 愛馬に 別れを 吿 げたいと 思 ひます。 これ だけを どうぞ わ 聞 
き 屈け 下さい。」 

とい ふ、 む ザ さしい わ 願 ひ。 

ゃがて ミ 脱が 能され て、 ュッヶ クィン Q 辭がジ Q 登に がかれ て S に k れ 
て こられました。 ま 人のを を 一目 见た 馬は. うれし さう に齡 くを いて、 なつか しげに 

二 四 五 


llw 六 

エッケ ラインの からだに 円々 の顏 をす りつけ ますと、 ユッケ ラインは 慈 巧を こめて 馬 
のた てがみを なでました。 まは りの ぶ* たちは、 この 奧± とを 巧の 別れに 何となく 哀 
れ になり ました すると ユッケ クインは、 

「争まで 化を 乘 せて 戰 場を 駆けめ ぐつ たこの 巧に、 がめ 前た だ 一度 乘る ことを わ 許 
しいた だきた うを じます。」 

とい ふので す。 

エッケ ラインの 埋 みはぶ ± として ホを ことで あるし、 どうせ 逃げ出す 隙は ない ので 
すから、 この 願も閒 きが けられました. やがて 兵 ± が 巧の 鞍を 持つ て來 てこの 馬の 背 
に 置きました。 

ひらりと またがる 主人を 乘せ たを 馬は、 うれしげ に 頭を あげ ヵッ-^ と 敷 おを ふみ 
をら しました。 み ± のかた めた 中で 巧は 一 まは リ すると、 ユッケ ラインは 少し 前 かが 
みとな つて、 かるく 巧の せを をで ました。 すると 巧は みぶ る ひして 急に 物凄い 勢で お 


古たち の 前に お づきました。 一二 十 米の わ療 にか これ まれた このが の 中から 逃げ出す c 
とが 出 巧る 答 も あ々 ません から、 み ± たちは 少しづつ 後に 退きました。 

ろれ から ほんの 少した つたと き 
'■「ぁっ。」 

が 古たち は 思は ず きの 聲を あげました。 巧は ま 人を 乘 せた まま 石垣を おどり 越えて 
しまつた のです。 しかしげ 垣の 外は 嫩 いわ 藻です、 巧 も 人 も 忽ち わ 濛の水 巧く をを か 
くして しま ひました。 

呆氣に とられて ゐ たお 十一た もはやが て 

「巧 鹿を やつ だ。 死刑に される まで もを く 日 於で 水に のまれて しまつた の だ。」 

とい ひながら 水の がを 化つ めて ゐ ました。 

すると どうで せう。 ホに お ± たちの 目に うつつた のは、 少し 下手の ホに 巧び 上つ た 
エッヶ クィンと そのを 巧のを です。 

. 二 四 屯 


一一 四 A 

「それ 逃すな。」 

門を ひらいて 釣 撒を 下し 逃げて 巧く あとを をつ たと きには、 もう エッケ ラインの がが 

かげ か 化で A いを を った け 6 づ化 

どこへ やら 影 も 形 も おえません。 あとには 石垣に 馬の 跳つ た 蹄の あとが あざける やう 
に殘 つて ゐ たとい ふこと です。 

大きな 袋 

この 地方に ヮイン スベ^グと いふ 小さい 町が あります が、 この 町は づれ にす々^ を 
さかさに したやうな 小！- 向い 丘が 化え ます。 今は 平和を 葡萄畑と をつ てゐ るので すが、 
ここには 昔 堅固な わ 城が あつて、 今でもが 趾が殘 つて ゐ ますが、 この わ 城に も 前 もい 
物語が 殘 されて ゐ ます。 

今から 八 百年 ほど 前、 この バイ ユ ルンの ゲ ユルフ 公が 敵の 國と戰 つて 脱れ、 ヮイン 
ス ベルグの 城を すつ かり 恆 まれて しま ひました。 巧の 中では 必 化に 斬ぎ ましたが、 だ 

ひ々 づろゥ を る かづ さ ふ *し 〜ら 勺 化 

ん ./\ 兵挪も なくなつ て 巧た ので、 とう-^ 持ち こた へられず 降參 して 巧を 開け 孤す 


ことにな りました。 

ところが 敵の 王 稼は このと き、 

「がまで てむか ひした の だから、 がが ひ も ゆるす ことは 出 ホない。 ただ ホ だけは 
聯 けて ゃる か 611 く S を だち Q く 苦ぃ。」 か」 そ S 髮く 。薪を 持 ミ 出る こ 
とはなら ぬ。 ひ r 人に ミて 一つの ム錢 だけ ゆるす、 それょり 祭 ものは 一切 持つ ては 
をら をい 日」 

と 齡參の 使の 制に きびしく いひ 渡しました。 

さて その iK 、 S 郎 がら 寶 ちが ー ミつ 叙を 葛つ て 出て 5 しち どの 袋 もど 
の 叙い がきな お ぃ骄で ス磬 がでは 叙。 一っは ゅるす とぃっ たが’ ホの 持てる 装は'"^ 
さい もの ガと 思つ てゐ たのに、 こんな おきなおを 見て びつ <リ しました。 ず レ ぶん 慾 
ばりを がピ ちち" か ぃ邮撕 に* 立 ミ も ミので、 ミ'''--- になつ てゐ る-'^ 化ぇ て わ 
巧を 山る とすぐ 倒れる もの もぁリ ました。 

二 四 九 


二 五 0 

「一體 あの 女たち は 何を 躲の 中に 入れて ゐ るんだら う、 一つ 調べて およう。」 

敵の み隊は 女たち を 立ち 止ら せて、 装を； 卜 させました。 そして 紐を といて みると 齡き 
ました。 装の 中に 入れて ゐ たのは 着物で も わ 金で もない、 意外に も 男の人でした. が 
M でした。 

繫ヴも ゅるさ ミミ ミに、 ヴ どころ かゎ 一の S の緊 みを 祭 叙が， お 

に 入つ て わがから ぬけ 世して 巧た のです。 約 巧に そむいて 巧を わ 抓から 肿 したの だか 
ら 、女 かも 一し よに 殺して しまへ と 敵の 兵 除が 怒つ たの も 無 巧はありません。 

しかし 勝手に 殺す こと も 出 巧ない ので、 王様に わからせし ました。 船が はも 觀で 
す。 

「いや， 装を 一 つづつ ゆるした の だから、 中に 何がん つて ゐ ようと、 とがめる こと 
は 出 巧ない、 このまま 逝して やれ。」 

とい ふ 一言て々 かは 何のと がめ もありません でした。 それからし ばらく は 丸き を 数を 


背負つ た 女の 行列が つづき ましたが、 装の 中の 男と いふのは みんな その 夫で あつたり 
です。 女の人た ちの 齡 い智 で 夫は 無事に 斬 はれた のです。 

• 南 ドイッの 高地の' 西の 半々 が ラインの 谷の つづきです。 をと いふと いかにも せまい 
やうに 思 ふでせ うが、 どうして-^ 山の 中に 見事を 平野が あり、 ドイッで 一番 農業の 
盛を ところです J かう いふと 化の 方の 平野は どうかと いふで せう が、 日本と ちがつ て 
水を ためる 巧闽 にもる のでな く’ 島で あるから、 也 部 平 邸の やうに 沼地 をん かのを い 
ところよ リ 、ライン 地方の 方が よく 發 達して ゐる わけです。 

ウイ I ン 

パイ ユ^ンを 南に 越える とォ — スト リアで その 中、 むは ウイ^ — ン です。 ウイ^ — ンも 
ヒット クー にと つて 化 町の 巧い ところ’ 最い刮 もし かつた 五ケ 年の も 涼を この ウイー ン 
にを つたので す。 

ウイー ンは 人口が 一 r 巧 巧、 ォー スト リア • ン ダリー 帝 凹の 首府で あ々 ましたが、 


二ち 二 

沪 がが gQS、 S か 苗 喜爭 Sq 解才 f : ッァ S 繫 と？、 がは 繁が 

化に よつ て ドイッ 關內の 一都 會と をり-ました。 

卜 ずが よが .£^卜>-ゴ•で•こく•し化ム ゥ つく とく わい 

流石に ない 阿 乂ホ闽 のが 巧で あつた だけに、 パリー とともに 美しい 都會 だとい はれ 
てゐ ます。" おがに 煎く そびえる $ 如が 尖範 、サが 最大の 乂學の 一つと いはれ る ゥイ— 
ンが戰 、五が の お 機の がつて ゐ るが 粉 亂 、さては ダ こ ューブ がの 大きを 鐵 橋を ど、 巧- 
るべき ところがか^ 、ありま せんが、 誰もな 逃す ことの 出 巧を いのは、 郊外に ある ゥイ 
! ンが 賦 であ ク ませぅ。 フ ぅンス のゲユ ルナ イユ宵 殿を まねて 造つた さりで 實 にり つ 
ぱな解 殿です。 齡賦 のがには 千 四百 四十 一の 部屋が あります。 宮殿の 美し さに 目を る 

な た J ぴと うころ こげ で さら め く C だん 

張る 旅、 よその 後の 超に 出て ちに びつ くリ する でせ ぅ。 目の さめる やぅを 花壇、 一つ 
みがいた やぅな がい 烁 利、 噴泉を 中必 として 四方に のびる 綠の 林’ そのは るか か 
をた に ダニ ユーブ 袖を へだてて ア^プ スの 峰が 見える のです。 . 

この!！ 一献は 今から 四な 年 お前に 造られた とい ふこと です が、 こんを に りつぱを 宮殿 


こし ミち， リア‘ テン ナミ ふ 驚で ス辦 さんは き ミ おぼえて ゐる ミえ 
マリア •テ レナが プ 。シヤ ミン ゲリ ツクが ゎも と K もを ミけ たこと ち 宮殿の 隅々 
路の 一が のが 一つの おまで も、 みを マリア. テン ナの指 M によると さへ いはれ てゐま 

ずが、 職磬 賢た ゲ あは ここ ミミら だを やすめ ミミえ 

ダー 1 ユ| ブ祕は ウイ I ミ あたりで、 ア； スが黏 と カー ペシ アン 山脈と を 割つ て 
S れ 、ご ダリ-ミ 1|< ご为ン のへ A をが って こ 黒 輪に 注 も 切を 河で、 ドイツが 
才 I スト リアを 斬 姑して、 一が ダニ ユ I ブの 水運を 利が する ことが 出 巧る でせ ぅ。 

十六 ドイツの 產業 

氯 候 

做さん が！！ 露 k を 跳ぃて がると すぐ わかり まずが、 斯度か ミを、 ベルリンは 
がが のがの If ょリ も、 も ミ 化に ミ ゐ まス綻 度ち ミは 赤道を 中を して 

二 五ー ニ 


二 置 巧 

南へ 化 十 度 化へ 九十 度 引いた 線を、 ホ 道を 零度と して 化緯 何度と いふ ザぅ にあへ るの 


か ぱムと ほくた ふ は <& ど 

です。 槐 太の 北端が 化 絳冗十 度で あるのに、 


ひじ やゥ 


少 リンは 化絳 五十二 度を越え てゐ ます 
ン のをは 巧を 位で、 夏は 巧 巧よ クず 


から、 非常に 巧い やぅに 化 はれます が、 ベ 弁 
つと 凉 しいので す。 

しかし 巧 部の ポー ランドに 近い 方は 乂 陸 性の 氣 候で、 寒さ 暑さの 差が おだしくて. 
冬は かをり 聲も 横る し •バ^卜 海 0 沿岸は 谏る ことがあります 。ドイツ 查國を 平均す 
ると 夏は 十五 度から 十六 度で、 先づ 日本の 十月 頃の 暖 "さと 思へ ばょ い 位で、 一箭醬 
い 巧で も 一二 十四 度 位です。 冬 も 西 プロ シャ あたりでは 零下 二 一二 度です が、 まプ 。シャ 
東南の シンシアの 方では 霉下 五十で 度になる こと もあリ ますが、 これは 滿 洲ょリ もを 
いこと にを リ ます。 どちら かとい ふと、 ドイツは ラインを 除いては 少し 寒い 位で、 產 
業上惠 まれた 氣候 とい ふことは 出 巧ないで せぅ。 


農 業 

ドイツは 挪觀 とい ひ、 新 偽と いひ‘ が驴 とい ひ、 あまり 自然に 惠 まれて ゐ をい ので 
ずが、 與 if が 鞭んで ゐ るのと‘ 國睹が 勤勉を のとに よつて、 いろ'''-^ を 産業が よ <發 

たつ 

遮し でゐ まず。 

がつ S から ぃつてが ると 饒 Q 霸繫る 一が qSI が、 蠢觀 S 凹8 凹が & 

つて ゐ ます。 日本は どの位 かとい ふとが 化が 一割 五々‘ 朝鮮が 二割、 臺灣 は二窜 一ニ タ 
で 恥 城し ミ ドイッの 慕に もがび ませち* 心& 4 ぃがが が ドイッと 6 ‘じ 群なる の 
はむ づ かしい かも 知れません が、 もぅが し增 加す る ことが 出 ホる だら ぅと 思 ひます。 
それから ドイツでは 於 邮や齡 船が 二割 五が、. 森林 地方が 二割 五が、 あとは 川と か 池 

と L <ゎ ミ か •，こふ ぃを こく^ 

とか 都市と かです。 荒 地は だん ノ， \闢 幾され てゐ ますから •今に ドイツ 國产 には 荒 化 
がが しもな くを る^が 來る かも かれません 。農民の 救は 圣闽 巧の 三々 の 一あります。 
r もでは が議 おを 心れ ると 即 城の！？ 整す ドイッょ リ ずつとが" < な ミカ まろ 

. 二 雲 


二 五 ホ 

耕す 巧 や 畑が ドイツの 半が に 化り ない のに， 耕す 人が ドイツよ リタい のです から 、 n 
本の わな 姓の 作る 巧 州の 而椅は 非常に 少 いこと がわ か 5 ませぅ。 

ドイツの 搜 業では クイを、 燕を、 巧 鈴 磬が廣 く 栽培され てゐ ますが、 そのぅち でも 
巧 输费は 年に 四で 萬迦も 唐し、。 シャ についで せがで 二を 目であります。 が 菜は 世界 
圣體の 三 かの 一を を するとい ふから えらい ものです。 クインの をで 葡萄を 作つ てゐる 

はむ •し ぶどう でを ぐら ゐ ぶ ど ウこゆ つく とむ り 

ことは わ 話しました が、 滿萄が 出 巧る 位 だから 葡萄酒 も造リ ます。 しかし これは わ 隣 
め フク ンスの 化 許に も よれません 。その代り ドイツでは ビ f ルが 夕< 、世界で 一番で 
ず。 ミュンヘンは その 中必化 だつ たことは おぼえて ゐ るで せぅ。 

ドイツは 牧ち i 幽で はを いけれ ども、 牛が お 一 一千 萬 頭、 H 本 枕 地の 十が よ ク もを いし、 
膝は 二で 四百 萬 頭 も あ々 ます。 これは 人口 百 人に ついて 四十 郎の邮 合で、 日本 內 化で 

わづ もゥ <& ミ ぶ どろ すゥ 

は 僅か 一頭で あるのに 比べて 實に 驚くべき おでは あリ ません か， ですからよ いぅちの 
娘さん も よろこんで 厥の わ 世話を する のです。 



4 やおが をい ので 巧頒 ミルク、 バタ— 
チー ズを どは、 みん をり 分の 國 だけで 間 
になつ てゐ ます。 羊、 巧 もみく はあり ま 
せん。 

無 林の ぜ捣は 日本ょり せまいが、 船 や 
あ ザが がょく 巧って ゐて 、森が じっいて 
の 巧究は 世界で 一が すぐれて ゐ ます。 ド 
ィッの どこへ が つても 實 にお 事を 森が が 

み J / ミ 

見られる のは うらす ましい ほどです。 口 
本 をん かもつと 林業を 盛ん じしを ければ 
世界の 森が 闽 だなん てい ばれません‘ 


二 お セ 



二 五八 


かみ 


鑛 業 

•トイ ッ はがが で！！ がの 惡國 です。 お數刖 にはて V ザ-作、 配 サク ソ ニヤ’ 心 
シこァ 齡の籍 からた くさを がた 4 がが ましたち が 8 に 脱れ た。 で、 その 杳を 
齡^をとを s ^の邮からけづリとられて、 その產额が大へん減リましたが國巧の巧力で 

をっ & だい ぱ ふめ ち •ミ ‘ 

だん 0- 龄 加し、 アメリカ、 イゲ リスに つぐ 第 S 番目と をり ました。 近頃は サー 成は 

も リゎ 巧ら てい せを たんます*'^ — で 

取り もどす し、 だん^-^.^ もとの 領地を ずに 入れる ザう になつ たから、 お 炭も證 々おる 

につ ぶふ せを t ふこく W 八 ふ ぶふ ぐら & 

やうに をる でせ う。 日本 もが 炭國 であるけれ ども、 ドイツの 一二み の 一 か 四夕の 一位で、 

こ <t ぃ つり セ わり さま こ、 ろは を はむ* し 

國內で 使 ふのに も 足りない やうな お 様 だから ふ 細い 話です。 

g も夕 ぁりませ を、 が狀が g の 驚 支 ナス、 I ご AJ ぃふ 敵の 一 觀窠を 

齡 がを、 フランスに 骄 はれた ことは' ドイツに とつて が 常を 痛 事でした。 けれども 國 
がから 觀齡 がるし、 俯— スゥ ユー ザンや フランスから Si " を齡 "ん して 敝を製 遇し、 世界 
の 船 載 S " の； に 船 へられを、 扳披 T スト リァを がが こたので、 これからが 觀が 


增加 する ザぅ になる にち が ひ あり. ません。 

それから ドィッは 肾鹽 の大產 地と してが もです。 その 產 額の S かの 一位は 輸出して 
ゐ ます。 岩鹽は 日本には あリ ません。 日本では 海 氷から 鹽を とる のです。 瀬 戶巧觀 の 

え ふが ふ t ほ 3 ふち みむ •し お & たいれ ふ くわ ふ 

沿岸が 鹽の產 化で ある ことは 皆さん もょ く かつて ゐる ことと 思 ひます が、 臺灣 にも 關 
東 州に も 鹽を產 します。 しかし 日本では 鹽が 非常に 足りを いので， 年々 滿洲 、也’ 支 や 

とは めに ム につ ザ ふじ ふ こ ほ 

遠く ァフリヵから もたく さん 輸入して ゐ るので す。 日本人は あんを からい 鹽を そんを 

わ どろ •しほ 乙ょ く 6 つ ホち 

にを める のかと 驚いて はいけ ません。 鹽は ただを 物に ホを つける とい ふ ばかりで を 
く、 工業 上に ぜひを くて は をら をい し、 殊に 軍需品と して 非常に 大切を のです。 これ 

がかえ ふ 夕 ふ-し 化つ ゥらや 4 

がお鹽 としてた くさん 淹 山され ると いふので すから 羡 しいでは あリ ません か。 

H 業 

ホに 少し H 業の ことを わ 話します が、 皆さんは 工業が どんを ところに 發 をす るか 知 
つて ゐま すか。 化づ巧 巧が 盛窗 なと ころ、 交 述が化 利を ところ、 それから お あと か！! 


二 六 0 

氣 のが おい 人 n のをい ところに T : 業が 發 をし ます。 日本の だきい 巧 厳ち 地を 載が へで 化る 

げ A れづ はこ く V ふり 

とよく わかる でせ ぅ。 販 料は そこになくても 運んで 來 るのに 使 利 をら よい わけです。 


こ ヴげふ 


t クげ ふこく 


すると ドイツは 工業の 盛んな 闽 でせ ぅか。 をさん はきつ と ドイツは エ樂國 だとが へ 
るで せぅ が、 その 述々 です。 - 

ドイッはイ-*ジ スとかに 3 f 。 ッ バ の二乂了；業.軌で、 まにも带のが旧盼抛やが加挪 
巧 じが 利を 南部に 盛んです。 が 坪で 業-では 世界 齡 一で、 殊に ァニ リン" か® とい ふ！！ 側 
料は‘ どこの 脚ら お似が 出 ホを いとい はれ、 n 本 も ドイツから 染 がを 矿 だして ゐ るの 
です。 築な とか 石齡 とか 爆發# 、ガラス、 肥 お’ 人禍を どもな ホ-^ さ 輪んで す。 よく 
バイ ユ ルと いふぶ のつ いた 染が 日本に もたく さんがて ゐ るが， これ も ドイツの 俞^ 祀が 
ぶで ぁリ まず。 • • 

观餓の 盛んな ことは イ** リスを むひ す ほどで. 機祕 、盤 艦. ゴム、 觀 織を ど 一々 
ぁげて ゐ たらは てし がない 位です。 どれ もこれ もみな 相带の もので. 自那聪 も 1 料 こ 


十 萬 萬な 上を 製造し、 世 ホの 第 四 化を 占めて ゐ ます。 ドイッの 斬 II はこの 位 しで わ 
いて、 一寸 貴 あの ことを 附け 加へ て わき ませう。 

貿 る 

の ドイッは イ V リスが び ァメリヵ 驚 邮 とともに、 繫ご森 想 i でぁ 
つたので すが、 大戰の 結果 みじめを U にあつ てし まひました。 しかし 不 がの 输 抓で だ 
ん -- と 化り もどし、 今では 化界贸 みの 八々 八廬 で、 化 巧 第 S 位を 占める やうに なリ 
ました。 昭か 十二 年度の 對ル貴 おは 輸出 五十 化觀 マルク ' i がは 五十 四斷 マ^クで. 

化 に ふ 化、 し 化つ おは くに こ 化つて うこ < につ 午 ふ もこ ふ 

輸入よりも 輸出が 夕 くを つて ゐ ます。 こんを 画を 出超 閣 といつ て 日本の ザう に 輸入の 
方が をい 闽を 入超 阅 といつ てゐ ます。 贸易 化は オランダ、 アメリカ、 イ中 リス、 フラ 
ンス .ベル ゲ [、イタリア 等で. 日本との 貴 あ も だん/、 齡ん になつて、 H 本の ドイ 
ッ への 輸 山は 昭か六 半には 化か 八 巧 四十 萬 贈 ばかりで ありまし たのが、 邮が卜 一 おに 
はの ほおい 一二で 五打棋 脚と をり •聯が 十二が は 一が から 十月までで ー ニモ 五 巧齡邮 をが 

1 T : ハー 


えて ゐ ます。 ー ホの ドイツからの 輸入は 昭か六 年と モ ーニな 街 脚で あつたの が、 昭か十 
1 年には 一 想 一千 お 脚、 昭が 十二 年の 一 n から 十月までに 一億 五 千 萬 脚 あくに な‘ つて 
ゐる 。それから’ 日本では をい が ドイツは 滿洲大 をの 大切な み 得 恵で ある ことを 忘れ 
ては なりません。 - 

十 +> ドイツの 交通 

正しい 巧 車の 時間 

一八 S 八 年 日本の 天が 九 年に 化が 中で 一番 早く、 ドイツに 始めて 銭 道が つきました' 
が、 それから 鐵 道の 發 速した ことは すばらしい もので、 ただ 餓道 がょくつ いて ゐるば 
か々 でな く 設備は 化が で 一巧と とのつ てゐ るし、 巧を の 時 問の 正しい ことは もう 1 つ 
の阅 とともに、 世界の 校範 とい はれて ゐ ます。 もう 一つの 國 とい ふのは どこで せう。 
イ单 リスで せう か アメリカ でせ うか， それは あリ がたい ことに 日本を のです。 日本の. 


が軟は 俯か fS をを の ミ i り ほんと におし く s - ぃて ゐ ます。 露が おがに がて 
びつ <リ もし 咸必 もす る さう です が、 こんを に 巧 車の 時間の 正しい 日本が、 他の 方で 

じか ふ た8 ざ-^ れふ 

は あま リ よく 時間が ずれない とい ふのは 殘 をではありません か。 

につ バ^ き ミ だ に ミ ふ 3 こ々 じか ふた r 化く わい 

日本と 兄 巧みの ドイツが 日本と ともに 巧 車の 時間が 正しい とい ふのは 愉快を ことで 

わたく L ほか た じか ふた f まも 

すが おたちは その 化の ことで も ドイツに 負けを いやう に 時間を 正しくず る やうに し 
ませう。 

さて ドイツの 鐵 道は ダユル ナイ ユ條 約で 約と モ 巧を 失 ひました が、 それでもで 齡四 
モ 巧に 速し’ ォ （スト リァの 六モ よもが^ 娜 へる と九齡 が一む 越えて ゐ ます。 おは 齡聯 
一 萬 方 巧に つき 十一 1111 巧の 割合で、 日本は 四が 餘 りに しか 齡 つて ゐ ません から、 がが 
よりはる かに 鐵道 がよくつ いて ゐる わけです。 しかし 日本は 山が がいから、 ドイツと 
同じ ザう に. は考 へられないで せう。 この 長い 餓懲は みんな ドイツが 齡が赋 ピいム ーつ 
の會 社が やつて ゐ ます。 こんを 大きな を 社は 化 飛に 二つと ありますまい。 このが 化で 


二 六！！ 

鐵道 ばかりで な <> ナチ ス ドイツの 誇と して 今觸ん につく つて ゐる 自動車 逍路 ち、 こ 

< む いこ々 * し ごと 

の埼 社の 仕事であります。 

■C S 
巧 透 

船の 方は 乂戰前 五 巧 四十 お 萬啦も あり 世界 鑛 二位で したが、 乂戰 の姑果 一を じ 減っ 
てし まつたけれ ども、 だん--- 噓 りかへ し、 昭か八 年頃には 一二 巧 化 卜萬顿 化 界の巧 四 

の だ 卜-か •ご. ": につ.' ふ 

化にまで t つてき ました。 化が 第一は イザ リスを 二は アメリヵ そして 第ー ニは 口 本を の 

はなたか みこ 、し 

ですから 身が 巧い のです が、 ぅつか リ すると ドイツに を ひ 越される かも かれません。 

それから 口 本と ちがつ て、 ドイツでは ライン エ^べ、 ォ ー テ^ タニ ュ f フ など 
の 大きな' がが， いくつも^^の 運' 側に おばれて. 殆ど どこへ でも 船で 巧け ます。 ォ（ 
スト リアを か 併した から グー ー ューブ 如を 一 厨 利用 出 巧る やぅに を' り-ました。 ダ ニュ^ ~ 
ブ とい ふのは 一 一千 八 巧が も おさが あつて、 ドイツから 化て- ン ガリー を 通り わし まひ 
に黑 が' に 入る ョー 。ツバでは 非常に 火 切なが です。 


運河で 妹に 夕高 いのは 辛—^ 運が でせ う。 ドィッの 化の 方には バ^卜 海と 化 海が あ 
リ 、この 二つの 海の 間に、 ユトランド半島 がに ゆつ とつき 出して ゐ ます。 この 半む の 
化の 方が デン マー ク でが の 方が ドィッです。 もし バ^卜 海岸の^ が 化 瓶の 海岸に 出ょ 

なが はふ たづ 3 た なっ 

うとす るには、 この 長い 半岛の 化の ホを ぐるつ とま はらなければ ならな かつた のです 
が、 これでは 不化 であるし‘ いざ 戰爭の 巧な こちらの 海から あちらの 海へ 軍艦を 移す 
のに、 非 おにたく さんの 時間が かかります。 そこで この パルト 海と 化 おとを 結びつけ 
るた めに 山 ホた のが この キール 運河で、 一八 八よ 年 ホら 八 年 かか リ 、一億 五で 萬 劇の 
をを 巧し で 出 巧 ムリました。 述 抑の おさが 百が、 あんな 軍 齡キー ルが この 齡 邮 の バル 

■が ti っ ふが かげ ミ 0 

卜海 側に をる のです。 この 運河の お轄で どんなに 攸利 になつ たかはい ふまで もないで 
せう 0 

を。 か々 つづ まへ t む 巳 

巧のを 通の ことは 前に わ 話しました からこ こでは はぶいて わきまず。 


一 T : ハぶ 
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十八 ドイツ 國巧 

むづ かしい 民族の 問題 

ドイツの 人口は 凡そ 六で 六 百棋人 ほどで、 口 本の 內 化の 人口と 同じ 位です。 それに 
六な 五卜 巧の ォー スト リアの 化 民 も 加は つたから、 と 千 萬 人な 上に をり ました。 これ 
が 殆ど 純粹が ドイツ 化 族で、 ォー スト リアの 住 巧 も 化 割 凹みは ドイツ 巧 族を のです。 
しかし まだ 國內 にはい <ら か ドイツ人な 外の 巧 族 も 化つ てゐ ます。 化の 方には デン マ 
—ク乂 、ポ— ランドに おいと ころには ポ— ランド 人、 ナクツ ニヤの 方には チ ユツコ 人 
がゐ るし、 才 一 ^ スト ブア にも チユツ コザ その他の 民族が ゐ ます。 

かぅ いふ 巧 族よ リも ドイツに とつて、 もつ と'---- 厄 かなのは 國內 にち らばつ てゐる 
六十 萬の ユダヤ人です 。ユダヤ人の ことは 前に も 話した ことがあります が’ ナチ スが 
大 ドイツを 雄設 する 上に 何より 邪魔になる のは この ユダヤ人な のです。 たつた 六十 巧. 


人位、 圣 人口の 百み の 一に も足リ ない のです が、 ユダヤ人は いろ---^ を 方面に 力を も. 
つて ゐ たので、 簡單 にけ 附 けて しま ム ことが 出來 ませんで した。 しかし ナチ スとユ ダ 
ヤ 人は みして 仙よ く をれ をい のです。 それは ユダヤ人の 考 へて ゐる ことと、 ナチ スの 
考 へて ゐる ことと がまる で反對 だからで みまで も ヒット ラ f が ユダヤ人 とどん をに 
たたかつ て來 たかを 思 ひ 出して 見れば よく わかる でせ ぅ。 

もぅ 一つ ドイッ 巧 族に ついて 大きを 閒 題が 殘 つて ゐ ます。 それは ドイッ 國か にぁる 
ドイッ人の 即題です。 化 ホ 大戰の お 巧、 六 萬 五 千 ホが 止 地が 巧 はれた のと I しよ じ、 
る こに 化んで ゐた 六な 萬 人に 近い ドイッ人が、 他國へ つれて 巧 かれました。 この 中 ザ 
f 少 地方 だけは ドイッに もどつ て 巧ました が、 チ H ッ n •ス n バ キアには 111 百 萬 人、 
フランスに 巧 六卜萬 人、 ポー ランドに 五十八 巧乂 、その 化 イタリア、 リトアニア、 

ン ダリ （、ベル Yf 、 ユ ーゴ— •スラ ビア、 V ン マ— ク等 にも 化んで ゐ るので す。 こ 
の 外 闽にま おされて ゐる ドイッ人は いつも その 國 から いぢ めら れてゐ るので、 ド イブ 

ニ ホ 屯 


二 六 八 

仪 斧の ザでは 仙と かして、 さぅ いふ ドイッ人を 救つて タリたい と考 へて ゐ るので す。 
けれども そのた：® には、 その ドイッ人の 化んで るる 立地 も 一し ょに ドイッへ かへ し 

J とら 6 ら くに-.^ 

V 載は ねばな りません。 これは せつ かく i 地を とつたり 賞つ た リ した關 々にと つては 
い ザな ことで、 そこにい ろ'^^ と ごた'^'^ が 起る 也 贈が ありまず。 殊に 一 霜た くさん 

じふ す あ ひだ い 生せ か^ め 

ドイッ人 の^んで ゐる チよッ n •スロバキアとの 間が どぅなる か 今世界の 口が を こに 
邮 けられて ゐ ます 「この 國に i んでゐ る ミ 百 萬 人の ドイッ人は、 が ドイッへ ホ ヘリた 
がつ てゐ るし、 ドイッと しては かへ つて 賞 ひたい、 しかし チェッコ •スロバキア や‘ 

■‘ミ じ A ぶ^ 

ドイツの 九き < なること をい すがる フク ンス などに とつて は をの ドイツ人が 火ドイ 


ブ 


として 一し よになる ことを. 巧して 喜んで ゐな いのは あたり まへの ことです。 殊に 

その 驚は 避 品： pgii が nils 繫韻な & おを のです から® V す： ザ— を 

取り もどし •才 I スト リアを な W した ナチ ス ドイツが この 茄 には どこを ねらつ てる 
るで せう か、 ヨ I 曰ツ パの あらしは チェッコ 


じふ 6 ふだい 也 こ 

スロバキアの ドィツ人 問题 から 起り は 


せぬ かと、 びく'-^ して ゐる國 はかして 少 くは をいで せう。 

國民性 

唯'.. はこ‘. ' / r ゆ ミ》 く' せで たせ ふ 

だ へても だ へても ぐん^--- 伸びて 行 < ドイツ 巧 巧、 が ホ 大戰で ひど N , なた きつけら 
れ て、 もう 二度と あき 上がれなぃ のかと I 心つ たら、 たつた 二十 五 解で、 おがの ぞうに 
つよく をつ た ドイツ 闽 巧の えら さは、 今までの わ 話で よく わかつ たと 齡ひ ますが、 純 
みし ドイツ：^ とは どんを 國巧 か、 その 邮 ''巧 做を わ 話いた しませう。 

1 聯 どこの 即贈 にも £联 が AJ ぃふの がぁリ ます。 おがが" にはが 趕 としての g 驚 
が ぁるし、 支那 人には 支那 人と しての 幽巧随 がぁります。 この 郎お 恥と ぃふのは 觀に 
出 巧 上つた ものではなくて’ その 闽の自 紙と そのが の 脱がに よつて， おぃ！! ピ載 がれて 
ホた ものを のです。 たと へばで 那の やうな か龄邮 にがつて、 酌 がらた び/ \ が 倫；^ 巧 
はれ、 國 がかは つた やうな ところに 化んで ゐる 人々 は、 どんな 邮賊狀 をが つて ゐ るか 

K つ-ふじ ふ ひじ々 つ かを 乙. ぶ ごふ ,7 

日本人とは 非常にち がつ てゐる ことが ち へられる でせ う。 だから 支那 人と つきが 口つ た 

二 六 化 
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々支^ん と 一し よに 化 事を する やうを 爆を には、 よ < 支那 人の 國民 おを のみこん でか 
ホらなければ なりません。 

それでは ドイツ 心の 國賊敝 はとい ふと、 ヤ はり ドイツの 自然によ つて 養 はれて 來た 

みは わ な ふぶ はっ きこっ 

ことは いふまで もありません。 ョ ーロツ パを 大きく 一一 一つに 分ける と、 南部の モは氣 候 
もい いしな II に戚 まれて ゐ ますから、 そこに 化を 人たち は ひとりでに 陽 氣な巧 質で あ 

セ か 

ります が、 どちら かとい へば、 ぢ つと 堪 へしの ぶと いふと ころが 缺 けて ゐ ます。 フラ 

くに'' こくみ ふ はふ 化い さた 

ンス 、イタリア、 スペイン とい ふやうな 國 々の國 民が それです。 これとは 反對に 化の 

げ 5 i ふら ヴ いふ 注 •し ザ乂 ウら 巳义ば づづと 

方は、 が 中陰 氣を 自然の 中に とぢ こめられて ゐ ますから、 どうしても 辛抱 强 いかは り 

にも f。 やず じふ み ほふ なかほど 

に のろまを 人間に なりみい のでず。 ロシヤ 人が このよい 見本です。 このち ようど 中程 
にある のが ドイツで すから、 その 閒ほ巧 も ほぼ 考 へられる でせ う。 

ドイツの 燃 も 職 恥の やうに 明る < はなく' 垂 くるしい 空氣の 中に を てられて 巧 ま 
したから、 献ョー 。ツバの 國 巧の やうに 物事を すばやく 咸じ ると いふ 方で をく、 のろ 


いがで あるが、 その 代 リキ 抱づ强 いことは わ どろく ばか リ です。 わ そい けれども たしか 
を齡 . S 、 さとりが がの ろくても わかる まで しらべて 巧く 辛抱と 根氣 で’ どんを 困難に 
ぶつか つても やり 通す までは 決して 後へは 退かを いといん やうを ところから、 一つの 
If 亂を あくまで 抓 解して それを をし とげる のです。 そこから 世界に 誇る ドイツの 巧學 
ゃが聲 が がれた のです。 

* レ ふ せ • ^ • b • サ こつ た しん み I 

ドイツ人が あ 確を 敦 する、 きち やう めんを 性質は、 他の ョ I 。 ツパ 人には 見られな 
いところ で、 それは ベ^リンの がをお、 ドイツの 巧 単や電 革に 乘 つて 見る とすぐ わか 
る ことです。 

がに □っ がで H 驚と ぃふ C とがょ くぃ はれ ミる が、 ドィッが そ Qi 驚が S 
鮮 で-和 截が がの its " を もって ゐ ます。 これが ドイッ 魂と いふ ものです。 ヒット ラ 
I を 見ても、 これまで 話した ビス マ八ク ザグ ユ I 卜 I ベンを 見ても よく わかる でせ う。 

霸 、觀 職、 絮っ 、繫 ，とぃ ふ ザぅ ミィ ッ辦 4 ぁれば ころが 骄が S にが 么 ものが 
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むは くに 玉 （ でき い 生 み 化ら 

ない までにな つても. 尙ょ くその 网を 守る ことが 山が たのです。 そして 今 ナチ スの新 
しい ドイツが’ だ ドイツが 殷 のために いろ {を 聞 難に がちがちつつ、 威 巧が 一を 圃 
結して 進んで ゐる おがは 實じ めざまし いもので あります。 ここに ドイツの 國巧 性を 示 
す. 晒 白い わ那を 二つ 三ついた しませぅ。 

二 萬圓去 五十 圓 

がい 話です がかが 大戰の 前、 日本の ある 工場で 働いて ゐる ドイツの 巧 師があ ク まし 
た。 このが 師は如 社 がら 一が 二 萬 恥を^つて ゐ たのです から、 大臣ょ々 もを い 俸給で 
あるのに、 小さい-もに 化んで、 ー ヶリ 五十 间 位の 生活を して ゐ ました。 ーヶ月で 十圆 
だと 一年に 六 百 k ですから、 二 巧 脚の 給 巧は 大部 か殘る わけです 。あまりけ ちん 坊な 
ので、 梦たリ S ぃふ ものが がか ミタ ドイッ 簽 邮は 俯と ぃはれ て も. 俯と g は 
れて も’ 平氣で やは リ 細い 生が をつ づけて ゐ ました。 そこへ 世が 乂戰が 起つ て、 ドイ 

ゼ かい でを じふぎ こ い $ 

ツは 世界を 敵と してた たかん ことにを りました。 ずると その ドイツ人 技師は、 今まで 


ためて おいた 金を 惜しげ もを くみんを 画を へ 寄附して しま ひました。 笑つ た 人々 も始 
めて ドィツ人の えら さが わかつ たとい ふこと であ 5 ます。 

一枚の お札 

或る日 本人が ベ^リンから ン ブ^ グに 旅行して， 驛に 着く とすぐ 手荷物を 受取 リ 
にがき ましたら-その 巧 物に つけて ある 荷札が 何囘も 使つ たらしい ものな ので、 驛員 

に ふだ 

がその 荷札を とつた とき、 

「'一寸 それを 見せて 下さい。」 

とい ひます と、 驛 員は 變な 顔を しを がら、 その 荷札を 日本人の 日の 前に さし 出し まし 
た】 手に とつて 見る ともう 八 巧が の 化 用で、 小さい 紙 ぎれ にお 號を審 いて はりつける 
やうに して ゐ ます。 荷：! の 做が はかれた ものです が、 この 小さい 荷札を 何囘 も何囘 

巳ょ ゥ じふ わか な 

も侦 巧 ずる この こと だけで、 ドィツ人の えら さがは つきり かつた でうな 氣 がした ので 
ず 0 

二 わご I 
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巧を 演習 

瓜が る日っ 本人が ドィッの 旧舍の 町へ 巧つ たと きのこと でした が、 そこでち ようど 巧 
をが 習を やつて ゐ たので‘ その 人 も 巧に 巧き ました。 ところが これは どうした ことで 
せう。 § 心 や々 の 人 ザ 子 斬たち だけが 出て ゐ て、 肝 巧の おい 人た をが 化て ゐを いので 
ず。 ふしぎに 化つ たから 一人の 女の人に、 

「もし-^、 今が はを い 男 0 人が 見えません が、 どうしたので すか OJ 
と肆 ねたら 

「化んで ゐ ます。」 

とを へたので いよ-^ 驚きました。 

「どうして ザ 巧を 巧 習に をい 巧が 出ない のです、 あなた 方 だけでは うまく 出 巧ます 
まい。」 

生と を ふな ひと かは 

と 又き いたら、 ろの 女の人が かへ つて ふしぎ さう を 顔を して、 


「若い 人が 出を いのは あたり まへ です ょ 。 J 
「どうしてです 〇」 

「だつ てこれ はお 習です けれども、 いざと いふと きの 用意で せう。 さあ 戰爭 のとい 
ふとき、 散ぃが V ん たちは 齡*繫 ，に 群ら れ ます。 そこへ 齡の S をが け ミした 
ら 、若い 巧の 人が ゐを いから 防空が 出來 ません といつ て ゐられ ます か。 ですから 日 
見から 截い奶 が 手を 借 リ をいでも、 銃後を しっかり 護れ る やうに 訓練して ゐ るので 
す。 わざと 若い 男の人た ちに 出て いただかない のです 。 J 

につ f ふじ ふ わ 6 こ、 ろ むか さけ につ？ •.ふ 

かう いはれ たと き、 その 日本人は おはず 「えらい を」 とむ の 中で 叫びました。 口 本で 

巧{ こど*® なに でを わたく， し をん な こ 

も ぜひ かう いふ やうに をりたい ものです。 僕は 子供 だから 何も 出 巧を い、 あは 女の子 
だから 何も 出來 ない など どを へたら 乂 間違 ひです。 いざと いふと きは、 日本の 子供 だ 
けで も 銃後を しつ かり 守れる やうに しを ければ をり ません。 

このえら い ドィツ人の 邮と 、化たち の 日本とは 防共 協が にょつ てし つか リと 手を お 

’ ち ぉ 
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り 合 ふこと になり ましたが、 がまでは 口 本と ドイッと どんな 關係 でぁつ たので せぅ。 

十九 日本と ドィッ 

ドイツ人 はいつな たか 

化胁 の艦邮 術! 3 に黎拜 して’ その そばに ぁる お 就が に 入る と’ そこには いろ {な 

煎 がら のが 1 がを らん ミます ちそ Q ? に聽 一二 緩繫 がに i られた Si が 叢 

すぷ ことが 出が ませぅ。 この 円 砲は n 本に はじめて 巧た ドイッ人の ブラゥンと いふ 鏡 
yi ： が、 鸣ド (5 崎 お} で n 本人の ために 遇った 白 砲の 一っを のです。 

その おはま だ プロ シャの フン デリックが 王が 出を い 前で、 ドイッの 國 力は 他の 网々 
にくらべ てず つと 劣つ てゐ ました。 本函は 小さく とも ォ クンダが 盛に 柬洋に 手を 伸ば 
して 力た のでした。 その ォランダが 巧が に 巧‘ 印度 會 社を 設けて 活動して ゐ ましたが、 
徳 川が 代に 化の 國 には 禁じられ たのに、 ォ クンダ だけは 日本に もやつ て 巧ました。 そ 


の おがた ドイツ人と いふのは、 すべて この 東印度を 社 じ やと はれた 人 だけで. 日本と 
ドイツと が國 としては わ つきあ ひして ゐを かつた のでした。 

ブク ウンの 逍 つた 古い 大日 砲は、 驴 丸を 千" が 位 もがす ことが 出 巧た ので. 日本人 
は 大いに 喜び、 たくさんの わ 金と 二 かの 結の 着物を 典へ たばか々 でを く、 をみ の 高い 
人の やぅに 馬 ザ 鶴に 栗る ことを 許した と 傅 へられて ゐ ます。 昭か十 年には この 大も砲 
の 校 型が 造られて、 ドイツの ウ^ム ホに わ くられ、 日本と ドイツとの 巧 際の 記を とな 
つて ゐ ます。 

ブ タウンの 後に も ドイツ人は 十 解 人 日本に やつて がました が、 商人と 戰邮 だけで し 
た J 巧た のはた つた 十数 人に 逝 ざません が. その 人たち は ドイツ 國 巧の 偉 火な ことを 
深く 日本人の ふに 刻みつ けました。 殊に シー ポ^卜と クン ぺ^と いふ 一一 尸の 臀 あのぶ 
は、 いつまでも 日本 网化 か。 好れ られ ません。 ヶンペ^は if 剛江戶 に 上つて 4 銳 いが 
で 日本を 研究し ました。 シ （ボ^卜の 巧た のは 一八 二 一一 一年 (十一 代が： 本家 あ 時代} で、 

ニ ホ 屯 
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f こ* < ■'こつ IK も ちづで い みみ J 

科 則 こ K んでゐ ましたが、 その 頃日 本の 地圖を 手に入れ たとい ふこと を おしまれて 
ミ 十 解邮化 おを がち 辦< ことを がせられ ました。 一八 五八が こ 女 あ 五 年 心 再びを 人に な 
つてから ザつ てが ましたが、 今度は 日本人は 必 から 迎 へました。 しかし 他の 外 闽乂た 
ちに 於け 制に されて が ドイッへ ミらねば をリま ミミち 

、•一 や.- 夕种 じだい わ くに'' i-- に マ 

その 載 ドイッでは 難の おで ごシャ が 非常に 盛んにを ミ 時代 ス 他の 國 々が 日 
がと それ f . l $ 僻 柳を 賦ぶ ことに 脱がした のをが て. プ 。シャ も 徳川幕 巧と 條 おを 
熙 ぶため！ i 、 ォイ こブ J 媛^ おがに S して & ましち ォイ こブ？ 伯は 非 
齊 SQ お、 裴と ごシャ との*% に 纔 を撼 ぶこと がが がて ふの おお 髮靈 

< に 住んで ゐ ました。 

俯しろ 瓜郎 がが 緊驚 《にが ゎ Q で寸 からが 非 おを こと ミた が、 ただ ひと 里 号 
んだものがあリました。 それは邮だつたでせぅ"" 船に乘せて巧たドイッリ羊だつたの 

を か ろが れ を*^ ろ 

です。 が ザは 脱の 扣 での 觸脉 ばかりが ベ させられました から、 陸に 上つ てから 靑 草を 


まビ はづ くび の 

がべ させて やらう とすると、 そ qS はがが きも* ず、 わう ち® 窓。 ミ 首を 伸ばし ま 
しち 觀 にはが が齡の 船を 盼 った 赋 おがは まって ゐ たので ミ 山羊 ミ 蔭で 窓々"^ ん 

> bs 亿つ ザ も じん 

を 敝られ て 戴 < て がかた がない ので、 と ミ 貧は 飼 ミ わけを いと？ 本た やク 
たと ころが、 擊髮 そのうちの 髮も ミな がが てし ま ミミ ふこと でス 

忘れられめ 人々 Ki 

おがには そ Q 賊繫 SQS が やかまし〜 琴は さわが ぉ ミので すが、 幕府 
はが 齡六 常み 邮と 觀 とを 剛 M する ことにを りました。 すると ドィツ人と 、クで 

に 3 だ ふ を たず ヴ 

も その 熙 はま だプ 。シヤ だーピ ものです ち 口 本に 5 て 巧ました 。を 数の ドィ 
ツが Si ょりも i 緊 おがが がみが ぁると 寶 ミミう、 横演 には ミ 元年? か 
ら •トィ ツだ胳 が ミく 農て & ましち しかし’ 他の 邮 にくら-へる とず ミ少か 

つ 妾-っです。 た. ミに ミ, 5 

その 驚が 齊繫 などが 気と 古？ ましたが、 をい ミは。 本に ゐる期 阿が 

ニ セ 化 
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短 かく、 充か 日本の 研究す る ことが 山が ませんで した。 しかし 地理 鞭を の ライン、 が 
が 带-あ クニ ッ ピンク、；! 物 带を ヒル ゲル ドルフ、 法律 學お ワイ ぺ少卜 、レエ （ン ホル 
ムミ ハエ リス、 で ッセ や n 本の 臀學發 達の 恩人 ミュ —ン少 、ホフマン 、シュルッェ、 
タク リー户 ベ ルッ 等の ぶは 忘れる ことが 出 巧ません。 

日本 龄 ザと ドイッとの 邮 係は ホ 常に 職い ちので、 が ホ 時代に 巧て 曰 砲を 造つ ズ 日本 
人を 游 かせた ブク ウンは 別と して、 日本の 圃が行 はれて 間 もを く、 まだた 夕 たちが 
'めい/ \ その 領地を 支配して ゐ たお、 が •州の 殿様は ドイッの 曹長 クッ ペンと るの 带ザ 
にお 隊を 養が させて 五で 人' の 軍險を もつ てゐ ました。 

その後 明治 五 年、 円本 じ 徴兵制度が 布 かれてから も、 ドイッ „陸 軍の 指揮 皆が 日本に 
招かれて 來 ました。 その 中で も 最^ ザみ をのは、 その 頃 少佐でぁ^た！ 一軍 少將 メッケ 
ルで、 その 日本 路軍 じつく した 功馈 が、 どんなに 大き かつた かは、 その 碑が 日本に 建 
てられて ゐる ことで も わかる でせ ぅ。 この 碑は 日露 戰爭に 勝つ たのは メッケルの 力に 


負 ふこと がを いとい ふ 威 謝の しるしでした， 實際 日本の 陸が は ドイツに 學んだ ことが 
お i 

を か-— ぶかつた のです。 

つぎ につ t ふ たは 《くださ のじ ひ* てつがく、 しや はじ だいがく とつ やぅ 

ホに 日本に 乂 きを お 跡を 殘 した 人に 哲 學をフ 。レンッを かめ、 ベ^リン 大學 の巧洋 
語の 化 化と なつた ランダ や、 五十 年餘も 日本に ゐ た、 J ン ブル グが學 の 先生 グン， テル 
卜 、ベルリン 乂學の トラゥツ やボ f ネル、 ユ —バ— シャル 陣± 等は、 みを 日本の ょい 
をであります。 

K つ 之 わを く を i ぅ わ ほ fc つ て み ふが <が< か ■リ サ さい 

円本の 昔樂も ドイツの 敎を 受ける ことが をく. 日本の 音樂學 校には ドイッの 先生が 
ゐる ことが 普通で’ ユク - ^ 卜’ ユンヶ^、 ベ ッォルト 夫人 等の 名は’ 日本 音 樂のお 

じふ わす ひと'' 2-- 

人と して 忘れて はならない 人々 です。 ‘ 

その他 雄 築が ダラー クント、 機械は. 師 ヮグネ V レー マン、 を 酒お師 ヘッヶル ト、 

じ に？ ふ ぶふめ い ナ、 つへ おは こつげ を かと/, \ めいち じだい 

ァイへ^ ベ^ク 等 も 口 本 Q 文明を 進める 上に 大きを 巧 殺の あつた 人々 で’ 明治 時化の 
日本の 進 ホ じつく した ドイッ人は 化して 少 くは あ リ ません。 今日 本に 姥 てられて ゐる 


二八 二 

ブ ラ ン ト、 ミ ユ —ラ1、 ス ク リ—バ、 ベ ル ツ 、 ン（ マ ン、 それホらさつきい つたメ ツ 
ヶル 如將 載の 即 を 碑は 永ん に 日本と ドイツを 結 ふ 礎と をる であり ませう。 

國去國 . 
がんと ドイツが 外が が!！ 塞で 出な つたのは そんを に 古い ことでは なぐ、 日 淸戰巧 後 
の ミ 恥お游 のとき からです 。が もは 明が 二十よ 八年淸 邮と戰 がて これに 勝ち、 遼束半 
が、 豁觀 、鱗 狐な を 待ました が、 ドイツ、 フランス、。 シャの 一一 面が、 日本が 遺 東半 岛 
を もつ てゐる ことは 巧 巧 平 かを みだす もとで あるから、 淸國へ かへ す やうに とすす め 
て ホました。' かう いふと いかにも ザ さしい やうです が* もし それを きかを ければ S 國 
が 相手に なつて やる とい ふわ どし 文句です から、 日本 も 戰爭の あとでは あるし， が 手 
が 化狀の ミが 撇恥 がすから 、おとる しく 遼束 半を を 支那に かへ してし まつた のです。 
これが 一二 國千涉 で 日本と しては どれほど 盛 念で あつたか かれません。 

ところが 日 もに 遼が 半な を かへ させた ロ シャは それを 恩に 着せて、 その 頃 淸國の t 


歌で あった Si におを のばし、 襲 ま ミ 倩い ミて がました ので、 日 患 だまって 
をれ ず、 师がミ 十と 八 似の^ 露戰爭 とを リ 、日本は。 シ ヤを滿 がから あひ拂 つてし ま 
ひました。 1 
な .S 解の 熙 、ドイツは®? の 塾み であった 航郎が 護 せらた ヵイ •七，； 呼ばれ 
た ゥイ ここ 一一が が 勤が ピ S て、 郎 がを よ< がめ ると ともに、 海軍の 大攒 張を 
齊 、藤： 繫 しよぅと ぃふ 器を！！ ぃて ゐた だが まさかと 思 ミ 淸國が 日本に 
がけた ので、 7 ランス、。 シャ とともにが がに が蹤 し、. 猶に獻 を って わぃて、 鹏 
が一 一 一千一が 赋 断から 帯が をぅ ば ひがり ました。 それから イてス は 威 お 衡をフ タン 
スは齡 が くから 職 斬した ことは &れ もよ く 知 ミゐる ミえ か 

を ミ 千潑 はが おと ドイツと ssf には 俯© 麗も 賊らを ミので すが、 棠 
だ るに がび、 おがは 葉 Kli よって ドイツに® して 帯 がを 攻ろ ドイツの， 
お sgl を < っがへ した Q でえ 蔽が 一つてから 巧を ドイツ 祇ザ あった 南が 群 


二八 凹 

なをを 化 統治ず る ことじな リ ました。 

その後 口 本と ドィッとの 岡には、‘ 外が 上に 全く 閒题 はなく、 ただ if 閒义 化では 益 
々密 巧な 圓係 をつ づけ、 大巧 生を 巧换 する ことを ど おえず つづけられて ゐ ました。 そ 
の 閒に兩 M がに とつて ぅれしい 思 巧 とを るのは、 ッ； リン 船が 日本に 飛んで ホた こ 

ご. ,* > • 、•，、>• * s . J 

とと、 第卜 一回の ォリ ッ ピック 大を がべ リンで 開かれた ことでした。 

昭か五 年 日本の 空に すばらし いわを 様が 巧た。 それは ユッヶ ナー陆 十一の 指が する ッ 

6 か々 サふ を かい L っ ス- いとう さや ゥ をら あらは かすみっな 

ユ ぺ リ ン飛巧舰フリードリッ ヒ、 C ユ ンが化界一 周の際柬巧のをに現れ、 霞ヶ浦 

で々 く" く に？ も ひと-'^ をら めづ。 お ほ をみ < み かどろ 

にを 陸した の だ。 そのと き 日本の 人々 はこの 空の 珍しい 大きを わを を 見て どんを に 驚 
きの 日を 化 張つ たこと でせ ぅ。 そして どんを にか、 むから このを の わを を迎 へた ことで 
せぅ。 

.ペル リンに が T ■一囘 ォリンピック 大 をが 關 かれた のは 昭和 十一 年の ことで この ホ 
轿で 日本と ドィッとの 辦 係は 運動を 通じてが く紀 ばれ、 ホの 巧 十三 同大を b を 日本で 


卜 じ々 ウ王 玉を たいく わい 已 なじい ふ 

ことにつ いても ドイツでは 非常に 皆を 巧つ て <れ ました、 その 大會は 支那 事變の 
ために 和 止には をリ ましたが、 ドイツの 親切は をれ られを レの てす 

防 其 協を は 何な 出 巧た か 

かう してが がと ドイツは だん一^ "I よ < なつて がた のでず が、 その 深い 兩國 の關係 

ブ .、fj •• かヴ可 玉 〇 ぐ h つ 

が 於に をに 密楼 とな リ 、巧 巧と ベ^リン とが 强く 結ばれた のは 昭か 十ー ザ 十ニ ロニ 

十で お G n " gi 鑛替 ぁりま ミ 
お KM 叢 霞 鑑 おれ ミミう か。 そ 0 ゎけは かう ミです。 

起は ぃ臺 でもな < 驚 ゅるぎな きが VS を 一り、 i パ 繫を繫 し、 載んで 

gg が 散の 恥が を かためよう とする のです が、 このが 私の 化かを 妨げよう として ゐる 
iS ミむべき 5 はが お義 をので スーが ドイツは たぐべ； イユ條 約に よっ て 
齡 へつ けられて ゐも レに" 8^ 邮 一ち 致を 3 航 がようと する が， も 黛に なやまされて 巧ました 

が、 齡がミ 料 じツト 'ノ ーの赋 職が 脱が するとと もに、 が おが 毅のユ ダト 心を 閣外に 驻 

二八 お- 
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はら 

ひ拂 ひました。 

かやう に 円本と ドイツは ともに 共を ま 

ざ るくて を いか 

義を たたきつぶさう とする 口 的に かつて 
進んで ホた が、 しつこい おを を 義の觀 を 

と ょづレ 

化り つくす ことは なか- を 易では をい 
ので、 日本 ドイッの 兩國が 互に 力を 合せ 
て、 效果を あげょう として 成 ホした のが、 

じ 江 どく ばづ をょ ゥけ ふてい 

日獨 防共 協を をのであります。 

ヒット ラ [は 「共產 ま 乾と いふのは 肺 

けつかく 

結核の バイ キンの やうな ものである。」 と 
いつて ゐ ます。 人間に 病氣が ある やうに 
國 I みに も病氣 があリ ます。 その お氣 には 



7 ストの やうに 豁激 に來る もの も あれば、 姑按の やうに そろ''^ と黎 つて 巧る もの も 
あります。 ペストは 物す ごい 孰で がしょ せて 巧て 人々 に 怖がられ ますが •結核は 人の 
Jr つかを いうちに^ 酷の 倘が綺 つてし まひます 。人間は ベストに 對 しては を 力を つく 
してた たか ひます が、 齡 热に辨 しては 邮齡し 勝ちであります 〇國 をで いへ ば ペストは 
鑛 r り、 驚は 即 城の 祭 < さらせる 驳 i 義の S でぇ ミ S る ミ KS 
齡が齡 が勤づ かを いうちに 化が が 國を踞 ひかから うとして ゐ ます。 この 鮮巧 苗を 一巧 
もがれを いやう にと、 日本と ドイツが 防共 協を を おんだの です。 

支那 事變と ドイツ 

す： むか 壬す-'-- りやゥ く せヴわ 0 ふ 

一方 ョー 。ツバでは ドイツと イタリアの 仰が 益々 ょくを つで、 兩闕は 昭和 卜 一年 十 

ミっ か でに ぎ あ 、こ沒 にっ パ 遠 

巧 一ー ト 四日、 しつ かりと 手を 提リ合 ふやう にを つたので 自然 日本と イタリア とも 巧 
づきに をり、 脱が 十一を 十二が ハが、 イタリア も日獨 防共 協 巧に 仲 問 入りを する やう 
にを々 ました。 

二八 セ 


これょり 前と パよ n の 嫌 維 橘 事件から 查 支那に 燃え ひろがつ たで 那事變 は、 ま那の 


ろ か ウけづ じけ 乂 


ザ ふこ な 
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じ へ ふ 


イ作巧 かい サタ t くん*'? ザい ム むが U ふはいに 卞 •か -:' KA た $ す けつく わ じくん ふで，--" つる 

蒋 かお 固 巧 政 巧が 長年 排 n お n の 輔を踞 いて 巧た その おぶ でぁつて、 闽巧あ 府の惡 い 

• 、 れっこく K つ？ ■ふ かた じむ みかた 

ことは わえ りきつ たこと であるのに、 列 國は口 本に ホモす るよりは 支那に 味方す る も 


のの 方が をい 巧 様です、 これは いろ. 


I を わけが あります が、 列國が 令まで 支那で 持 

、 え 3 につ ザ ふ じ*'? ない 

つて ゐた 利猛を 日本に とられて しま ひは せめ かとい ふつ まらめ &配も その 一つの わけ 
でを ります 0 

■ 

じ" ? う ■? け 樓 な ふ れつ t くち ミミ； おさ るら 

支那は 白を の その 惡い ことを 棚に あげ 何とかして 列國の 力で 日本を 抑へ つけて 載 
はう と 思つ て、 國際 聯盟に 訴 へて 巧ました。 そこで トニが の 十^から トー！：^ に ホけ て 

ベ？ ふ繫ブ リュッ 七？' 九， 邮蠢 とぃ ふ蠢を i ぃて •が 拭と が I と & 

ひの 始末を つけょうと したので す。 頭から 支那 ばかりを ひいきにする のです から、 日 

くわいが で 忙 つ* ふ を々 つ？*— ぶ/" coif ,* 

本が この 會議に W なかつ たのが あたり まへ でず が、 口 本と 化 弟 かの ドィッ も、 日本の 
正しい ことにが 方して さそ はれても 齊議 にがず、 まだ 防 4^ 協 巧が 結んで ゐ なかつ たが 


ィタリア も 日本の 助 太のを したので、 會 議は閲 いたが めち や 

うへ < わ いなろ ウ にろ どく ぃ ごく ばヴ ウけ ふてい せい 9 つ 


•にを つてし まひ まし 

ヴへ < わ いな モウ にろ どく い ごく ばヴ ウけ ふてい せい 9 つ じむ 

た。 その上 この 會議 中に 日、 濁、 か 三國の 防共 協を が 成立した の だから •支那 ばか リ 


せかいち ク いり 

でを く 世界中が びつ くリ したの も 無理は あリ ません。 


これ だ： b で ドイッと イタリアち おおの 巧し いこと をよ くが 解して、 がが のが 齊 
味方で ある ことが よく わかる でせ うが、 がに ドイッは 支が に 二赖が モ齡齡 とい ふ齡嫩 
上の 槛 益を もつ ミる の もす ミ、 どこまでもは 繫 ，驚の g おを 聪さ うとして ゐま 
ず。 近頃 支那 軍を 指導して ゐた ドイッ人の 顧問 も、 ヒット タ —の倘 によつて みん をが 
き 上げて しまつた のです。 それでは 防共と いふ ことと 支 齡事教 とが どんを 齡 偏が ある 
めでせ うか。 

ヒツ トラー と 日本 

が 於が I の紙簽 競を がち 離して、 齡 いくが： れた帮 ちの 辭とお をと もつて 
ホ洋平 かを しつ. かり' かためよ うとして ゐ るので あります が、 その 解が な-解 齡 のかげ に 

二八 化 


二 九 u 

が お jf が、 かくれて ゐる ことを wl ! しては なりません。 支那は 共康黨 にお どらされ て 

へう At 巳む をと こ なとう 3 ふた ゥ 

ゐる やぅな もので、 あがに おどつ てゐ るのは 支那と いふ 巧です が、 その かげで 共產鑛 
がぅ まく 支那が を あやつつ てゐ るので す。 だから 日本は 支那と た^かつて ゐ ると とも 
に、 か產 驚と たたかつ てゐ るので す。 

この ホが 黨を 防がぅ とい ふの が 防' 共 協定です から、 ドイッが 蔣か石 政 權を俩 さぅ と 
ずる 口 本に ホが する ことが 成 おとな 撤 がいくで せぅ。 

につ でも みかわ を クとク につで ふ 

ドイッが 日本に ホ 方 するとい ふことは. ナチ ス ドイッの 總統 ヒット ラー が、 日本に 

た，— ひじみ 5 か ヴ*; . につ？^ ふたい S 

對 して 非常にが 意を ょせて ゐる とい ふこと です。 ヒット ラーが 日本に 割して 持つ てゐ 
るが がは が 厳が 上に お劍な ものです。 それは 今度の. 支那 事 獲で、 ドイッが 瓜から 日本 
に祁臘 い、 がの 邮の經 術 上の 利益を すてても、 日本を 按 巧して ゐる ことで も わかる 
でせ ぅ。 

ヒット ターが 日本び いきで あるのは 今 急に 始まつ たこと ではを いらし い。 昭和 卜一 


J ぉ i 繫 驚が 蟹した が が K 路 接の お ミミり にぎった 5 トラ— 

は、 

「八 k ‘の ームが おには 雜 しいと いふが はそんな に 度々 ある ものでは をい が、 ネ 日は 
そのめ ったに ない 藤し いがで ある。 これ 亂 がが ミ 十 年 前から 抱いて ゐた 夢が ほんと 
ぅにな つたので す j 日露 戰爭 のとき あは まだ 十五の み 年で あリ ましたる 日本が 
で。 シャの バル チック 齡齡ち 取術撤 i くの i & ぃに If され ミぃ ふ S を， 恥ぃた と 

れ t く‘ し み わ S た.* ゴ 可 ころ わたく' し L 々うらい せか^ でっ 

き、 おの 口から 思は ず嫉 がに じみ 出ました。 その 頃から 私は、 將來 お界の 中、 ムと 

につ ザ ふ なん 

をる ものは、 口 本と ドイツで あると 化つ てゐ たのです。」 

よ〜 こ いたにつ ザ ふ で わす わ I 

と醫ん ださぅ であり まずが、 今 その n 本と ド イブが しつぇ りず を 結びな つたの てす 
そこ ヘイ タリ— も M はって 齡がゴ がが がが が おりました。 それに 彌洲國 はもと^--^ 円 

* ふ 5 やゥだ •ぶふ みたら こじ e い.. 生た ぴづ をよ ゥ たゃた 

本と 化 弟が であり、 新しい 支那の か 巧 も、 スペイン も ン ガリー もス巧 かの 仲間に 入 
り、 みん を S が梦 てが！ ろし ぃ驚義 とぃふ Sis お ミ繫を £ は ぅとして ゐる 
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のです。 この 巧 共の 最も 力强い 兄搞闽 ドイッは、 ヒット ラー 總統の 下にず ばらし： r 勢 
で 遊みつつ ありま 寸 

巧さん、 もう 一度 ヒット ラー のい つた 言葉を 化 ひがして 下さい。 

「その 頃から 化が 將來 世界の 中必 となる ものは 日本と ドイッ だと 思つ てゐ ました 。 i 
と 0 

果して これからの 世が の 中、 むは 日本と ドイッで せう か、 或は イタ リ f でせ うか、 ァ 
メリ カで せう か、 それとも その他の 國 であ々 ませう か、 それは その 國の國 民が 一致 團 
結して、 その 國の ためにつ くす かどう かによ つてき まるので す。 

巧の 日本を 受けつ ぐ 皆さんは、 日本の 子供と して 恥づ かしく をい やうに しつ か リザ 
つて もら ひたいと 思 ひます。 

ドイツ 物語な 
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